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プロローグ



『帯たて刀わき唐から穂ほ』

　筆圧の弱い、小さな文字。後ろの席の人は見えないかもしれない、そんな文字。

　黒板に書かれた文字と、それを書いた少女へ、菓このみは交互に目をむけた。

　前下がりに切りそろえた、毛先が肩にぎりぎりかかるほどのストレートヘア。まるで日本人形のようだが、近未来のヘルメットにも見える。

　菓の席は最前列の窓際だから、教壇の中央に立つ新しいクラスメイトの横顔を眺めることしかできない。そのむこうで、担任の女性教師が黒板の小さな文字に微かすかな苦笑いを投げている。

「帯刀唐穂です。よろしくお願いします」

　文字同様、挨あい拶さつの言葉も小さい。菓の席で、やっと聞き取れるほどだ。

　菓は、唐穂の横顔に視線を貼はりつけた。

　少し尖とがった雰囲気を持つ、落ち着いた色の瞳ひとみ。高くはないが、かたちの整った鼻。赤い小さな果実を連想させる唇。

　とても可愛かわいい娘こ。

　でも……。

　どこか悲しそう。それが、帯たて刀わき唐から穂ほという少女に抱いた菓このみの印象である。彼女の瞳ひとみはどこか、捨てられた子こ猫ねこを思わせるから。

　先生はなにも教えてくれなかったが、唐穂はなんらかの理由で嫌々ながら転校したに違いない。きっといま、前の中学で仲がよかった友達のことを考えているのだろう。もしかしたら、幼稚園や小学校からずっといっしょだった友達がいたかもしれない。それに加えて、新しい学校で友達をつくれるかどうか不安でいっぱいのはずだ。

　新しいセーラー服や上履きのサイズは大丈夫だったのかな？　もしかしたら、怖がっているのかも。この石南花しやくなげ学院中等部は、生徒数が約三〇〇〇人というマンモス校だから。

　きょうは、六月の第一木曜日である。中学に入学しておよそ二ヶ月。クラスメイトが、〈同い年の見知らぬ人〉から、やっと〈友達〉になった時期に転校なんて……。

　でも、たぶん、いやきっと、唐穂はこのクラスを気に入ってくれる。菓には、絶対的といっても過言ではないほど、その自信があった。

　ここ一年Ｑ組、通称『一休クラス』はみんなとても仲がいい。男子も女子も、本当にいい人ばかりのクラスなのだ。勉強が苦手な人には、できる人が教科を手分けして教えてあげたり、スポーツが得意な人もそうじゃない人も、いっしょになって笑いながらサッカーやドッジボールをやったり。

　そんな人ばかり。

　奇跡的だ。

　菓は、一年Ｑ組が大好きだった。クラス数があまりに多い石南花学院中等部に入学し、たまたまここに籍を置くことができたことを奇跡だと思っている。

　中学生になって、最高のクラスメイトたちに出会えた。大好きなお兄ちゃんである志し朗ろうを介して、小こ鳩ばととも巡り会えた。夕ゆう香かや毬まり藻もや鹿ひ尾じ菜きたちにも。

　菓の中学生活は、奇跡の連続である。

　唐穂との出会いも、きっと奇跡なのだ。そう思える。彼女も、このクラスを好きになってくれはずだ。

「帯刀さんは、二ヶ月遅れで一休クラスの仲間になります。みんな仲よくしてあげて下さいね」

　先生が、唐穂の肩に軽く手をのせた。同時に、ハーイという教室中からの声。この団結力と明るさが、このクラスのウリである。

　菓ももちろん、元気に声を出した。

　しかし唐穂は、自分の足下に視線を落としたまま顔を上げようとしない。照れているのか、それとも腰が退けているのか。

　菓は、そんな彼女に小さく手を振った。視界の隅で動くものに気づき、こっちをむいてくれるかもしれない。そう考えたのだ。

　期待通り、唐穂がちらりとこちらに目をむける。が、すぐにまたそらされてしまった。

　それどころか、眉まゆ根ねに小さなしわを寄せられてしまう。

　残念。

　だが、まだまだこれから。ゆっくり友達になっていけばいい。

「あそこの席に座ってね」

　先生が唐から穂ほに示した席は、最も廊下に近い列の最後尾だ。つまり、菓このみの席からいちばん遠い場所。話しかけるには、ちょっと距離がありすぎる。

　またまた、残念。

　すぐに気を取り直し、菓はもう一度、唐穂に手を振ってみた。

　今度も、こちらを見てくれる。が……。

　彼女の目に浮かんだのは、色濃い憎悪だった。ただ睨にらみつけているだけとは明らかに違う、負の感情。

　え？

　菓は息を呑のんだ。

　スッと視線を切った唐穂が、自分の席へ足早に歩いていく。

　一瞬の冷気に、菓は肌が粟あわ立だつのを覚えた。しかし、同時に悲しさも感じてしまう。

　彼女と同じ瞳ひとみを、菓は知っていた。

　昔の小こ鳩ばとと同質の瞳。

　綺き麗れいなのに、いや、綺麗だからこそ、そこに垣かい間ま見みえたトゲの鋭さが際立っている。

　昔の小鳩と違う憎悪。

　昔の小鳩と同じ虚きよ無む。

　唐穂から感じたふたつの鋭さが、まるで脆もろく危険な刃物のようで……。

　唐穂の目に過よぎった鋭さは、いったいなんだったのだろう。



    

  
    
      


第一章　クリムゾン・ウォリアー



　先生が教室を出ていこうとドアに手をかけたと同時に、菓このみは席を立った。

　唐から穂ほが気になったのだ。昔の小こ鳩ばとを思い出させるような、冷たく尖とがった瞳ひとみ。その秘密を知りたかった。

　それにはまず、友達になるのがいちばんだ。

　見ると、すでに大おお城しろ美み沙さが唐穂へ話しかけていた。隣の席だから、横をむくだけで会話準備ＯＫである。

　出遅れた菓は、他ほか数名の女の子たちに交ざり、美沙の背中から唐穂の様子を窺うかがった。

　美沙が、とても中一とは思えない見事なまでのたてロールヘアを揺らしながら、身を乗り出している。

　学級委員長の美沙は、小鳩ほどではないものの、けっこう大きな会社の社長を父に持つお嬢様だ。だが、それを鼻にかけたところのないさっぱりとした性格が、彼女の魅力をより一層引き立てていた。

　美沙の存在が、一休クラスの雰囲気をいい温度に保っているひとつの要因であることは間違いない。

「ねえ、唐穂って呼んでいい？　わたし、大城美沙、美沙って呼んでね」

　美沙の言葉を皮切りに、あたし奈な々な！　智とも実みでぇす。よろしく、彰しよう子こよ。明あき菜なに清き一票を！　絵え里り香かっす！　と次々に集まった女の子たちが名のり始めた。

　周りで見ていた男の子たちも、どさくさに紛まぎれて名前を叫び、自分をアピールしている。

　みんな、名前を覚えてもらおうとは思っていない。あなたを受け入れる準備は万全ですよ、という雰囲気が伝わればそれでいいのだ。

　菓はひとり、沈黙を守った。

　唐穂はなにかが違う。そう思ったから。

　唐穂は、一休クラスと簡単には溶け合わない。水と油、とまではいかないが、お互い心を許し合うまでには、それなりの手順が必要であるような気がした。

　大勢に取り囲まれた唐穂が、どこか冷めた目で集まったクラスメイトたちを眺めている。嬉うれしそうな様子は微み塵じんもない。

　近くから見た唐穂の瞳は、とても綺き麗れいなのに……。奥に秘められた冷気を受けていると、菓はなぜか悲しくなった。

　美沙が、少しだけ唐穂に椅い子すを近づけた。

「このクラス、みんなとっても仲が……」

「うるせぇなあ……」

　美沙の言葉を遮さえぎったのは、投げ捨てるような声だった。

　美沙をはじめ、この場にいた全員が表情を強こわ張ばらせる。もちろん、菓も。

　うるせぇなぁ――このセリフが出てきたのは、唐から穂ほの唇から。

　天使の輪が浮かぶつやつやな黒髪の下で、新しいクラスメイトの目が鋭い光を帯びた。

「お前ら、ギャーギャーうるせぇんだよ。少し黙ってろ」

　美み沙さが、周りの女の子たちが、そのまた周りで転入生の反応を窺うかがっていた一休クラスの全員が、固まった。

　周囲の反応に、唐穂がチッと舌を鳴らした。

　その音に目を細めながら、美沙がゆっくりと口を開く。

「あなた、いま、なんて言ったの？」

　言葉には、明らかに怒りが混ざっている。

　菓このみは思わず、ぐびりと唾つばを呑のみ込んだ。唐穂の反応は、予想を思いきり突き破っている。

「うるせぇっつったんだよ、ちゃんと聞いとけ。半端に巻きやがって、ダセェ女……」

　唐穂の目が、背まで届く美沙のたてロールヘアにむけられた。

「なっ……あ、あなたに髪型をバカにされる覚えなんてないわっ！」

　当然のごとく、美沙が火を噴ふいた。

　周りの女の子たちも、ここでやっと唐穂が異質な存在であることを理解したようだ。目に敵意をにじませ始めている。

　美沙の剣幕に、そして周囲の刺とげ々とげしさに怯おびえることなく、唐穂が立ち上がった。彼女の瞳ひとみは、ドキリとするほど鋭く、ヒヤリとするほど冷たい。

「騒いでるヤツらにうるせぇつって、なにが悪わりぃんだよ。文句があんなら言ってみろよ、この半端ロール野郎」

「なんですって！」

　美沙も、椅い子すを蹴けるようにして立ち上がる。

　唐穂と美沙が視線をぶつけ、火花を散らす。

　教室が静まりかえった。

　菓は、一休クラスを包み込む険悪な空気を感じ、身震いした。

　うわっ、なんか嫌な雰囲気。

「やんのか？」

　唐穂が、握った拳こぶしを胸の前にあげた。

　彼女の瞳の奥に秘められた冷気と憎悪の理由。それが菓にはわからない。

　理解できれば、すぐにでも唐穂を落ち着かせることができるかもしれないが、いまはそんな時間がない。

　まずは……。とめなければ。

「そこまでっ！」

　菓は、美沙の肩を引いて再び椅子に座らせ、代わりに自分が前に出た。

　手を伸ばさなくても十分に届く距離で、唐穂とむかい合う。

「菓、どいて……」

「ケンカはダメ！」

　また立ち上がろうとする美み沙さを後ろ手に押し戻し、菓このみは唐から穂ほの目を覗のぞき込んだ。

　彼女の表情が、また少し鋭さを増す。

「てめぇ、なんだよ？　半端ロール野郎の助っ人か？　あ、そうか、ここってお前らのお友達ばっかだったよな。ケンカしたら、あたしフクロにされるな、こりゃ」

「そんなことしないわ」

「いいよな、お仲間が大勢いるヤツは強気に出れてよ」

「唐穂も仲間になったんだよ」

「気安く呼び捨ててんじゃねぇよ！」

　唐穂が叫んだ。

　なぜ彼女は、ここまで他人を威い圧あつするような態度をとるのだろう。

　菓には、よくわからない。それでも、笑いかけてみた。

「あたしのことも、菓って呼び捨てていいよ」

「ふざけんな！　お友達ゴッコは大嫌いなんだよ！」

　ソレが視みえたのは、唐穂が唾つばでも吐き捨てんばかりに顔をしかめたときだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ソレは、彼女の右胸に突き刺さっていた。

　思わず出そうになった声を、菓は咄とつ嗟さに抑え込む。

　――日本刀？

　抜き身の切っ先が、左脇わき腹ばらの後ろから突き出ている。

　クラスメイトたちは、だれもそれに気づかない。視みえていないから。

　日本刀は、すぐに消えてしまった。

　だが、いまのは……。

　――呪じゆ

　唐から穂ほは、『呪じゆ受じゆ者しや』だ。

　菓このみは、彼女の顔を凝視した。

「お前から先にやんのか？」

「やらない。友達とはケンカしない」

「なにが友達だよ……クソが……」

　唐穂の小さな唇が歪ゆがんだ。もう、日本刀は現れない。

「あなたねぇ、いったいなんの理由があってわたしたちにケンカを……」

「やんのか、半端ロール！」

「もうっ、やめてってば！」

　また怒り出した美み沙さと、決して退こうとしない唐穂の間に入りながらも、菓は思った。

　自分の中学生活は、本当に奇跡が連続しているようだ、と。



「もう、本当に大変だったんだから。あのあとすぐチャイムが鳴ってくれたから助かったようなもんだけど、あと少しで乱闘騒ぎに突入するところだったんだよ」

　菓は、膝ひざにのせたコンビニ弁当のふたを開けながら、大きく肩で息をついた。

　昼休みになると菓はまず、いっしょに弁当を食べないかと唐穂を誘ってみたが、返ってきたのは、「あっちいけよ」という言葉だった。

　予想していた結果だったため、「それじゃ、また今度ね」と唐穂に言葉をかけたあと、弁当の入ったビニール袋を持って中等部校舎を飛び出した。目指すは、高等部の第三校舎裏にある広場だ。

　およそ徒歩一二分。競歩なみのスピードで歩いても八分そこそこの距離を、菓はいつも六分ほどで走破する。

　そして、待ってくれていた志し朗ろうと小こ鳩ばとに唐穂の一件を報告しているというわけだ。

　小お笹ざさ兄妹で小鳩を挟はさむかたちで、ベンチに腰を下ろしている。

「そりゃ大変だったな」

「その娘こ、人見知りが少し激しいのかもしれないわね。なんとなくわかるわ……」

　志朗と小鳩が、それぞれの意見を口にする。

「ところがね、そうじゃないの。人見知りがどうとかの問題じゃなくて……あたし視たんだけど……実はその唐穂って娘はね……」

　ここまで言って、菓は周りを見回した。

　第三校舎裏の広場は人が少ない。日当たりが悪いし、どこかジメジメした雰囲気があるため人気がないのだろう。二〇メートルほど離れた場所に、女生徒がふたり座っているだけである。

「見たって、なにを？」

　志し朗ろうが、話の先を催さい促そくしてきた。なにも言わないが、小こ鳩ばとも話の続きを聞きたそうだ。

　箸はしを止め、ジッと菓このみに目をむけている。

　菓は、小鳩に寄りかかるようにして身を寄せ、小声で囁ささやいた。

「その娘こも、『呪じゆ受じゆ者しや』なの」

　志朗と小鳩が顔を見合わせる。

　嘘うそだろ……。そんな表情。

「胸に刀が刺さってるのを視みたわ。すぐに消えちゃったけどね」

　つけ加えた菓の言葉に、志朗が唇の端をちょっとだけ曲げ、小鳩が細い眉まゆをちょっとだけ上げた。ふたりの目の色は複雑だ。

　志朗も小鳩も、きっと倭やまとのことを考えているのだろう。

　一年ほど前に姿を消したという倭。小鳩の九つ年上の兄であり、水みず星ほし家けの長男である彼も、志朗や小鳩、そして唐から穂ほと同じ『呪受者』である。

　菓は、倭と直接会ったことがない。だが、彼の呪じゆが、特別な能力をふたつ持っていることは、小鳩から聞いて知っている。

　ひとつは、小さな蜘く蛛もを人間に憑つけ、その人を自在に操る力。

　もうひとつは、『呪受者』から呪をむしり取り、それを別の人間に憑けることができるという力。

　厄介な呪であることは間違いない。菓は以前、倭の呪によって意識と体を乗っ取られた経験があるため、その呪力の強さは身をもってわかっている。

　倭を捜し出したいという小鳩の願いから、菓たちは『倭捜そう索さく隊』を結成しているのだが、いまだ成果を出せていない。

「まだまだ唐穂とは話せるような状態じゃないから、呪のことは訊きけないんだけど、絶対仲よくなってみせるわ」

　言って、菓は唐揚げとご飯を順に口へ運んだ。

「お前のことだから、やりすぎて怒らせるんじゃないか？」

「話してみないとわからないけど、その子は、たぶん、淋さびしいんだと思うわ……菓ちゃんが話しかけてあげれば、きっと喜ぶんじゃないかしら……。でも最初は、わたしたちといっしょの方がいいかも……」

　志朗と小鳩の言葉に、菓は笑顔でこたえた。

「あの娘、そんなに悪い娘じゃないと思うの。とっても可愛かわいいのに、すごく荒いしゃべり方して……それが似合わなくて……なんだかね、怖いのに隠れるところがないから、精一杯強がって毛を逆立ててる子こ猫ねこみたいで、放ほっとけないの。だから、あたしひとりで大丈夫だよ」

　志し朗ろうと小こ鳩ばとが、自分を心配してくれているのはよくわかっている。だが、唐から穂ほに心を開いてもらうのに彼らの力を借りてはいけないような気がした。

　彼らは、唐穂と同じ『呪じゆ受じゆ者しや』だ。

　志朗は、水色カバ、むぅちぃに憑つかれ、小鳩は右手の五指それぞれに五つの呪じゆを宿している。

　だから、志朗、小鳩、唐穂の三人は社会から虐げられてきたという共通の苦しみを分かち合うことができる。すぐにでも、互いの存在を認め合えるに違いない。

　呪を視みることはできるものの、結局のところ『呪受者』ではない菓このみとは、志朗も小鳩も根っこの部分が違うのだ。

　だから菓は、自分ひとりで唐穂にぶつからなければならないと思った。

　たとえ『呪受者』ではなくとも、親友になれるのだということを唐穂にわかって欲しいから。

「大丈夫！」

　菓は、箸はしごと右手を握りしめた。

　と、目の前にある植え込みの陰に、でっぷりと太った虎とら縞じまの猫がうずくまっているのが目に留とまった。あまりにお腹なかの肉が多いため、足が埋もれて見えない。

　距離にして五メートル弱。眠たそうな目で、ジーッとこっちを見ている。

「うわっ、なにあれ、すごいデブニャン」

「あの子はトラ助っていうの。たまにこの辺をうろついてるみたい」

　小鳩が、ぽそりと教えてくれた。

「へぇ、あのデブニャンはトラ助って名前なんだぁ」

「クラスの人たちが、そう呼んでたから……」

　小鳩はつぶやきながらも、デブニャンことトラ助から視線を離そうとしない。きっと猫好きなのだろう。

　菓も猫好きである。犬も好きだ。ハムスターもインコもゼニガメも好きだ。とにかく、動物の大半は大好きだ。手足のないハ虫類や動きの速い昆虫はちょっと苦手だけど……。

　菓は唐揚げのひとつを手て頃ごろな大きさに噛かみ千切り、手に持ってトラ助に差し出してみた。

「ほらおいで、唐揚げおいしいよ」

　呼んでみるが、寄ってこない。唐揚げをジッと見ているだけだ。お腹がいっぱいなのだろうか、それともぜい肉が重すぎて動くのが面倒なのだろうか。唐揚げを食べたそうに鼻をひくひくさせてはいるのだが……。

「これ以上肥ふとったらヤバイんじゃないか？」

　志朗が、モグモグと口を動かしながらトラ助を眺めている。自分の弁当をあげるつもりはないようだ。デブニャンにはむやみに食べ物を与えない、というのもひとつのやさしさなのだろう。

　彼のそんなところも、菓は大好きである。

「ごめんなさい、あの猫は斬ざん呪じゆを怖がってるから、寄ってこないわ」

　とうとつに、消え入りそうな声で小こ鳩ばとが言った。

　志し朗ろうが、微かすかに唇を強こわ張ばらせる。

　斬呪は、小鳩の右手人差し指に憑ついた攻こう属ぞく呪じゆだ。あまりに凶きよう猛もう丸出しなその姿は、目にする度に足が震えてしまう。

　呪は、攻属と守しゆ属ぞくに大別できる。攻属は対象物へ物理的な攻撃を加え、守属は呪の攻撃から宿主を守る力を持っている。

　封ふう呪じゆの黒手袋で抑え込んでいても、動物たちは攻属呪である斬呪の冷気を感じ取っているらしい。

　あたしのバカッ！　悪気がなかったとはいえ、小鳩の心に爪つめを立ててしまったようだ。

　菓このみは、心の中で自分の頭を叩たたいた。

　すぐに、持っていた唐揚げを口に放り込み、指先についた脂あぶらを舐なめながら小鳩にむき直った。頬ほおをゆるめ、さりげなく笑顔をつくる。

「デブニャンはダイエットしなきゃね」

「でも、タプタプしている猫って……可愛かわいいわ」

　小鳩が、薄い笑みを浮かべた。彼女がそうやって表情をやわらかくしてくれると、菓はたまらなく嬉うれしくなる。

　志朗に至ってはもう、顔中ふにゃふにゃだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　小こ鳩ばとが、そんな彼にも微かすかな笑みをむける。

　出会った頃ころとは比べものにならないほど、小鳩の瞳ひとみはやわらかくなった。志し朗ろうとの距離も、確実に狭まっていることがわかる。

　菓このみは最初、大切な兄を盗とられるような気がして小鳩を敵視していた。が、いまではもう、彼女のことを体の一部のように思っている。

　大切な大切な小鳩。

　きっとそのうち、兄の恋人になるのだろう。ちょっと悔しいし、妬やけもするけど、本音の部分ではそうなってくれることを願っている。

　でもいまは……。このまま……。志朗と小鳩と自分で、笑って、お弁当を食べて……。

　微ほほ笑えみ合う志朗と小鳩を横目に、菓は箸はしを動かした。

　彼らの関係は、互いにのんびりしているため、見ていてちょっと苛いらつくし、それはそれでありがたいような気もするし……。応援すべきかどうか迷っている。

　だがまずは、唐から穂ほのことが先決。

　彼女と友達になるべく、動かなければならないだろう。



　初めてだ。一休クラスがこんなにギスギスした一日を送ったのは。

　みんな、どこかピリピリしていた。

　原因は、もちろん帯たて刀わき唐穂という少女。

　菓は一日中、彼女の動きに注意を払っていた。

　話しかけさえしなければ、唐穂はとても大人おとなしかった。机に座り、独りで本を読んでいただけだ。マンガとかではなく、文庫本である。それとなく彼女の後ろから覗のぞき込んでみると、小さな文字がギッシリと詰まった本だったから、ちょっと驚いた。

　朝から放課後までの間、一休クラスの人たちはだれも唐穂に話しかけなかった。男の子も女の子も、みんな目さえ合わせない。

　団結して生意気な転校生を無視しよう、などと声をかけ合ったわけではなく、教室の重苦しい空気が自然にそうさせてしまったのだ。

　教室の雰囲気などお構いなしで、唐穂は全身から『話しかけるな』オーラを絶え間なく放ち続けながら、静かに、だれとも視線を合わせようとせず本を読み続けていた。

　唐穂の隣の席に座っていた美み沙さも、朝の一件からあとは、ひと言も転入生に声をかけようとはしなかった。チラチラ視線を投げてはいたのだが……。

　菓も、唐穂に話しかけなかった。

　彼女はまだ、毛を逆立てたままフーフー息を荒立てている。そんな子こ猫ねこに手を差し出せば引っ掻かかれるだけだ。

　人が大勢いる教室や学校の中では、決して気を許してはくれないだろう。

　唐穂は思っているはずだ。日常生活では、どこに人の目があるかわからない。どこに罠わなが仕掛けられているかわからない。だから用心しなければ。石橋を叩たたいて叩いて、叩き壊すくらい用心しなければ、と。

　だからきっと、最初に自分の周囲から友達を排除したのだ。親しい関係を築けば、それだけ『呪じゆ受じゆ者しや』だとバレる可能性も高くなるから……。

　だから、友達を威い圧あつするという苦く渋じゆうの選択をしたのだ。

　自分が『呪受者』だとバレるのが怖いから。

　怖いから、周囲を攻撃した。

　攻撃し、自分が友達として値しない人間であることを知らしめたあとは、独り息をひそめるようにして本を読んでいた。

　唐から穂ほはいま、新しい環境が怖くて怖くて堪たまらないはずだ。怯おびえる自分を抑え込むことに必死なはずだ。

　きょう一日、唐穂という少女を観察していた菓このみは、そう判断した。

　そして、自分のとるべき行動がひとつしかないこともあらためて確認できた。

　やるべきことはひとつ。

『ベストフレンド大作戦』を発動させるのだ。



　放課後になり、みんながゾロゾロと教室から出ていく。

　菓はすかさず、唐穂のあとを追った。

「菓ちゃん、バイバイ」「小お笹ざさ、また兄貴のとこか？」「またね、菓ちゃん」「菓、お疲れ」「じゃぁねぇ、小笹ちゃん」「おぉ姫様、急いでお帰りですか？」「バイバ～イ」

　出口に辿たどり着くまでに、次々とクラスメイトたちから声をかけられる。

　菓はその度、笑顔を浮かべ手を振った。

「バイバイ、またあしたね！」

　廊下に飛び出すと、唐穂はもう階段の降り口に差しかかろうとしていた。かなり歩くのが速いようだ。だが、機動力と持久力なら負ける気がしない。

　菓は、唐穂の背を追って駆け出した。



　中等部の校舎を出て、石南花しやくなげ学院の正門を通り、唐穂が駅へむかっている。

　菓は、五メートルほど離れて歩いた。

　唐穂の黒髪が午後の陽光を反射し、歩く度に天使の輪を揺らしている。

　華きや奢しやな体だな、と思う。スカートから伸びた足なんて、ビックリするほど細い。女の子ならだれもが欲しがる脚線美だ。

　彼女はまだ、後ろから菓がついてきていることに気づいていない様子である。

　話しかけたら、最初はやはりケンカ腰だろうか？　それとも無視される？　もしかしたら、驚いてなんの言葉も返してもらえないかもしれない。いやいや、はにかんだ笑顔をむけてくれるかも。

　いろんなケースを考えながら、菓はチャンスを待った。彼女の家までついていき、強引に上がり込むという状況も想定している。

　いがみ合い、互いを否定しないケンカであれば、菓このみはいくらでもやっていいと思っている。ぶつかり合えば、互いを知ることができるから。

　相手を知るということは、とても楽しいことだし、自分を知ってもらうというのは、とても嬉うれしいことだ。

　よし、いっぱいケンカするぞ！

　などと菓が力んでいると、唐から穂ほがフイッとコンビニに足を踏み入れた。

　学校からいちばん近いそのコンビニで、菓と志し朗ろうは毎朝弁当を買っている。家から学校まで二時間かけてきているため、朝が早い。六時二〇分には家を出るふたりだから、親も朝食作りだけで手いっぱいなのだ。

　慣れ親しんだコンビニであり、四〇歳前後の店長とも顔見知りである。

　菓も、唐穂のあとを追ってコンビニへ入った。彼女は、雑誌コーナーで立ち止まり、書棚の本を眺めている。

「学校終わり？　帰りがけに寄るのは珍しいね」

　ちょうど文具コーナーの整理をしていた店長が、菓に気づき笑顔をむけてきた。

「こんにちは、ちょっと気がむいたんで……」

　こたえながら、チラリと唐穂の様子を窺うかがう。

　彼女は、こちらにまったく興味を示さず、黙って雑誌を見つめている。

　店長が、にこやかに言葉を続けた。

「お兄ちゃんは、いっしょじゃないの？」

「はい、帰りはいっしょだったり、別々だったり、その日によって違うんです。でも、朝は毎日いっしょですよ」

「仲がよさそうだもんね」

「自慢のお兄ちゃんなんです」

「わかるなぁ、やさしそうなお兄ちゃんだからね」

「でしょでしょ！」

　志朗のことを褒ほめられると、手放しで嬉しくなってしまう。

　すると、唐穂が雑誌コーナーから離れ、ドリンクコーナーへ歩いていくのが見えた。そしてすぐにコーヒー缶を手に取ると、レジへむかう。

「あ、お客さんですよ」

　菓は店長に声をかけ、自分もすかさずドリンクコーナーへむかった。

　唐穂と同じくコーヒーを一本手にして、小走りでレジへむかう。

「ありがとうございました」

　店長の声を背に受けながら、唐穂がコンビニを出ていく。それを横目に、コーヒーをレジ棚に置く。

　すぐに支払いをすませると、店長に「またあしたきます」と声をかけ、菓は店の外へ飛び出した。

　唐から穂ほはもう、二〇メートル以上も先を歩いている。

　逃がさないわよ！

　唐穂が逃げているわけではないのだが、心境はそんな感じだ。

　菓このみは、あらためて彼女の背を追った。

　駅が近づいてくる。定期を持っているため、改札を通るときはスムーズに入ることができるが、唐穂が降りる駅が通学区間外であれば、急いで超過分の支払いをすませなければならない。そこで見失わないようにしなければ。

　色々なことが、頭を駆け巡る。

　だが、唐穂は駅へはむかわなかった。買った缶コーヒーを飲みながら、コンビニに入ったときと同様に、フイッと横道に入ってしまう。そのまま細い裏路地を歩いていく彼女の背から目を離さず、菓も缶コーヒー片手につかず離れずついていく。

　裏路地から裏路地へ折れ、また進み、そしてまた曲がる。すると、小さな公園が現れた。

　唐穂が、その公園へ入っていく。

　ブランコしかない、だれが遊ぶのだろうと不思議になるくらい小さな公園だ。

　菓は石南花しやくなげ学院の中等部に通い始めてから約二ヶ月になるが、駅の近くにこんな公園があるなんて知らなかった。

　唐穂が、ブランコの近くまで歩いていく。そして飲みきったのだろう、持っていた缶を足元に投げ捨てたあと、ゆっくりと振り返った。

　菓は公園の入口で足を止め、彼女の視線を迎え撃つ。

「お前、コンビニに入る前からずっとつけてたろ？」

　唐穂が、低い声でそう訊たずねてきた。

　どうやら、ずっとバレていたようだ。

「うん、ストーキングしてたよ」

「タイマンならいつでも受けてやるよ」

　目と声に鋭さを加え、唐穂がジリッと半歩だけ足を踏み出してくる。

　菓は、少しだけ顔をしかめた。が、すぐに表情を明るいものに変える。いまここで殴なぐり合うつもりなどない。

　ツカツカと唐穂に歩み寄り、二メートルほど手前で立ち止まった。そこで、意識して笑みを浮かべる。

「あたし、小お笹ざさ菓。唐穂のベストフレンドになる者の名よ、覚えといてね！」

「は？」

　唐穂が一瞬、呆ほうけたように目を見開いた。

「あたしのことは、菓って呼んでね！」

　握手をしようと、菓は右手に持っていたコーヒー缶を左手に持ち替えた。

　と、そのとき、唐穂の胸にまた例の日本刀が浮かび上がった。刀のかたちをした呪じゆ。その呪じゆ刀とうが、右胸から刺さり腰の左側から切っ先を突き出している。

　視みているだけで、自分の胸も痛くなってくる。

「てめぇ、呼び捨てしてんじゃねぇっつっただろ！」

　唐から穂ほが怒りを込め、叫んだ。

　菓このみは、怯ひるまず言い返した。

「菓よっ！　あたしの名前は小お笹ざさ菓。てめぇって名前じゃないわ」

「うるせぇよ、頭おかしいんじゃねぇのか、お前」

「お前じゃないわ。菓よ」

　菓は、唐穂の胸に刺さった呪刀に目をむけず、キッパリと言った。

「うるせぇ、消えろバカ」

「バカじゃないわ。菓って呼んでくれるまでずっと唐穂についていくからね」

「呼び捨てんなっ！」

　唐穂が感情を荒げたそのとき……。

「………！」

　また、菓は視てしまった。彼女の左横に現れた呪じゆのかたちを。

　紅あかい鎧よろい武者。

　身長は、一八〇センチほどだろうか、堂々とした二本の角を持つ仮面と一体になった紅の兜かぶと。艶つや光る紅の胸甲。指先まで生気がゆき届いているかのような紅の籠こ手て。

　腿もも当ても膝ひざ覆いも脛すね当ても、すべて紅。

　仮面の目の部分、その右側が切り裂かれたように潰つぶれている。唯一あいた左目の奥にあるのは、濃色の青にも似た闇やみ。鎧の中身は、なにもない闇。

　突如現れた片目の鎧武者を目まの当たりにし、さすがに菓も身が縮むのを感じた。

　凄すさまじい威い圧あつ感である。小こ鳩ばとの覇は呪じゆや斬ざん呪じゆに匹敵するかもしれない。

　なんとか、飛び出しそうになる声を喉のどの奥に押し込んだ。唐穂の前で、情けない悲鳴をあげるわけにはいかない。

　しかし、視線までは取り繕つくろうことができなかったようだ。

「お前……まさか……政まさ宗むねが視えて……」

　唐穂が、自分の隣に現れた呪と菓にそれぞれ視線をむける。

「それ、政宗っていうの？」

「お前も、そうなのか？　あたしと同じ……」

『呪じゆ受じゆ者しや』、という言葉を聞きたかったのだろう。唐穂の目が、期待に染まっている。

　だが菓は、小さく首を振った。

「あたしは……違うよ。あたしは、ただ視えるだけなの」

「視える、だけ？」

　菓は、目顔でうなずいた。

「視えるだけって……てめぇ、じゃあ、朝から知ってて、ずっと知ってて……この……なめてんじゃねぇぞ！」

「！」

　いきなり、紅あかい鎧よろい武者の呪じゆ、政まさ宗むねが唐から穂ほの体から呪じゆ刀とうを抜き放った。

　禍まが々まがしい光を放つその切っ先が、菓このみの視界に一筋の線を刻きざむ。

　一いつ閃せん。

　直後――左手に冷たい感触を覚えた。

　見ると、持っていたコーヒー缶の上部が、指ぎりぎりのところでスッパリと切り取られていた。

　ゾクッと背に悪お寒かんが走る。正直、怖い。それでも……。鼻に届くコーヒーの香りに、菓は勇気を振り絞った。

「このコーヒーは貸しにしとくわ。とにかく、きょうから菓＆唐穂でいくことに決めたから、ヨロシクね」

「なにがヨロシクだっ！」

　唐穂の叫びに合わせ、政宗がまた刀を薙ないだ。

　と、ガチャン、という金属質な音が菓の耳に届く。

　唐穂の後ろにあるブランコ、その鎖が中ほどで断ち切られ、地面に落ちたのだ。

　菓は、使いものにならなくなったブランコに目をむけた。唐穂が捨てた空き缶。そして自分の足元に落ちたコーヒー缶の上部にも、それぞれ目を落とす。

　すべて、使いものにならなくなったモノ。廃棄という道しか残っていないモノ。

　菓このみはまた、唐から穂ほに目をむけた。真まっ直すぐに、瞬まばたきする時間さえ惜しむかのように、彼女を見つめた。

　唐穂も、憎々しげに菓を睨にらみつけてくる。

　唐穂は『呪じゆ受じゆ者しや』だ。が、廃棄されるべき存在ではない。自分で自分を棄すてるのも許さない。

　菓は唐穂を見つめ、唐穂は菓を睨む。

　嫌だな……。菓は思った。

　どうして唐穂は、あんなに悲しそうな目をするのだろう。嫌だな……。本当に、捨てられた子こ猫ねこみたいだ。嫌だな……。そんな目をしている友達は、見たくない。

　菓は気持ちを整理するため、大きく息を吐いた。瞬間、政まさ宗むねが手にした呪じゆ刀とうを再び唐穂の体に突き刺した。

「あっ！　くぅ……」

　顔を歪ゆがめ、唐穂がその場に細い体を折ってうずくまってしまう。

「唐穂っ！」

　菓は、上辺のなくなったコーヒー缶を投げ捨て、唐穂に駆け寄った。

　政宗が紅あかい霧になって消え、刺さった呪刀が消えても、彼女は体を丸めたまま、小刻きざみに震え続けている。

　呪じゆは、宿主に必ず不利益をもたらす。

　志し朗ろうに憑ついたむぅちぃは、呪を食べ浄化してしまうという稀きし少ような能力を持つが、食べた呪の濃度に比例して、兄に頭痛や吐き気といった苦痛を与えてしまう。

　小こ鳩ばとにしても、涙を奪われ、痛覚を麻ま痺ひさせられ、心からの笑顔さえ剥はぎ取られているのだ。

　唐穂の呪、政宗も、日本刀を抜いての攻撃力には凄すさまじいものがあるようだが、再び刀を収めるときが宿主に害を与える瞬間であるらしい。

　どれほどの痛みなのか、菓には想像もできない。それでも、そばにいてあげることはできる。たとえ役立たずでも、手を握ってあげることもできる。

「唐穂、大丈夫!?」

　しかし、唐穂からその手を振り払われた。

「て、めぇ……汚れた手で、他人の、手を、握り、締めてんじゃ、ねぇ、ぞ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　そういえば、コーヒーで手が濡ぬれてたんだっけ……。

　菓は、軽く左手を振った。そんなことで、コーヒーが乾くはずもないのだが。

　ヨロヨロと立ち上がった唐穂が、上着のポケットから白いハンカチを出し、まるで汚いものでも触ったかのようにそれで自分の手を拭ふいた。それどころか、

「くそっ、こんなハンカチいらねぇよ」

　菓にむかって、そのハンカチを投げつけてくる。

　胸に当たったハンカチを、菓このみはとっさに受けとめた。フリルで縁取りされた上品なつくりのものである。

「ちょっと、これ……」

　菓はハンカチを握ったまま、唐から穂ほに目をむけた。と、そのときにはもう、彼女は駆け出していた。

　菓の脇わきをすり抜け、胸を押さえたまま駆けていく。そしてそのまま公園を出て、裏路地の先へ姿を消してしまった。

　菓はハンカチを握り締めた。

　きょうのところは、これでよしとしておこう。たった一度のアタックで、唐穂と仲よくなれるなんて思っていない。

　菓は、唐穂が捨てた空き缶と自分が買った缶を拾った。さすがに、壊れたブランコは直せない。

　ごめんね、とブランコに頭を下げ、菓は公園をあとにした。





　朝あさ香かは、ソファに腰を沈めた倭やまとにむかって微ほほ笑えみかけた。

「どう？　その娘この呪じゆは……」

「予想以上だよ」

　彼が、目だけを笑みのかたちにする。

　倭はしばしば、数匹の小こ蜘ぐ蛛もを放っては外の様子を観察している。

　主に、小こ鳩ばと、志し朗ろう、菓など、呪にかかわっている石南花しやくなげ学院の生徒たちが対象だ。

　きょうは朝から機嫌がいい。新しい『呪じゆ受じゆ者しや』を見つけたからである。

　倭には珍しく、訊たずねもしないのに色々と話してくれた。

　見つけた『呪受者』は、中等部の一年Ｑ組、つまり菓のクラスに転入してきた女の子。

　名前は帯たて刀わき唐穂。

　不器用で、本を読んでいるのに没頭できず、周りの目ばかり気にしているような、ちょっと素直になれない女の子。

　唐穂という少女をそう評したあと、倭はこうつけ加えた。

「昔の朝香に、ほんの少し似てるかな」

「あら、それなら、とびきり綺き麗れいな娘なんでしょ？」

「壊れそうな危うさを持った、すごく可愛かわいい娘だよ。ま、朝香の場合は、壊しそうな危うさ、だったけどね」

　冗談めかした言葉に対し、倭がちょっと腹立たしいジョークを返してくる。そんな彼が、朝香は愛いとおしくて堪たまらない。

「でも、一二、三の年とし頃ごろで『呪受者』なんて……世の中が何色に見えているのかしらね」

　朝香は軽く息をついた。

「小こ鳩ばとは生まれる前からだよ……母親の胎内で呪じゆを植えつけられたんだ。それも、五つもね……」

　倭やまとが、重い息を吐き出すように言った。

　倭の目は笑っている。唇も笑っている。それでも朝あさ香かには、彼が涙を堪こらえているように見えた。たまにこんなことがあるのだ。

　倭がそんな表情をするのは、末の妹である小鳩のことを思うときだけ。

　そんな彼を見ていると、朝香は少々苛いらついてしまう。同時に、つらくもなるのだが……。

「どうしたの？」

　不意に、倭のやさしい声が聞こえた。

「え、なに？」

「怖い顔、してるよ」

「失礼ね、怖い顔だなんて」

　両りよう眉まゆを跳ね上げ、おどけてみせながらも、朝香は表情をつくり直した。

　倭の前では美しく。

　倭の前では艶あでやかに。

　倭の前では弱さを隠す。

　絶えず、自らの心に刻きざんだ思い。だけど……。

　自分も人間。身も心も投げ出したい相手の前であっても、微ほほ笑えみが続かないときだってある。

　心が冷たくなるときもある。

「なにか気に障ることしたかな？」

「あなたの鈍感さにご立腹」

「ごめんね」

　倭が、頬ほおに新しい微笑みを浮かべてくれる。

　それでも、自分のどこが鈍感だったのか訊たずねてはくれない。ごめんね、という言葉に似つかわしい表情でもない。

　それが、少しだけ……ほんの少しだけ、淋さびしかったりする。





　走り去る唐から穂ほの背を見送ったあと、菓このみはひとりホームで電車を待っていた。

「菓もいま帰りか？」

　背からの声に振り返る。声が耳に入ったときからわかっていた。

「お兄ちゃん！」

　本能のまま志し朗ろうに飛びつこうとする両手両足をとっさに押さえ、彼の横に立つ小鳩にも目をむける。

「小鳩ちゃんも、ナイスタイミングだね！」

　薄く微ほほ笑えむ小こ鳩ばとは、いつ見てもやはり綺き麗れいだ。顔が映りそうなつやつやの黒髪が、きょうもまたキラキラに輝いている。

　菓このみは素早く志し朗ろうと小鳩の間に入り、ふたりの腕にそれぞれ腕を回した。このふたりには、心から甘えることができる。

「いっしょに帰ろ！」



　仲よく三人で電車に乗り、菓は小鳩と肩を並べて座った。志朗がひとり、吊つり革かわを持って立っている。

　小鳩の降車駅は、四つ先の神こう代じろ坂ざか駅。小お笹ざさ兄妹は、もっとずっとずっと先の駅だ。

　電車が走り始めるとすぐ、志朗が口を開いた。

「ところで菓、例の娘こ、どうなった？」

　小鳩もそれが気になっていたらしく、横から菓の顔を覗のぞき込んでくる。

　唐から穂ほの怒った顔。紅あかい鎧よろい武者。彼女の体を貫く日本刀に酷こく似じした呪じゆ刀とう。投げつけられた品のいいハンカチ。

　記憶の映像が、次々と菓の脳裏を流れていく。色々あった。でも、まだまだこれからだ。だから、とにかく笑った。

「順調よ。きょうのところは、あたしが視みえるってことを伝えただけだけど」

　電車の中だから、『呪じゆ受じゆ者しや』とか『呪じゆ』とかいった単語は使わない。

「それで、むこうは？　どうだった？」

「う～ん、正直、ビックリしてたみたい。視えるだけで、あたし自身は当事者じゃないって教えたら、走って帰っちゃったの」

　色々と、たくさん端折はしよった説明だが、大筋は間違っていない。

　志朗が、無言で小鳩と視線を交えているのを見て、菓はちょっとだけ不安になった。

「まずかったかな？　どうすればよかったと思う？」

「彼女に会ったことがないから、断定はできないけど……」小鳩が、そう前置きして言った。「あした、学校にこないかもしれないわ」

「え……なんで……！」

　菓はつぶやいてすぐ、自分の頭をポカッと叩たたいた。そうなるかもしれないということに、なぜ思い至らなかったのか。

　唐穂は今いま頃ごろ、『呪受者』だとバレてしまったことに怯おびえているはずだ。もしかしたら、泣いているかもしれない。

　もし、あした学校で、菓が言いふらしたら？　帯たて刀わき唐穂は『呪受者』だと、美み沙さや他ほかのクラスメイトたちに教えて回ったら？　すぐにでも学校中に広まるだろう。

　唐穂は転校二日目にして、石南花しやくなげ学院には通えなくなる。

　社会は、周囲に『呪受者』だと知られた者にとっては極寒の地だから。人々は、『呪受者』を忌いみ嫌い、恐れているから。

　菓このみは知っている。自分は、絶対そんなことをする人間じゃないことを。しかし、唐から穂ほは菓という人間を知らないのだ。

　ただ友達になりたい一心で彼女のあとをつけたのだが、考えが浅かったかもしれない。

　菓は、下唇を噛かんだ。

「あした学校にきてくれるといいけどな」

　志し朗ろうが、電車の音に掻かき消されそうな声でつぶやいた。

　そうね、と小こ鳩ばとがうなずく。

　菓は小鳩の肩に寄りかかりながら、口の中でつぶやいた。

　あした、きてくれるかなぁ……。



    

  
    
      


第二章　パンキッシュ・スタイル



　翌日、金曜日の朝。菓は気合いを入れて教室のドアを開けた。

　唐穂から投げつけられたハンカチは、きちんと洗濯したあと、アイロンまでかけて持ってきている。それどころか、とっておきの香水まで振りかけてきたのだ。

「おはよう！」

　菓の声に、教室中から次々と返事が聞こえてくる。が、廊下側の最後尾にある席には、まだ唐穂の姿はなかった。

『あした、学校にこないかもしれないわ』

　一夜明けたいまもなお、小鳩の言葉が耳の奥に残っている。

　きょうは、ハンカチを返すことができないのだろうか？　相手が姿を現してくれなければ、ベストフレンド大作戦も意味をなさない。

　菓は唐穂の席に歩み寄り、その椅い子すを見下ろした。本当にこないのか？　チャイムまで、あと三分ほどしかないのに。

「まだきてないわよ」

　横から声をかけてきたのは、美み沙さだった。と、彼女の声を皮切りに、周りの女の子たちが騒ぎ始める。

「こなくていいよ」「怖いもん、あの娘こ」「なんか、裏で悪いことしてそうじゃない？」「前の中学、なんで転校したのかな？」「先生ぶん殴なぐったとか？」「前科とかありそう」「少女Ａとかで新聞載ったことあったりして」「ありえる！」「ナイフとか持ってるかも」

　みんなの言葉を聞いているうちに、菓このみは無性に腹が立った。

　あれは、菓がまだ小学四年生のときだった。

　ひとりの女の子が『呪じゆ受じゆ者しや』であることを、クラス中が知ってしまった。

　菓は、彼女に憑ついた呪じゆのことをずっと前から知っていた。どのような性質を持っているのかまではわからなかったが、可愛かわいいフェレットのような姿だった。だから、彼女が『呪受者』だとわかっても、態度を変えるつもりはなかった。

　だが、クラスのみんなは違った。全員で女の子を攻撃し始めたのだ。言葉を交わさないという嫌がらせを日々繰り返した。聞こえよがしに悪口を言い続けた。

　菓は、ただ見ているだけしかできなかった。

　止めれば自分も攻撃されるかも。そう思ったから。それでも、自分だけは女の子を攻撃しない。死んでも悪口なんか言わない、とそう心に誓っていた。

　でも……傍はたから眺めているだけという行為は、イジメと同じことなのだと、あとになって思い知らされた。

　一週間後、女の子が転校してしまったのだ。

　志し朗ろうも、中二の頃ころに『呪受者』であることが友達にバレ、クラスでずっと仲間外れにされていたらしい。彼は決して家族に弱音を吐かなかったが、あとになって同級生の姉経由でそのことを知ることになった。

　あのときのショックは、いまでもハッキリと覚えている。

　多数で個人を攻撃する、という行為は……大嫌いだ！

「煙草たばことか、すってるんじゃない？」「もう経験ずみとか？」「経験って？」「あの人に訊ききなよぉ、色々知ってるよ、きっと」「でも、薬漬づけにされて売り飛ばされるかもね」

　周囲の熱が、徐々に広がっていく。

　こんな歪ゆがんだ空気は、一休クラスに似合わない。

「ちょっと、みんな……」

「友達の悪口は言っちゃダメ！　言うなら、本人の目の前で言いなさい」

　菓の言葉を遮さえぎり、強い口調で周りを注意したのは、美み沙さだった。

　ザ・お嬢様、という外見とは裏腹に、一本筋の通った彼女のことを、菓はとても気に入っている。

　唐から穂ほの噂うわさ話ばなしに雪な崩だれ込んでいた女の子たちが、互いに視線を交わしながらも、きまり悪そうに口を閉ざしてしまう。

　自ら学級委員長に立候補するという、中学生活当初から積極性を発揮している美沙に、みんな一目置いているのだ。

　ちょっと堅すぎるところもあるが、頼りになるクラスメイトのひとりである。

「菓このみ、帯たて刀わきさんのことが気になるの？」

　美み沙さが、そう訊たずねてきた。

「うん、まあ……でも美沙、唐から穂ほって呼ぶんじゃなかったっけ？」

「本人の了解もらってないもの」

　そういえば……美沙と初めて話したとき、『菓って呼んでいい？　わたしのことは美沙でお願いね』と言われたのを覚えている。

　どちらが上とか下とかではない、対等の関係をしっかり結ばなければ気のすまない性格の美沙らしい。

「こないのかな？」

　菓は、唐穂の席に目を落とした。

　美沙が、その目立ちすぎるほど目立っているたてロールを指先でもてあそびながら、ちょっとだけ唇を突き出した。

「きてくれないと困るのよね」

「なんで？」

「きのう、帯刀さんに指摘されたでしょ、わたしの髪型が中途半端だって……だから、きょうは念入りに巻いてきたの」

　確かに言われてみると、美沙のたてロールが、またいちだんとパワーアップしている。

　巻きバッチリ。艶つやバッチリ。まるで針金でも仕込んでいるのではないかと思えるほど、毛先までクルクルピンッと気合い十分だ。

　こんなところも、すごく美沙らしい。

　石南花しやくなげ学院中等部の校則は、そんなに厳しくない。どちらかというと自由を尊重した校風である。それでも、さすがにたてロールを許してくれるほど寛容ではなかった。

　なのに美沙は、たてロールをこうして堂々と続けている。

　入学当初、髪型を注意した先生にむかって、『人生のいちばん古い記憶の中にいる自分も、たてロールだった』と言い放ったのは有名な話だ。

　学級委員長にも立候補し、生活および授業態度も模範的な彼女だから、教師も特例として認めざるをえなかったようである。

　菓的には、フランス人形のような美沙のたてロールは大好きである。

「確かに、最近ちょっとサボり気味だったのよね」

　美沙が、たてロールの一房を軽くつかんだ。

「全然わかんないよ」

　菓は、苦笑いを浮かべた。

　美沙の行動は、いちいち極端なのである。思いこみが激しいというのだろうか、やり始めたらいつも全力疾走なのだ。

　その一方で、感心もしてしまう。

　唐穂の言葉を自分なりに解釈し、自らに反省すべき点があると認めたらすかさず直す。

　ある意味では、とても素直な女の子といえるかもしれない。

「ったく、きてくれないと話もできやしない」

　美み沙さが、隣の空席に目を投げた。

　彼女は彼女なりの理由で、唐から穂ほがこないことを残念がっている。

　菓このみも菓なりの理由で、残念だ。

　ポケットに入れた唐穂のハンカチが、なんだか冷たくなっていくような気がした。

　そしてとうとう、チャイムが鳴った。

「遅刻、かな？」

　菓はつぶやいた。

「菓、帯たて刀わきさんのこと、そんなに心配？」

「そりゃ、心配だよ」

「ふ～ん」美沙が、軽く息を吐いたあと、「わたしが休んでも……心配してくれる？」

　と、菓の目を下から覗のぞき込んできた。

　たてロールが揺れ、彼女の長いまつげが数回、上下する。

「もちろんでしょ」

　考えるまでもない。友達が学校を休んだら、心配に決まっている。

　菓のこたえに、美沙がふんわりと微ほほ笑えんだ。



　帰りのＨホームＲルームが終わるとすぐ、菓は勢いよく教室を駆け出した。

　ベストフレンド大作戦は、まだまだ終わっていない。むこうが姿を現さなければ、こちらから攻め込むだけだ。

　唐穂が学校を無断欠席していることを、昼休みに志し朗ろうと小こ鳩ばとにも報告してある。そして、放課後に唐穂の家へいってみようと思う、ということも。

　危なくないか？　と志朗。

　わたしもいっしょにいきましょうか？　と小鳩。

　ふたりの気持ちは嬉うれしかったが、キッパリと断った。

　唐穂が学校にこないのは、たぶん、自分のせい。彼女に強引ともいえる接触をとったのも、自分。ならば、菓自身で最後までやり通すのが筋である。

　志朗たちには、あしたの土曜、小鳩の家に集まって今後の倭やまと捜そう索さくについて話し合う、ということで話をつけ、昼休みを終えた。

　美沙が、『わたしもいきたいけど、ごめんね、きょうは別の用事があるから……』と申し訳なさそうな顔をしていたが、もしいっしょに、と言われていても断っただろう。

　自分ひとりでやらなきゃ。お供をぞろぞろ引き連れて会いにいっても、気持ちは伝わらない。

　菓は、学校から駅までの道をものの数分で走り抜き、電車に飛び乗った。

　担任から聞いた唐穂の住所は、電車とバスを乗り継いで四〇分ほどの場所。偶然だが、降りる駅は水みず星ほし邸ていの最寄り駅である神こう代じろ坂ざか駅だ。

　電車を降り、駅前の停留所からバスに駆け込み、二〇分ほど車に揺られてから辿たどり着いた場所は、坂道の途中にある小さなバス停だった。

　菓このみは、腕時計に目を落とした。四時を二〇分ほどすぎている。

　二車線道路の両りよう脇わきに、古い造りの建物が並んでいる。その軒のき先さきすれすれを、鼻につく排気ガスを残しバスが走り去っていく。

　菓は大きく息をつきながら、周囲を見回した。

　途中、バスの窓からいくつかの畑が見えた。一軒だけあったコンビニのような店も、チェーン店ではないのだろう、知らない名前だった。

　辺りは年季の入った一軒家がほとんど。その中に、看板のへこんだ米屋が一軒。あと、雑草がぼうぼうに伸びた小さな空き地が少々。歩いている人は、ひとりもいない。

　のんびりとした雰囲気のある場所だ。

　菓は上着の胸ポケットからメモ帳を取り出し、唐から穂ほの住所を確認した。バス停から歩いて五分ほど、と先生は言っていたが……。

　間違って逆にいってしまったのでは、話にならない。

　知らない場所にきて、道がわからないときの手っ取り早い解決方法はひとつ。人に訊きくのだ。

　菓は、バスがきた道、それからバスが走り去った道へ交互に目をむけた。やはり、だれもいない。

　近くの家を訪ねるかな、とそう考えたとき、道の先にある狭い横道から、だれかが歩み出てきた。

　うわっ、黒い人だ。

　瞬間、そう思った。直後……。

　あのヘルメットヘアは！

　黒い人が唐穂であることに、菓は気づいた。

　この場所にいて、このタイミングで出会えるなんて！　運命を感じてしまう。

　それにしても、唐穂の格好は、なんというか……凄すごかった。

　おへその辺りがシースルーになった真っ黒なコルセット風ビスチェの上から、これまた真っ黒なケープを羽織り、細いウエストを強調するかのような幅広ベルトも真っ黒で、上着に負けず真っ黒なヒラヒラでフリフリのスカートは、学校の制服よりもずっと短い。ちょっとでも足を上げれば、下着が見えてしまいそうだ。細い足に履いている編み上げブーツも、彼女が歩く度に真っ黒な威い圧あつ感を放っている。手にも、真っ黒なハート型のバッグ。

　全体的に、とってもパンキッシュな装いである。

　菓に気づいたようだ。唐穂の方から歩み寄ってくる。そのため、衣服の細かな部分もよく見えた。

　ケープにもビスチェにもミニスカートにも、幾何学的な模様がところ狭しと縫い込まれている。胸元に下がっているのは、コウモリを象かたどったペンダントだ。

　身につけているものが黒一色なため、唐から穂ほの首筋や鎖骨の白さがより一層際立って見えた。淡い光を放っているかのようだ。

　同性の菓このみでさえ、ドキリとしてしまう。

　近づいてきた唐穂が、菓の前で立ち止まった。目に、強い怒りが込められているのがわかる。

「てめぇ、なんでここにいるんだよ」

　菓はすかさず、ポケットからハンカチを取り出した。そして、それを唐穂に差し出す。

「これ、きのう忘れてったでしょ？」

「それは……知らねぇよ、そんなもん！」

「これ、唐穂のだから、返す！」

　菓は唐穂の手を取り、強引にハンカチを握らせた。

　彼女が、驚いたような、そして呆ほうけたような顔で手の中のハンカチを見下ろしている。

「ちゃんと洗濯したんだからね、アイロンだってかけたのよ」

　唐穂が、ゆっくりと目を上げた。瞳ひとみの中には、まだ小さなトゲが残っている。

「お前、わかってんのか？　あたしは……」ちょっとだけ周りを見回し、「『呪のろわれ者』なんだぞ」

　まるで、過去に犯した罪を打ち明けるように、そう囁ささやいた。

　菓は、唐穂の視線から目をそらさなかった。真まっ直すぐに彼女を見つめたまま、大きくうなずいてみせる。

「あたし、小さい頃ころから視みえるの。その人たちの悲しさとか、つらさとか、ちょっとはわかってるつもりだよ。だから……少しくらい、本当に少しくらいだけど、唐穂の気持ちもわかってあげられると思うの」

　唐穂が、唇を震わせている。

　菓は、彼女の返答を待った。

　微ほほ笑えみが返ってくるのを待った。

　だが、返ってきた言葉は……。

「お前、視えるだけなんだろ？　そんなんでよく『気持ちがわかってやれる』なんて言えるよな……ケガしたことないヤツが、ケガの痛みをわかんのか？　殴なぐられたことないヤツが、殴られた痛みをわかんのか？　気持ちをわかってやれる？　ハッ、そりゃ嘘うそだ」

　唐穂の言葉が、痛かった。

　彼女はもう、怒ってはいない。それどころか、頬ほおの緊張を解いてわずかな笑みさえ浮かべている。

　しかし菓には、それがとても痛かった。

　唐穂の笑みが、とても悲しそうだったから。口調もどこか投げやりで、あきらめがぶ厚く上塗りされていたから。

　そんな唐から穂ほを見ていると、とても痛かった。

　だからこそ、菓このみは拳こぶしを握り締めた。お腹なかの底に力を入れた。

「じゃあ、百歩譲って、あたしが唐穂の気持ちをわかってやれないってことにしといてあげてもいいけど……」

「は？　お前なに言ってんだ？」

「でも、それがお友達になれない理由だ、なんてことは言わせないわよ」

「おい、お前、マジでなに言って……」

「お前じゃないって言ったでしょ！　あたしは菓。こ・の・み！　はい、復唱五回！」

「ちょ、ちょっと待て……」

「待たないっ！」

「待たないって、おい、ちょっと……」

　唐穂が、困ったような顔で眉まゆ根ねにしわを寄せた。

　菓はそれを見て、あ、こんな表情もできるんだ、と嬉うれしくなってしまう。

　唐穂が、もごもごと口を動かし始めた。ほら、言って。「菓」って。

　菓は、キュッと唇を引き結んだ。と、そのとき、道のむこうから低いエンジン音が聞こえてきた。

　それに気づいた唐穂が、逃げるように道むかいのバス停に走っていく。

「あ、ちょっと、まだ言ってないでしょ」

　菓もすぐに、バス停へ走り寄る。

「この辺はバスが少ないんだよ。あれ乗れなかったら、次は三〇分後だぜ」

「あたしも乗る」

「ついてくんなよ」

「唐穂はどこいくの？」

「勝手だろ」

「ふんだ、じゃあ、あたしも勝手についていっちゃうもんね」

「……好きにしろよ」

　ぶっきらぼうに言い捨て、唐穂がバスに乗り込んでいく。だが、瞬間に見せたやわらかな瞳ひとみの色を、菓は見逃さなかった。



　唐穂がバスから降りたのは、神こう代じろ坂ざか駅前だった。菓がバスに乗った場所である。

　バスの中で強引に唐穂の隣に座った菓は、彼女に色々と話しかけた。

　まばらに座っていた他ほかの乗客を気にしてか、唐穂はほとんど口を開かなかった。それでも、目的地が神代坂駅前の広場であることだけは聞き出したのだ。

　ここから二〇分ちょっと歩くと、小こ鳩ばとのいる水みず星ほし邸ていがある。

　小鳩は今いま頃ごろ、部屋にいるのだろうか？　それとも、志し朗ろうとふたりでどこか別の場所にいるのだろうか？

　そんなことを考えながら、菓このみは駅前広場を見渡した。

　中央に直径五メートルほどの丸い花壇があり、その隅に『花壇には入らないで下さい』と書かれた小さな看板が立っている。花壇をぐるりと囲っているのは、幅五メートルほどの石畳だ。数カ所に、ベンチが設置されている。

「ここで、なにすんの？」

　目的地は聞き出したが、目的は聞いていない。

　唐から穂ほが、広場に設置された丸時計を見上げた。

「あと三時間ほど潰つぶさなきゃなんないけど、どうする？」

「え？　三時間も？」

「家にいてもつまんねぇしさ、いつもすっげぇ早めにきてんだよ」

「三時間かぁ」

　菓は、素早く計算した。

　現在、五時少しすぎ。三時間後は八時。もう真っ暗になっている。

　ここから自宅までかかる時間は、一時間四〇分くらい。帰り着くのが一〇時近くになってしまう。

　小こ鳩ばとの家に泊めてもらう、という選択もできるが、それはすぐに却下。友達だから遠慮はいらない、というのは嫌いだ。

　数秒考え、結論を出した。

「ちょっと待って、家に電話してみる」

　唐穂を横目に、ケータイを取り出した。短縮で家の番号を呼び出す。

　コール三回で、『はい小お笹ざさです』とお母さんの声が聞こえた。

「あ、お母さん、あたしだけど」

『菓？　どこから？』

「いま神こう代じろ坂ざか駅前にいるんだけど……。あのね、きょう遅くなってもいい？」

『どのくらい？』

「たぶん、一〇時すぎになると思う」

『あらあら、大切な用事？』

「すっごく大切なの」

『……そう、気をつけて帰ってらっしゃい』

「ありがと、なるべく早く帰るからね」

『菓……無理しないでね』

「うん、それじゃね」

　ケータイを切った。

「いいのか？」

　唐穂が、すぐに訊たずねてくる。

「ＯＫよ！　うちのお母さん、理解あるから」

　志し朗ろうという『呪じゆ受じゆ者しや』の息子を持っても、悲観することなく愛情いっぱいに育て上げた母親なのだ。若く綺き麗れいな見た目に反し、肝きもっ玉が据わっている。そして、息子と娘を心の底から信じてくれている。

「いいよな……うちの親なんか、あたしとケンカばっかだよ。生まなきゃよかったなんてセリフ、もう一万回は聞いたかな」

　うつむいた唐から穂ほの声に溶け込んだ淋さびしさがわかるから、菓このみはよけいに声を大きくした。

「さて、三時間、なにする？」

「そうだな、いつもならマックで本読んでるか、ゲーセンで遊んでるんだけどよ」

「きょうは？」

「菓がいるから、本は読めねぇし……」

「！」

　初めて、唐穂が「菓」と呼んでくれた。

　気づいて、「あ……」と唐穂が声を詰まらせる。だが、もう遅い。確かに聞いた！

「おっし、それじゃあ唐穂、おしゃべりしよ！　たくさんたくさん、おしゃべりしよ！」

　菓は唐穂の手を取って、駅ビル一階に店を構えるファーストフード店を指差した。

　彼女の頬ほおが、ほんの少し強こわ張ばりながらも、わずかに紅あかくなる。そして、唇があたたかみを帯びていく。

　菓は、そんな唐穂の手を自分に引き寄せた。

　彼女が、握った手にちょっとだけ力を込めてくれる。

「あたしは……他人と長いことしゃべるのは……苦手なんだよ……」

「それじゃあ、あたしがみっちりたっぷり鍛きたえてあげるわ。おしゃべり道の修行は厳しいわよ！」

「なんだよ、そりゃ……」



　ファーストフード店に入り、チーズバーガーセットがのったトレーを持ち、菓と唐穂は窓際の席に着いた。

「それじゃあ、まず自分の大好きなモノをそれぞれ告白ね。まず唐穂から」

　菓は椅い子すに座るなり、そう切り出した。

　その人の好きなモノを知り、嫌いなモノを知り、こだわっているモノを知れば、その人のことがなんとなくわかるものだ。

　だから、まずは好きなモノから。

　唐穂が首を傾けた。綺麗な黒髪が、サラサラと白い頬を流れていく。

「好きなモノ？　ないなぁ、そんなもん……」

　菓は、ニヤリと唇の端をつり上げた。

「じゃあ、その服は？　そんな服、普通のお店には売ってないでしょ？　好きじゃなきゃ、わざわざ買いにいかないよ」

　言われて初めて、あ、そうか、というような表情で、唐から穂ほが自分の身につけているモノを眺めた。

「そうだよな、あたし、たぶん好きなんだろうな、こんな服。好きだから、着てんだろうな。うん、きっとそうだ」

「自覚なかったの？」

「まあな、黒っぽいの着てたら、なんとなく落ち着くんだよ……ほんと、なんとなく、なんだけどさ」

「そうだよ、唐穂はそんな格好が好きなんだよ。可愛かわいいよ、その服。スカートが短すぎるのが、ちょっと刺激的すぎるけど」

「刺激的か？」

「うん、ちょっとね。下着が見えそうだもん」

「見たいヤツにゃ見せときゃいいさ」

「サービス精神旺おう盛せいだね」

「あんまジロジロ見やがるスケベ野郎は、ソッコーで斬きり殺すけどな」

「シャレになんないって」

　ふたり同時に、噴ふき出した。

　唐穂が声をあげて笑ってくれたことが、菓このみはとても嬉うれしかった。彼女は、透き通った声で笑う。それがすごく可愛らしい。笑ってさえいれば、クラスのみんなとすぐにでも友達になれるだろう。

　そのあと、ハンバーガーとポテトを頬ほお張りながら、菓と唐穂は様々なことをしゃべり続けた。

　中学に入学してからのこと、互いの家族のこと、（顔を近づけ、声をひそめて）呪じゆに関すること、等々。

　お陰で菓は、唐穂のことを色々と知ることができた。自分のことも、彼女にわかってもらえたことと思う。

「菓さ、なにかというと、兄貴のことばっかだな」

　唐穂が、ちゃかすように言った。

「だって、お兄ちゃん大好きなんだもん。あたし、お兄ちゃんの話題だけでご飯五杯は軽くいけちゃうわ」

　菓のこたえに、また唐穂が笑ってくれた。だがすぐに、淋さびしげに目を伏せてしまう。

「いいな……あたしはひとり娘だからな」

「その分、親に可愛がってもらえ……あっ」

　言葉の途中で、菓は慌てて口を閉じた。店に入る前、唐穂が言っていたではないか。親とはケンカばかりだと。

「気ぃつかわなくていいぜ、慣れてるから……。親は親、あたしはあたし。これが帯たて刀わき家けのルールなんだよ。お互い口出しはナシ。気楽でいいぜ、ほんと」

　気楽じゃないことは、すぐにわかった。

　言っている唐から穂ほの声に、微かすかな疲れが滲にじんでいたから。

　それに気づいた菓このみは、告白することにした。

「あのね、あたしの兄ちゃんのことなんだけどね……」

「お、なんだ、また兄貴自慢か？」

　唐穂が、ニヤッと笑う。

　菓は軽く首を振り、言葉を続けた。

「唐穂と同じ、なんだよ」

　唐穂の表情が固まった。かすれたような息が、彼女の唇からもれ出る。声を出したくても、それができない様子だ。

「憑ついてる子には、むぅちぃって名前つけてんの。水色のカバでね。可愛かわいいのよ。あんまりお兄ちゃんの言うこと聞かないんだけど、なぜかあたしの言うことだけは聞いてくれるから、憎めないのよね」

「………どうして、最初に、それ教えないんだよ……知ってたら、あたし、菓に、『気持ちがわからない』なんて……ひどいことは……」

　唐穂が、言葉を絞り出した。

「お兄ちゃんがそうだって言えば、唐穂に対してのあたしは、お兄ちゃんの付属品でしかなくなっちゃうもの。あたしは、あたし自身を唐穂に伝えたかったのよ。あたしは、あなたのベストフレンドだよ、って」

　目を見開いていた唐穂が、肩に首が埋まってしまいそうなほど項うな垂だれた。

　そして、小さな声でつぶやく。

「ハンカチ……ありがとな」

　それから唐穂は、政まさ宗むねがどのような経緯で自分に憑いたのかを教えてくれた。

　唐穂が小学校三年生の頃ころ。ある日、母親とふたりで夕食を摂とっていたとき、突然、政宗が現れたという。同時に現れた胸の刀にも驚いて、彼女は激しく泣いたらしい。

　あとになってわかったことだが、ちょうどその日、その時間、ひとりの女性が自ら命を絶っていた。

　その女性は、父の会社の部下。

　当時九つだった唐穂は、彼女に会ったことがないし、自殺と聞いただけでどのような死に方だったのか聞いてもいない。父との関係も、よくはわからなかった。

「まあ、いまになって考えれば、浮気をうまく処理できないで、当てつけに死なれたんだろうさ……女の扱い方が下へ手たなオヤジらしいよ」

　吐き捨てるように言う唐穂だが、それが強がりであることはわかっている。

　弱いから、いつも強がっていなければならない。『呪じゆ受じゆ者しや』は、いついかなるときも弱い自分を表にさらけ出してはいけないのだ。

　政宗は倭やまとが憑けた呪じゆではなかったようだが、それで唐穂が楽になるわけではない。

　いけない。雰囲気が暗い方へ傾いている。立て直さなくては！

「菓このみの、お兄ちゃん自慢コーナーぁ！」

　菓は、ババンッとリズミカルにテーブルを叩たたいた。

「まだ自慢すんのか？」

「声が潰つぶれるまで自慢しても足りないくらいよ」

「はぁ～、すげぇな。でも、そんな兄貴なら会ってみたいよ」

「好きになったりしないでよ」

「ならねぇよ」

　苦笑する唐から穂ほの表情から、暗さが消えた。

　ひとまず、ホッと息をつく菓である。

　チラリと店の壁にかかる時計を見た。八時まであと二時間少々。まだまだ時間はたっぷりある。

　おしゃべり道修行のセカンドステージへ突入！



　三時間など、あっという間にすぎてしまった。

　外はもう、すっかり暗い。

　菓の座った位置から、窓越しに駅の改札がよく見えた。そこから吐き出されてくるのは、スーツを着た人たちがほとんどである。

　七時半を回ると、唐穂がしきりに外を気にし始めた。視線が、改札の方へ吸い寄せられているかのようだ。

　あと一〇分で八時という時間になったとき、「きた！」と唐穂が席を立ち上がった。

　彼女の待ち人が現れたようだ。

　いったいどんな人？　もしかして彼氏？

　ちょっとドキドキしながら、菓はトレーを持って立ち上がった。

　すると、店員のお兄さんがサッと近づいてきて、「そのままでけっこうですよ」と菓と唐穂のトレーを受け取ってくれた。

　彼が、こちらをチラチラ見ていたことには気づいていた。きっと、唐穂の短すぎるスカートが気になっていたに違いない。もしかしたら、三時間近くも居座っていた女の子ふたりに『早く帰れ』光線を放っていただけかもしれないが。

　それでも菓は、「すみません」と笑顔を浮かべた。お兄さんも嬉うれしそうに笑ってくれる。だが唐穂は、無言でスッとお兄さんの横をすり抜け、足早に店の出口にむかった。

　菓は、お兄さんにちょっと頭を下げ、急いで彼女を追いかける。

　傍はたからだと、唐穂は冷たくツンとした感じの女の子に見えるだろう。でもそれは、怯おびえの裏返しなのだ。菓は、それを知ることができた。だからなにも言わず、黙って彼女の隣を歩く。

　唐穂は、真まっ直すぐに駅前広場へむかっている。

　菓このみも、彼女に歩調を合わせた。

　さあ、唐から穂ほの待ち人とご対面だ。



　唐穂と親しそうに話す彼らは、菓の予想から大きく外れた人たちだった。

　普通、という言葉がいかにも相応ふさわしい、本当に普通の三人組。普通の長なが袖そでシャツに、普通のジーパン姿。年齢は、全員、一七、八くらいだろうか。

　唯一、駅の雑踏に交ざっても目印になりそうなのは、彼らが持っている道具だけ。

　素人の菓が見ても、それが楽器の類たぐいであろうことはわかった。おそらくは、ベースやギター、そしてアンプといったもの。

　いちばん最初に、ケイという人を紹介してもらった。

　サラッとした前髪が眉まゆにかかり、その下で微ほほ笑えむ目はとてもやさしげだ。そばかすが純朴なイメージを醸し出している。身長は、志し朗ろうよりも少し高いくらいだから、たぶん一七三センチくらい。

「ケイさんはヴォーカル担当なの」

　と、つけ加えた唐穂の言葉で、ケイとその仲間たちがバンドのメンバーであることがわかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　残りふたり。ハルとショウも気持ちのいい人たちだった。

　笑うと目が線になるハルは、ぽっちゃりとしたギター担当。ついでにお笑い担当でもあるらしい。

　頬ほおの肉が薄い痩やせ形のショウは、彼らいわくメンバーの良心回路で、ベース担当。

　バンド名は、『ジャンク』。

　ジャンクの意味は？　と軽い感じで菓このみが訊たずねると、ケイ、ハル、ショウが速射砲のようにしゃべり始めた。

「直訳は『がらくた』。でもね、がらくたも使い方次第では役に立つんだよ」「そうそう、中古品の力は侮あなどれないよ。本やＣＤなんかも安値で買えるし、家電製品なんかも……」「いやいや、俺おれたちの原型は『ブレーメンの音楽隊』だろ？」「それだ！　がらくたの寄せ集め！」「それなら『オズの魔法使い』だって、基本は『出来損ない』の寄せ集めだぜ」「そうだよな、『西遊記』だって『半端者』の集まりみたいなもんだし」「そこだ！　物語に求められるモノは、基本的に努力、友情、勝利だろ？　最初は『弱者』だけど、強い目的意識を持って進んでいけば……」「待て待て、ストーリーというモノは、もっと多面的にとらえなきゃ」「そんなこと言ってたら、テーマ性の薄いものになるんじゃないか？」

　菓は、思わず後あと退ずさってしまった。

　なかなか熱い人たちのようだ……。



　ケイたち『ジャンク』は、神こう代じろ坂ざか駅前の広場で、毎晩八時頃ごろから歌っているという。日曜や祝日は昼頃歌っているらしい。

　唐から穂ほは、それを聴きにきている常連というわけだ。

　菓は、広場のベンチに唐穂と肩を並べて腰を下ろし、彼らの歌に耳を傾けた。

　人々の足音。行き交う車の音。少し離れて電車の音。そんな空気にゆっくりと滲にじんでいくかのように、ハルのギターとショウのベースが静かに曲を奏でていく。

　それに合わせ、マイクも持たず、ケイが歌い始める。



　ボクは　いつも　不安定だった

　春も　夏も　秋も　冬も　不安定だった

　ボクは　いつも　からっぽだった

　自慢できるものなんて　なにも持っていなかった

　ボクは　いつも　自分が嫌いだった



　みんな　ありがとう

　ありがとう　丸めていた背を　押してくれて

　ありがとう　膝ひざを抱えていた腕を　引いてくれて

　ありがとう　いちばん大切なことを　教えてくれて

　ボクは　いま　扉を開けるよ

　ありがとう　ありがとう　ありがとう



　おいおい……。菓このみは、唇が苦笑いのかたちになっていくのを、なんとか押し止とどめた。

　歌詞が、ちょっと恥ずかしい。それに加えて、ケイの歌声はテレビに出演しているアーティストに比べれば、やはり伸びや声量が劣っているように思えた。

　それでも、声は綺き麗れいだ。まるで、声変わりができなかった少年のようである。

　そんな彼の歌を聴きながら、唐から穂ほが話してくれた。

「あたしがケイさんと初めて会ったのは、二ヶ月くらい前だったかな……。中学に入るちょっと前だったからさ。

　その日も夜中に親とケンカしてね、ムカついて家を飛び出したんだよ。

　なんかずっと歩いてたらさ、駅の近くまできちゃって……。人がいるとこって苦手だから、裏道に入って、ぶらぶらしてたんだ。

　歩いてっと、いつもは頭が冷えんだけど、あの日はちょっとあってね……。『生まなきゃよかった』ってのは、うちの母親の決めゼリフみてぇなもんだからさ、いつも聞き流してんだけど、あんときゃニューバージョンだったんで、ちょっと、きつかったんだ。

　……あいつ、『わたしの呪のろいも憑つけてやりたい』なんて叫びやがってよ。

　たまんなくなって、頭ぐちゃぐちゃになって外飛び出して、歩き回って……。気づいたら、政まさ宗むねで近くのガードレールぶった斬ぎってたんだ。

　そこを見られたんだよ、ケイさんに」

「え、じゃあ、ケイさん、知ってんの？　唐穂が……だってこと」

　菓は、唐穂の横顔をまじまじと見つめた。

『呪じゆ受じゆ者しや』だと知っていて、その相手にやさしく接する人間がいるという事実を、急には信じられなかった。そんな人間がいないからこそ、志し朗ろうも小こ鳩ばとも毬まり藻もも苦しんでいるというのに。

　唐穂が、口もとを微かすかにほころばせながら、うん、と照れたようにうなずいたのを見て、菓は歌っているケイへ目をむけた。

　確かにやさしい顔立ちをしているが、さらに注意して見ると、歌にも声にも表情にも、やさしさが満ち溢あふれているような気がしてくる。それがなんだか、嬉うれしくなった。

　……そんな人がいるんだ。そう考えると、胸が心が浮き立った。

「普通だったら、逃げんだろ？　いきなりガードレールがズバッて切り裂けんだぜ。

　なのにケイさん、逆に寄ってきたんだよ。大丈夫？　ってね。

　そのときあたし、もうどうでもよくなってたみたいでさ、『あたしは呪われ者だよ！』って叫んだんだ。

　それでもケイさん、逃げなかったんだ。それどころかさ、持ってたビニール袋指差して、『コンビニの肉まんだけど、食べる？』なんてアホなこと訊きいてくんの。

　それで呆あきれちまって、訊いてみたよ、『あたしが怖くないの？』って。

　そしたら言うんだ。『キミの方が怖がってるように見える』ってさ。

　それ聞いてもう参っちゃって……。

　気が抜けたっていうの？　思わず笑っちゃって、そこに座り込んで……そのままメソメソ泣いちゃったよ」

　ケイのことを話す唐から穂ほは、とても楽しそうだ。まるで、志し朗ろうの自慢をしている自分を鏡で眺めているかのようである。

　菓このみは、志朗のことが大好きだから……唐穂もおそらく……。

「唐穂、ケイさんのこと好きでしょ？」

　訊きいた途端、ボッと音でも聞こえてきそうな勢いで、唐穂の顔が紅あかくなった。

「な、なな、なに言ってんだよいきなり……あ、あたしがケイさんを、す、す、すすす」

「好きなんでしょ？」

　菓は唐穂の腕を抱き寄せ、体を密着させた。ここで逃がすわけにはいかない。

「………」

「こら、白状しなさい」

　顔を真っ赤にした唐穂は、とても可愛かわいい。おでこも頬ほおも耳も首筋も真っ赤っかだ。菓と目を合わせることができないでいる。

「ケイさんは一八で、あたしは一二の小娘だよ、釣り合うわけが……」

「うちのお母さんは三五で、お父さんは四二だから、七歳離れてるけど？」

「あ、あと……ケイさんって、創そう世せい第だい一いち高だったんだぜ……二年のときに中退したって言ってたけど」

「嘘うそっ、創世第一？　スゴイね！」

　創世第一高校は、毎年東大に二桁けたの合格者を出すという超がみっつほどつく有名進学校である。が、

「でも、学歴なんか関係ないと思うよ」

　菓は、すぐにそうつけ加えた。

　唐穂が、そっと下唇を噛かんだ。

　ケイの歌声が、流れていく。



　ありがとう　ありがとう　ありがとう

　　みんな　ありがとう

　ぼくは　いま　扉を開けるよ

　　ほら　大丈夫　みんながいてくれるから

　　駆け出そう　扉のむこうへ

　　飛び出そう　新しい世界へ

　ボクと　キミと　みんなで　いますぐに

　扉のむこうへ　光のむこうへ　あしたに笑う自分を探しに



　歌うケイを見つめながら、唐から穂ほが想おもいの雫しずくをもらすようにつぶやいた。

「ケイさんはやさしいから……たぶん、あたしに『好き』なんて言われたら悩むと思う　皮が擦すり剥むけるくらい体洗っても、あたしから政まさ宗むねを消せやしないから……あたしは、いまの距離が居心地いいんだよ」

　菓このみは、彼女にこたえる言葉を見つけることができなかった。

　自分が『呪じゆ受じゆ者しや』であるということで、唐穂は踏み出せないでいる。そんな彼女に対し、『がんばれ！』なんて口が裂けても言えるはずがない。

　菓は、星のない暗い夜空を見上げた。ぶ厚い雲とスモッグの先にはきっと、幾億もの星が輝いているのだ。でもいまは、その一粒さえ見つけることができない。

　暗いな、と思う。目に映るすべての光を合わせても足りないな、と思う。

　それでも考えた。

　唐穂が笑ってくれそうな話題は？　『ジャンク』をネタにしてみようかな？　それとも、またお兄ちゃんのことで盛り上がってみる？　別の切り口はないか？

　色々と思いを巡らせた。と、

「あれ？　菓、どうしてここに？」

　夜空から視線を落とした先にいたのは、美み沙さだった。たてロールが、街灯の光に浮かび上がっている。

　薄緑のシャツの上から、白い透かし編みのカーディガンを羽織り、同じく白のマーメイドスカートをはいている。

　制服じゃない美沙を目にするのは、とても新鮮だ。

「美沙こそ、どうして？」

　菓が訊たずね返したときにはもう、美沙と唐穂が激しく視線をぶつけ合っていた。

　美沙が、唐穂に目をむけたまま言った。

「菓……帯たて刀わきさんと夜遊び？」

「んだと、てめぇには関係ねぇだろ」

　唐穂がベンチから腰を浮かせかけたため、菓はとっさに彼女の腕をつかみ、グッと下に引っ張った。

　唐穂が、再びベンチに腰を落とす。

「菓、邪魔すんな。そいつと勝負させろ」

「その下品な服、スカート短すぎるんじゃない？」

「唐穂も美沙も、こんなとこでケンカしないでよ」

　菓はベンチから素早く立ち上がり、睨にらみ合うふたりの間に割って入った。飛び散る火花で火傷やけどしそうである。

「てめぇ、早く消えろよ。あたしら歌聴いてんだからよ」

「歌？　もしかしてあそこで歌ってるバンドの人たちのこと？」

「どうだっていいだろ、いいから消えろよ半端ロール」

「どうだってよくないわ。あたしもここに用事があってきたんだもの。それに、もう半端ロールだなんて言わせないわよ」

「歌聴きてぇなら、あっちで聴け」

「あんなヘボバンドの歌を聴きにきたんじゃないわ。ヴォーカルも大したことないし」

「てめぇ、よく知りもしねぇで……」

　唐から穂ほが拳こぶしを握り締めた。『ジャンク』を、特にヴォーカルであるケイをバカにされたことで、怒りが増大したようだ。

「ケンカはダメだったら！」

　菓このみは慌てて唐穂の体に腕を回し、美み沙さから引き離した。

「離せ菓っ！　あいつを一発殴なぐらせろっ！」

　唐穂の胸に呪じゆ刀とうが現れる。どうやら、本気で怒っているようだ。

　菓はそれでも、刀の柄つかに肩を押しつけるようにして、唐穂を押さえた。

「唐穂、落ち着いて！」そして、肩越しに軽く美沙を睨にらむ。「美沙も、バンドの人たちの悪口はダメだよ」

　美沙が、ちょっとだけ眉まゆを逆立て、唇を尖とがらせた。

「兄をどう評価しようと、わたしの勝手でしょ」

「評価なんて勝手にするもんじゃ……って、兄？」

　息が抜けたような菓の声に合わせ、唐穂の力が弱まった。

「は？　いま、なんて言った？」

　唐穂が、唖あ然ぜんとした顔をしている。いつの間にか、胸の呪刀は消えていた。

　美沙が、キッチリバッチリのたてロールを微かすかに揺らし、腕を組む。

「何度も言わせないで。あの大したことないヴォーカルは、わたしの兄よ」



    

  
    
      


第三章　デンジャラス・ランチ



　菓このみは、志し朗ろうとふたりで電車に揺られながら、きのうの夜に思いを巡らせた。

　唐から穂ほと仲よくなれたのは大きな収穫だった。彼女が好きなバンド『ジャンク』の歌も聴けた。

　驚いたのは、『ジャンク』のヴォーカルであるケイが、美み沙さの兄だったという偶然だ。

　美沙は、ケイと少ししゃべっただけですぐに帰ってしまったが、唐穂はそのあとも動かず、ずっとベンチに座っていた。

　菓も、唐穂のことが心配ではあったが、あまり遅くなるわけにもいかなかったので、広場で彼女に別れを告げて帰ったのだ。

　そして土曜日のきょう、再びこうして志朗といっしょに神こう代じろ坂ざか駅へむかっている。小こ鳩ばとの家で、『倭やまと捜そう索さく会議』を行うためだ。

　電車を降りたのは、朝の一〇時に差しかかる頃ころ。

　菓は、志朗と並んで改札にむかった。

「小鳩ちゃん……」

　嬉うれしそうな志朗のつぶやきに、菓は改札むこうの小鳩に気づいた。いつ見ても綺き麗れいだ。

　左肩に大きめのリボンがついたボーダーのプルオーバーが、細い体にとても似合っている。薄紫色のパンツも細腰にピッタリだ。

　菓は、赤黄チェックのＶネックカットソーに焦げ茶色のショートパンツを合わせるという格好である。

　小鳩に見とれている志朗は、青っぽいトレーナーにジーンズと、相変わらず外見に無む頓とん着ちやくなスタイルだ。

「小鳩ちゃん、迎えにきてくれたの？」

　菓は改札にサッと定期を通し、小鳩に駆け寄った。志朗も、後ろからついてくる。

「歩いてきたの？」

　訊たずねながら、菓は小鳩の右側に回り込み、彼女の黒手袋を握り締めた。革の厚みが手に伝わってくる。

「いいえ、夕ゆう香かさんもいっしょよ」

　言われて初めて、それに気づいた。

　駅の外から、様々な音に混じってあの音楽が聞こえてくる。他ほかの雑音を押し退のけ、流れてくるあの曲は……。

　神代坂駅は、けっこう大きな駅だ。駅前のロータリーから改札口まで、直線距離にして二〇メートルはある。その間に壁もあれば、売店やそば屋なんかもあるのだが……。それなのに、これだけの音が聞こえてくるのだ。

　夕香は相変わらず、音量マックス以外にカーステレオの流し方を知らないらしい。

　豪快な彼女が、菓このみは大好きだ。

「演歌、だな」

　志し朗ろうが、苦笑いを浮かべながら肩をすくめた。



　気合いと根性と魂のまろやか緑茶を飲みながら、菓はテンポよくお菓子をパクついた。

　夕ゆう香かは、茶の淹いれ方が実に上手い。

　テーブルを挟はさんだむかいに小こ鳩ばと、左手に志朗が座っている。夕香はテーブルにつかず、お茶とお菓子を用意するなりそそくさと部屋を出ていった。

　メイドの仕事が忙しいのかもしれないし、小鳩が倭やまとを捜していることは水みず星ほし家けに内緒らしいから、その関係で遠慮しているのかもしれない。

　夕香不在を残念に思いながらも、菓はメモ帳を取り出した。

「早速、『倭捜そう索さく会議』を開きたいと思うわ」

　志朗と小鳩へ、それぞれ視線を投げる。

　志朗が、パリポリパリと煎せん餅べいを食べながら耳を傾けているのに対し、小鳩は真剣そのものといった表情で菓の次の言葉を待っている。

「ちょっとお兄ちゃん、マジ度が足りないわよ」

「俺おれはいつもマジだぞ。それより早く本題に入れ」

　言いながらも彼は、ポリパリポリと煎餅を食べ続ける。

　やるときはやってくれる兄だから、菓はそれ以上突っ込まない。

　こほん、と咳せき払ばらいひとつ。小鳩にむき直った。

「じゃあ、結論から言わせてもらえば、あたしは石南花しやくなげ病院をまず攻めてみるべきだと思ってんのよね」

　言って、小さくうなずいている小鳩にその根拠を説明した。

　きのうの晩、菓は家に帰ってすぐ志朗の部屋へいった。そして、倭に関して彼が知っているすべての情報を引き出したのだ。

　志朗が倭に会ったことを、菓は数日遅れで聞かされていた。小鳩にはすでに教えたと言うから、自分だけ除のけ者にされたみたいでちょっと腹が立ったが、とりあえず怒りは横に置いておく。

　重要なのは、志朗が倭に直接会った、という事実である。

　車に乗せられてすぐ目隠しをされ、十数分走ったあとその場所に着いた。建物内部の移動は車くる椅まい子すだったらしい。ということだが、臭においや音までは遮しや断だんされなかったという。

　そこで菓は、わかっているだけの情報を整理してみた。

　まず、車から降ろされたところが、声の反響する場所だった。その響き具合から、かなり広そうな場所だと思われる。だから、地下駐車場かもしれない、ということ。

　次に、倭がいた建物には、エレベーターがあった、ということ。

　そして、人の気配はいくつかあったものの、とても静かだった、ということ。

　最後に、建物の中は強い薬品臭がした、ということ。

　大きなところで、以上の四つが挙あげられる。

　菓このみが最も注目したのは、建物の内部が薬品臭に満ちていた、という志し朗ろうの言葉だった。

　ここから導き出されるこたえはひとつ。

　病院しかない。

　秘密の研究所とかだったらお手上げだが、捜査の基本は疑わしいところをひとつずつ潰つぶしていくことである。

　だから菓は、まず学校にいちばん近い石南花しやくなげ大学付属病院に的を絞ることにした。

　車で乗りつけることができるし、エレベーターもあるし、薬品臭だってプンプンだ。

　条件にはピッタリである。

　たとえいま倭やまとがそこにいなくとも、彼が現在潜んでいる場所の手がかりがつかめるかもしれない。

　調べてみる価値は十分にあるだろう。

「小こ鳩ばとちゃんは、どう思う？」

　説明し終えたあと、菓は小鳩に意見を求めた。

　彼女が、わずかに目を伏せる。

「倭兄様が……病院に……」

「まだ、いるって決まったわけじゃないけどね」

「いや、わかんないぞ。灯台もと暗しってこともあるんじゃないか？」

　お茶を飲んだあと、志朗が言った。

「わたしは、菓ちゃんや志朗くんが迷惑じゃなければ……あしたにでも、病院に……」

「迷惑じゃないって！　小鳩ちゃんのためだもん、あたし張りきっちゃうよ！」

　遠慮がちな小鳩にむかって、菓はグッと右手の親指を立ててみせる。

「そういうこと」

　志朗も親指を立てる。

　微ほほ笑えみなんてとても呼べない小鳩の微かすかな笑みは、それでも可愛かわいらしかった。

　彼女を心底喜ばせたい。

　そんな想おもいが、いつも菓の心にはある。宿主の強い喜びに反応し、覇は呪じゆが暴れ出てくるのがわかっていても、それでも喜ばせてあげたかった。覇呪が出てくれば、走って逃げればいいだけだ。

　小鳩のために！

　菓は机に身を乗り出し、言った。

「まずは捜査員を集めなきゃね。病院は広いから、それなりに数が必要よ」

「「捜査員？」」

　志朗と小鳩が、同時に軽く眉まゆを上げる。

「そ、呪じゆが視みえる人がベストね。蜘く蛛もがどこに隠れてるかわかんないでしょ」

「ああ、なるほどな。毬まり藻もさんとか、鹿ひ尾じ菜きちゃんとか……」

「あと、唐から穂ほもね」

　菓このみはニッコリと笑みを浮かべ、そうつけ足した。





「薬の臭においには……気づかなかったよ」

　白いソファに足を組んで座っている倭やまとが、言葉とともにやわらかな笑みをこぼす。

　朝あさ香かは、そんな彼を見ながら軽く肩をすくめた。

「そうね、そこまで気にかけてなかったわ」

「慣れればそれが当たり前になるからね、いつもそこにいると、臭いがあることさえ忘れてる」

「たまには、外の空気でも吸いにいく？」

　朝香は、内心の真剣さを笑顔で覆い隠しながら、言ってみた。

　だが、返ってきたのは無言の微ほほ笑えみ。

　わかっている。倭がこの部屋を出られないということは……。それでもやはり、昔、彼と歩いた海辺の公園や紅葉の美しい山道が頭から離れない。

「不健康な生活ね」

　眉まゆ根ねに少しだけしわを寄せてみた。

「仕方ないさ、これがボクなんだから……」

　倭の笑みを見せられると、もうなにも言えなくなってしまう。

　本当に、ずるい男。

「でも、臭いか……」

　部屋の静けさを凝縮したような声で、倭がつぶやいた。

「？」

　朝香は、そんな彼に視線を注いだ。自分を見てくれない瞳ひとみに、少しだけ苛いら立だちを覚える。同じだけの淋さびしさも。

「鼻も、やっぱり人間の一部なんだね。それが当たり前になると、変だと気づかない」

「なんのこと？」

「他人から見て変でも、本人にとってはそれが当たり前。小こ鳩ばとが、まさにそうさ」

「………」

　また、小鳩のこと。

　なんだか、素肌の上からセーターを着ているような気分だ。チクチクする。どういうわけか、体が、心が、チクチクして仕方がない。

「あの娘こにとって、五指の呪じゆで水みず星ほし家けを護まもることは当たり前。生まれたときからそうだから、疑いもしない。思い込みとかじゃなく、それが体の一部になってるんだよ」

　倭の頬ほおに、珍しく微かすかな緊張が走る。

　朝あさ香かはそんな彼を見ながら、大きく息をついた。小こ鳩ばと、小鳩、小鳩……。小鳩のことばかり。苛いらつく。

　朝香は、小鳩のことをよく知らない。

　口数の少ない、綺き麗れいな黒髪の可愛かわいい娘こ。そして、倭やまとの大切な妹。

　その程度の認識しかない。

　倭が、自然な動きで足を組み直し、言葉を続けた。

「白鳥はアヒルの中で育つと、自分が白鳥であることに気づきもしない。それどころか、他ほかのアヒルと違う自分を醜いとさえ思うようになるだろ」

「小鳩さんは、白鳥なの？」

「いや、生まれたときからそうなら、自分を取り巻く環境に疑問を持つことはない、って意味なんだけどね」

「お友達が、比較対象になるんじゃない？」

「水みず星ほし家けと比較できるとこなんて、どこにもないよ」

「それは、そうだけど……」

　朝香には、どこか納得できない。

　小鳩のことに関して倭は、盲目的であるような気がするから……。

　それが、とても心配なのだ。

　倭は、小鳩のためならなんだってやるだろう。もちろん自分も、倭のためならなんだってやれる。その決意は、絶えず体の内に秘めている。

「小鳩は自由であるべきさ。白鳥は飛び立ったよ。自分はアヒルじゃないって気づいたときから、精神的な束縛から解放されたんだ」

「自由って、意外ときついわよ」

　視線を床に落としながら、朝香は小声で言った。多少の意地悪を口にする権利くらいあるだろう。

「そうだね。でも、現状よりマシさ……小鳩が自由を手に入れるためには、五指の呪じゆを消さなきゃならない。力ずくでもね」

　倭が、小鳩を溺でき愛あいしていることは十分すぎるほど知っている。だから朝香は、渋々ながらも話を合わせることにする。

「きのうの、政まさ宗むね、とかいう呪を使うの？」

「そのつもりだよ。あれだけの呪は滅多にいないからね。役に立ってくれそうだ」

　倭の微ほほ笑えみは、どこまでも目に甘く、どこまでも罪深い。

　朝香は、熱く重いため息をついた。





　菓このみたちは、『倭捜そう索さく会議』を一段落させたあとも、色々な話を交わした。

　水み戸と先生も自分たちと同じように倭を捜しているらしい、という話が志し朗ろうから出たとき、菓このみは言った。「怪しいわね」と。

　倭やまとはいつも、呪じゆを憑つけた代理の人間を介してしか接触してこない、と水み戸と先生は言っていたらしいが、それは嘘うそに違いない。

　きっとどこかで会っているはずだ。菓の直感が、それを告げていた。

「昔、恋人同士だとか言ってたけどな」

「倭兄様と先生が？　そんなこと、一度も聞いたこと……」

　志し朗ろうの言葉に、小こ鳩ばとがテーブルの上に視線を落とした。脳裏に、兄の顔を思い浮かべているのだろう。

　話題を変えた方がいいかな？　と菓が考えているそこへ、タイミングよく部屋の外から夕ゆう香かの声が聞こえてきた。

「お昼ですよぉ！」

　そして、ガラリと襖ふすまを開けて入ってくる。

「もうそんな時間？」

　小鳩が、部屋の柱に下がった時計に目をやった。正午を数分すぎている。

「すみません夕香さん、いつもご馳ち走そうになってばかりで……」

「金持ちに遠慮すんなって」

　頭を下げる志朗に、夕香がニカッと清すが々すがしくなるような笑みでこたえた。

　だが見たところ、夕香は手ぶらだ。部屋の外に用意しているわけでもなさそうである。

　料理はいずこ？

　菓の疑問にこたえるように、夕香が手を叩たたいた。

「さあ、庭に出てちょうだい。きょうはいい天気だよ」

　スタスタと部屋を通過し、夕香が縁側へと続く襖を開け放つ。そこから見えたのは、オープンカフェに置いてありそうな、丸テーブルと三つの椅い子すだった。

　それはＯＫ。白で統一されたテーブルも椅子も、ロココ調のお洒落しやれなものである。が、そこに用意された昼食が、驚きだった。

　寿す司し、である。

　ドカンとテーブルの上に置いてあるのは、大きな皿を埋め尽くす色とりどりの寿司。

「レッツ・ゴー！　ランチタ～イム！」

　夕香の合図で、菓は元気よく立ち上がった。

　食べるぞっ！



　庭のテーブルに着き、大量の寿司を目の前にした菓と志朗と小鳩に、夕香が恐ろしい言葉を浴びせてきた。

「寿司の中にひとつだけ、超がつくほどの激げき辛から爆弾野郎が隠れてるから気ぃつけてね。あと、当たったら絶対に食べること。残したりしたら寿司職人が泣いちゃうからさ」

　超がつくほどの激辛爆弾野郎!?　「きょうはいい天気だよ」とまったく同じ、楽しげな口調で夕ゆう香かが口にした言葉は、かなり刺激的だった。

　菓このみは、ゴクリと唾つばを呑のみ込んだ。

　さすがはクイーン・オブ・メイドの夕香。オープンカフェ風のセッティングに寿す司しというミスマッチさだけでなく、ドキドキなシチュエーションまで用意してくれたようだ。

　素早く、志し朗ろうと視線を交わす。続けて、小こ鳩ばととも。

「激げき辛からって、俺おれ、辛いの苦手なんだけどな……」

「わたしは、そんなに苦手じゃないから……。もし志朗くんが当たったら、食べてあげるわ」

　弱音をもらした志朗に、小鳩がやさしい言葉をかけている。でもそれって……。

「間接キスになっちゃうよ？」

　菓はすかさず突っ込んだ。

　途端、志朗の顔が赤くなる。

　小鳩の頬ほおも、薄紅色に染まる。

「こ、菓、なに言って……」

「………」

　狼狽うろたえる志朗。口を閉じてうつむいてしまう小鳩。

　ふたりともプリチーな反応だ。とても高校生とは思えない初うい々ういしさに泣けてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「はぁい、他人へのバトンタッチはルール上、認められておりません。爆弾野郎を口にした人は、正々堂々、弱音を吐かず、気合いと根性と魂で貪むさぼり食って下さいね～」

　きついことを言う夕ゆう香かは、とっても楽しそうである。

　実を言うと、菓このみも楽しんでいた。

　危険と背中合わせの緊張感があってこそ、食事も楽しくなるというものだ。

「言い忘れてたけど、特製生ワサビの中にハバネロエキス注入したヤツだから、食べるときは十分注意してね」

　危険増大！　緊張感倍増！

　顔の赤みが消えた志し朗ろうだが、今度はうっすらと青ざめている。

　小こ鳩ばとが、そんな志朗へ心配そうな目を投げている。

　このふたり、ちょっといい感じかもしれない。自分の知らないところで、なにかあったのだろうか。

　志朗と小鳩を見ながら、うまくいけばいいな、と菓は思った。

　もちろん、羨うらやましいし、妬ねたましいし、お兄ちゃんを盗とられたくないという思いはある。

　でも、それでもやはり小鳩が好きなのだ。

「はいそれでは、お食事スタートぉっ！」

　夕香の声が、なぜか闘いのゴングに聞こえてしまう菓だった。

　小皿に寿す司し醤じよ油うゆを垂らし、準備よし。

　どれからいくか？

　ウニ。エビ。いくら。中トロ。大トロ。その他、ネタは様々。

　回っている寿司しか食べたことのない菓にとって、皿の上は未知の世界だった。

　目が、自然に照り輝く大トロへ引き寄せられてしまう。

　食べたいが、みんなが狙ねらうネタだけに危険度も高そうだ。

　志朗と目が合った。彼も大トロを狙っているに違いない。六個ほど並んでいるが……。

「先に食べていいぞ」

「お兄ちゃんこそ、お先にどうぞ」

「まあまあ、遠慮しないで」

「それじゃあ、いっしょに……」

　菓と志朗が笑顔で牽けん制せいし合っている横から、小鳩がひょいと手を伸ばし、タマゴを取った。そして、ほんの気持ち程度に醤油をつけ、モグ、ムグ、と二口で口の中へ押し込んでしまう。

　モグムグ、モグムグ、ムグムグ、コクン……。お茶を一口。

「おいしいわ」

　彼女の声をキッカケに、菓は勇気を出して大トロをつかんだ。

　志朗も大トロ。

　菓はサッと醤油をつけ、大口を開けてぱくりと一気に食らいつく。小鳩のように、つつましく二口も手間をかけはしない。

　トロを噛かんだ。トロトロ……。また噛んだ。トロトロ～。どうしよう！　美う味ますぎる！　この脂あぶらのとろけ具合はいったいなに!?　なんでこんなに甘いの!?　これは本当に寿す司し？

　菓このみは、初めて食べる本物の味を舌に、そして表現さえできない感動を胸に、大トロを呑のみ込んだ。

「おいしい！」

　思わず出たひと言だ。すかさず、次のエビに手を伸ばし、それも一気に口の中へ放り込む。これもまた美味い。

「ほんと、おいしいな」

　志し朗ろうも、同じ感想だ。

「どんどんいっちゃってね！」

　夕ゆう香かが、嬉うれしそうに笑ったそのとき、

「なにしてるのかと思えば、こんな貧乏くさいお食事してたなんて、はぁ～、哀れになってくるわね」

　そんな声が庭の隅から聞こえてきた。

　歩み寄ってくるのは、小こ鳩ばとのふたつ年上の姉、雲雀ひばりだった。彼女の後ろに見えるのは、雲雀専属であろう三人のメイドたち。

　菓は、思いっきり顔をしかめた。楽しい食事中には、絶対に会いたくない人物である。

「なにしにきたのよっ！」

　ご飯粒を飛ばしながら叫び、菓は席を立ち上がった。

「こら、どうしてお前は、すぐケンカ腰になるんだよ」

　同じように立ち上がった志朗が、すぐさま腕をつかんでくる。

　小鳩は微み塵じんも動かず、横目に姉の様子を眺めている。夕香は、笑みを崩さず主の隣から離れようとしない。

「だって、むこうがケンカ売ってくるんだもん」

　志朗にむかって、菓は唇を突き出した。

　彼が、やれやれといった表情で肩をすくめている。

「口にものを入れてしゃべるなって、ご両親に教わらなかったの？　ご飯粒が飛び出したわよ。下品ね、一度口に入れたものを出すなんて」

　雲雀が、テーブルのそばで立ち止まった。

　彼女の背から二メートルほど間をあけて、一列に並んだ三人のメイドたちもピタリと足を止める。まるで兵隊のようだ。

　小鳩が、雲雀へ静かに目をむけている。

　夕香も、雲雀から目を離さない。手を伸ばせば楽に届く距離である。

「お寿司？　いいわね、わたしも好きよ」

　皿を覗のぞき込みながら、雲雀が嫌味なかたちに唇の端をつり上げた。この場の雰囲気をぐちゃぐちゃにしていることを、明らかに楽しんでいる。

　どうして彼女は、そんなことをするのだろう。菓このみは疑問に思った。

　小こ鳩ばとが嫌いなら、接触をとらず無視していればいい。なのにわざわざ、むこうから嫌がらせをしに寄ってくる。

　うっすらと冷めた笑みを浮かべながら、雲雀ひばりが寿す司しから目を離した。今度は、菓と志し朗ろうへむけてくる。

「お口に合ったかしら？　お家では、食べさせてもらえないんでしょ？」

　かなりムカつくことを、サラリと口にしてくれた。

　確かに、小お笹ざさ家けは平均的な家庭である。いわゆる中産階級だから、超絶お金持ちの水みず星ほし家とは比べものにならない。

　それでも、中流には中流なりのプライドがある。

　ガツンと言い返してやろう。と思った菓よりも先に、小鳩が口を開いた。

「雲雀さん、わたしの友人に失礼なことはしないで下さい」

　小さな声だが、ハッキリとした口調である。

　雲雀が、大きく目を見開いた。二秒ほど、その表情を保ったあと、唇に酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「驚いたわね、小鳩がわたしに口答えなんて……いつの間に偉くなったのかしら？　なに？　友達の前だから強気になってるの？　自分がどういう立場の人間か忘れてしまったの？　あなた特別な『呪のろわれ者』なのよ、水星家のお荷物なのよ、その意味わかってる？」

「攻撃するなら……わたしだけにして下さい。そのふたりは、関係ありません」

　小鳩が声を絞り出しているのを見て、菓は腹の底に熱い固まりが生まれたのを知った。

　いまここで、雲雀の額に『嫌味女』と書いてやりたい。もちろん、油性マジックで。

　それでも、志朗に腕をつかまれているため、物理的な攻撃はできない。だから、唯一できることをした。つまり、叫んだのだ。

「ちょっとあんたっ！　自分こそわかってんの!?　人の悪口ばっかり言ってるような口はひん曲がんのよ！　あ、もう遅いわね、ひん曲がったあとだ……モガムググ」

　志朗に口を押さえつけられてしまった。

「お前が口出すとややこしくなるから、黙ってろ」

　ひどいことまで言われてしまう。

「下品ね」

　雲雀が、フンと鼻を鳴らす。

「雲雀さん、もう帰ってくれませんか？」

　小鳩が、椅い子すから静かに立ち上がった。

　その横に、にこやかな顔のまま目に鋭い光を帯びた夕ゆう香かも立っている。

　小鳩の言葉が癇かんに障ったのだろう、雲雀の顔から笑みが消えた。それに代わって、凶悪な色が滲にじみ出てくる。

「小鳩、あなたがいるせいで、水星家はバラバラなのよ、あなたのせいで倭やまとお兄様が……んんっ！」

「！」

「!!」

「!?」

　菓このみも、志し朗ろうも、小こ鳩ばとも、驚いた。

　いきなりだった。

　素早く動いた夕ゆう香かが、テーブルの皿から大トロをつかみあげ、それを雲雀ひばりの口に押し込んだのだ。

「まあまあ雲雀お嬢様、落ち着いてこれでも食って下さいよ。マジでウマいっすよ」

　雲雀が、目を見開いている。

　彼女専属のメイドたちも、驚きの表情を浮かべている。

　だが、だれも動けない。

　金、紫、赤の三色で頭を染めたスペシャルメイドの暴挙に、この場の全員が口さえ開けない。いちばんうるさい雲雀だけは、開きたくても開けないのだが……。

「んんっ!!」

　突然、雲雀が口に手を当て体を折り曲げた。どうやら、苦しんでいるようである。

　まさか、あれは……。

「口に入れたものを出すヤツは、下品だって仰おつしやってましたよね？　雲雀お嬢様♡」

　夕香が、いかにも嬉うれしそうに、だがすこぶる悪魔的な笑みを浮かべた。

　小鳩が、きょとんとした顔で嫌味な姉に顔をむけている。

　菓は、志朗と顔を見合わせた。

　どうやら雲雀は、『アタリ』を口に押し込まれたらしい。いや、この場合は『ハズレ』なのだろうが……。

　激げき辛から爆弾野郎は、さぞかし利くだろう。

「んんっ！　むぐんんっ！　がむぐむむぅ！」

　顔を赤くし、涙をボロボロと流しながら、雲雀が何語かわからないセリフを吐き捨て、走り去っていく。三人のメイドも、慌ただしくそのあとに続く。

　彼女は最後まで、口に入れたものを吐き出さなかった。その根性だけは、認めてやってもいいかもしれない。

　しかしこれは、正義の勝利である。

　菓は、まるで自分が追い払ったかのように腕を組み、逃げていく悪党雲雀とその手下たちを見送った。そうしながら、思う。

　それにしても夕香は凄すごい、と。

「夕香さん、どれが辛いお寿す司しか、知ってたのね」

　小鳩が、夕香に訊たずねた。

「そりゃまあ、仕掛け人は裏表全部知ってなきゃダメっすからね。でもあれ、本当は兄貴に食べさせるつもりだったんだけどなぁ」

　夕ゆう香かが、ニヤッと笑みを浮かべる。

「俺おれ？　そりゃひどいな……」

「このメンバーだったら、兄貴しかいないだろ？　でもまあ、いちばんリアクションの面白い人が食べてくれたからいいじゃない」

　夕香は、やっぱり凄すごい。

　つくづくそう思ってしまう菓このみである。

　厳密には、「食べてくれた」ではなく「食べさせた」なのだが……。



　夕方六時頃ごろ、あしたの朝一〇時に石南花しやくなげ大学付属病院前に集合、ということを小こ鳩ばとと約束し、菓と志し朗ろうは水みず星ほし邸ていをあとにした。

　夕香号で神こう代じろ坂ざか駅に到着後、菓はふと唐から穂ほのことが気になった。たぶん、彼女は駅周辺にいるはずだ。

　騒そう々ぞうしく演歌を流しながら、可愛かわいいピンクの夕香号が走り去っていく。運転する夕香と助手席の小鳩に、菓は車が見えなくなるまで手を振った。

　夕香号が車の流れに消えてすぐ、菓は志朗にむき直った。

「お兄ちゃん、先に帰ってて」

「？　なにか用事か？　終わるまで待っててやるよ」

「そうして欲しいけど、まだダメ。あたしこれから唐穂に会って、あしたのこと頼んでみる。それまでは、お兄ちゃんがいない方がいいと思うの」

　同じ『呪じゆ受じゆ者しや』の志朗を連れていけば、「お願い」が「強制」になりかねない。たとえ嫌でも、断りづらくなるだろう。

「……わかった。あまり遅くなるなよ。毬まり藻もさんの方には俺から連絡入れとくから」

　志朗が、菓の肩をポンと叩たたいたあと、改札にむかって歩き出す。口に出さずとも、妹の考えをわかってくれたようだ。

　兄のそんなところも大好きである。

　後ろから志朗の腕に飛びつき、

「なるべく早く帰るからね」

　彼のやさしい微ほほ笑えみを見上げたあと、菓は駆け出した。

　まず、きのう唐穂とおしゃべりしたファーストフード店を覗のぞいてみたが、いない。

　彼女は言っていた。時間を潰つぶす方法は、本を読むか、ゲームセンターで遊ぶか。

　駅前をぐるりと見渡してみる。

　そして菓は、道むかいにあるビルに目を留とめた。

　派手な電飾に縁取られたちょっとナンセンスな看板に、『センチュリー21』の文字。ひと目で、ゲームセンターだとわかる。

　入口に数人の人間が見えた。

「！」

　菓このみの視力は、両目とも二・〇である。

　距離、約三〇メートル。人数、四人。うちひとりを、菓はハッキリと視界の真ん中に捉えた。

　首に黒のチョーカーベルト。そして黒いブルゾンに黒いボンテージスカートと、黒、黒、黒のファッションでキめているあの少女は……間違いなく帯たて刀わき唐から穂ほである。

　残り三人は、ロンゲと角刈りの茶髪男ふたり、これまた茶髪のセミロング女ひとり。

　唐穂が、クレーンゲーム機を背にして三人に囲まれている。

　お友達なのだろうか？

　とにかく、と菓はゲームセンターにむかって歩き出す。と、「！」唐穂の胸に呪じゆ刀とうが浮かび上がるのが視みえた。

　いままで彼女が呪じゆを出したのは、感情を高ぶらせたときだけ。幸い、まだ政まさ宗むねは現れていない。

　茶髪三人衆は友達ではなく、唐穂の感情を害する存在のようだ。

　そう思った瞬間、菓は駆け出した。

　通りの信号が赤でも関係ナシ！　クラクションも無視！　運転手の怒鳴り声なんかシャットアウト！

　小こ鳩ばとより、志し朗ろうより、ずっとずっと足の遅い菓だが、友達を助けるためならいつでも全力疾走する準備はできている。

　そんな気合いと根性と魂で、全力ダッシュ！

「唐穂っ！」

　菓の声に、唐穂が目を見開いた。どうしてここに？　そんな瞳ひとみの色。

　茶髪三人衆の尖とがった視線が、一斉に突き刺さってくる。

　だが菓は、お構いなしに唐穂へ歩み寄った。

「菓……」

　唐穂が、湿った声でぽつりとつぶやいた。胸の呪刀が、スゥーッと消えてしまう。

　彼女に笑いかけたあと、菓はすぐに茶髪三人衆にむき直った。

　近くで見ると、茶髪三人衆は菓や唐穂と大して年齢が違わないように見えた。中学生であることは間違いない。

　最初に口を開いたのは、茶髪女だった。枝毛だらけの不健康な髪を掻かき上げ、こちらを睨にらみつけてくる。

「なんだよ、てめぇ」

　茶髪三人衆なんかと話す気はない。

　唐穂にカラんでいた理由も訊たずねる気はない。

　唐穂をこのまま茶髪三人衆といっしょにいさせる気もない。

　だから菓は、

「唐から穂ほ、いこ！」

　唐穂の手をつかんで、駅にむかって歩き出した。

　だが、三歩も歩かないうちに、

「だれが帰っていいつったよ！」

　後ろから肩をつかまれた。

「菓このみに手ぇ出すなっ！」

　唐穂の胸にまた、呪じゆ刀とうが浮かび上がる。今度は、背に紅の鎧よろい武者、政まさ宗むねの姿も現れた。

「唐穂っ、ダメ！」

　肩をつかんでいたのは、ロンゲ男。だが菓は、その手を振り払うより先に唐穂に抱きついた。

「こんなヤツら相手にしちゃダメよ。いきましょ！」

　言うなり、ロンゲ男を突き飛ばした。そしてすぐに、唐穂の手を引いて走り出す。

「待てコラ！」

　背から、三人衆の声と足音が追ってくる。

　走ると、唐穂の呪刀と政宗が霧散するように消えてしまう。

　菓は横目にそれを視みながら、唐穂の手をしっかりと握り締め、走った。

　背の足音が近づいてくる。

　ちょうど青になった横断歩道を駆け抜け、駅前広場へ走り込む。

「てめぇ、ふざけんなよっ！」

　茶髪三人衆は、しつこく追いかけてくる。

　闘やるか？　謝るか？　志し朗ろうに帰ってもらったのは失敗だったかも……。

　菓は、頭の中で素早く計算した。

　人通りの多い広場なら、連中もひどいことはできないだろう。そう考えたそのとき、後ろから腕をつかまれてしまう。

　瞬間、また唐穂の胸に呪刀が浮かび上がった。

「菓に手ぇ出すなって、言ってんだろ！」

「ダメだったらっ！」

　唐穂の体から現れた政宗が、呪刀の柄つかに手をかけた。

　菓の声は届かないようだ。

　そのときだった。

「暴力はよくないなぁ」

　落ち着いた声が、菓と唐穂、そして茶髪三人衆の動きを止めた。

　歩み寄ってきたのは、ケイだった。

「なんだよあんた、カンケーねぇだろ」

　菓の腕をつかんでいた角刈り男が、わざとらしく眉まゆ根ねにしわを寄せ、目を鋭くした。それでも、どこか腰が退けている。弱い犬が懸命に強がっているようにしか見えない。

　見たところ、ケイの方が頭ひとつ背が高い。なにせ、一八歳なのだ。中学生の茶髪三人衆よりずっと大人おとなである。

「その娘こたち、俺おれの知り合いなんだよ。なにがあったか知らないけど、許してやってくれない？　それとも、絶対に許せない理由があるの？　それだったら、話を聞くけどね」

　ケイの言葉に、角刈り男が菓このみの腕を放した。

　新たに現れた相手が、脅しの通用する相手ではないと感じたのだろう。

「いこうぜ」

　わざとらしく足下に唾つばを吐き、茶髪三人衆がゲームセンターの方へ戻っていく。

　菓は、唐から穂ほと顔を見合わせながら、軽く息をついた。

　いつの間にか、彼女の胸から呪じゆ刀とうが消えている。政まさ宗むねの姿も。

　ケイのやさしい笑顔に、菓はホッと息をついた。



　土曜なのでバイトが早めに終わった、とケイがにこやかに教えてくれた。

　話をしているとき、彼はいつも笑顔だ。声を出すと、笑顔になるスイッチが自動的に入るのかもしれない。菓がそう思ってしまうほど、絶えずニコニコしながらしゃべるのだ。

「ハルとショウがくるまで、飯でも食って時間潰つぶしてようと思ったらさ、唐穂ちゃんと菓ちゃんが悪者チックなヤツらと追いかけっこしてるじゃない。びっくりしたよ」

　びっくりした、と言いながらも、やっぱりケイはニコニコ顔を崩さない。

「追いかけっこじゃありませんよ」

　唐穂が、プクッと頬ほおを膨らませた。でも、その目は笑っている。

　唐穂がなぜ、茶髪三人衆にカラまれていたのか気になるが、わざわざ訊きくほどのことでもないような気がしたため、質問は体の奥に押し込んだ。

　菓たちはいま、ケイがよくいくという駅近くのラーメン屋にむかっている。彼のおごりだと聞き、唐穂が喜んでいたが、菓は内心で時間を気にしていた。

　ふたりにバレないよう、それとなく腕時計を見た。六時五二分。きのうほどではないにせよ、また帰るのが遅くなりそうだ。

　でも、まあ、仕方ないか……。と、数秒後には気持ちを整理する。

「ここだよ」

　ケイが足を止めたのは、引き戸の上に黄色い看板を出したラーメン屋だった。そこには、『花園亭』という毛筆体の太い文字が彫り込まれている。

「ここの店長は昔、漁船に乗って七つの海を冒険してたんだって。立ち寄ったいろんな港の話が面白いんだよ。それがなぜかいまはラーメン屋やってんの。なんか、すっごくいい人なんだ」

　言いながら、ケイが先頭に立ってガラリと店のドアを開けた。

　ぃらっしゃい！　という威勢のいい声に迎えられ、菓たちはいちばん奥のテーブル席に座った。菓と唐穂が並び、ケイとむかい合う。

「店長、いつもの三つ」

　ケイが、厨ちゆう房ぼうで笑顔を浮かべている店長にむかって、指を三本立てた。

「ケイくん、きょうは両手に花？」

「友達ですよ」

「よっしゃ、可愛かわいい娘こたちに煮卵オマケしちゃうぞ！」

「わあっ、やったぁ、ありがとうございます！」

　菓このみはすかさず、店長にお礼を言った。

「どうも……」

　唐から穂ほも、ちょっとだけ頭を下げる。

　目を細めて笑う店長は、ケイの言うとおり、やさしげな人だった。年齢は、三十代半ばくらいだろうか。がっちりした体型と浅黒い肌がいかにも、もと海の男という感じである。

　ケイが、テーブルに身を乗り出してきた。

「唐穂ちゃん、新しい学校の方はどう？」

　すぐに、菓へ笑顔をむけてくる。もう友達ができたみたいだから、順調なんでしょ？　とその目が言っていた。

「えっと、その……」

　唐穂が視線を泳がせた。転校初日にケンカしたことや、二日目にして学校をサボったことなど、ケイには知られたくないのだろう。

　菓はすかさず、助け船を出した。

「あたしがお友達第一号なんです。第二号は、たぶん……美み沙さかな」

　言ったあと、美沙はどうだろ？　いまのところ可能性は薄いな、などと考えながらも、菓は笑顔を浮かべ続けた。

　横顔に、唐穂の視線を強く感じてしまう。

　ケイが、嬉うれしそうに大きくうなずいた。

「あれだけ大きな石南花しやくなげで美沙といっしょのクラスなんて、凄すごい偶然だよね。ふたりとも仲よくしてやってね。ちょっと頑固だけど、いいヤツだからさ」

　もう笑うしかない。まさか、その妹が唐穂と激しくぶつかり合ってます、なんて言えない。菓は、ハハハ……と乾いた笑みをもらした。

　ケイが、本当にやさしげな目で唐穂を見つめている。

「学校でうまくいかないことや、色々と嫌なこともあるだろうけど、必ずいいこともあるからさ。自分のペースでがんばりなよ」

　もしかしたら、唐穂が学校に馴な染じめていないことを知っているのかもしれない。昨晩、美沙から聞いたのか？

　菓は、唐穂の表情をそれとなく窺うかがった。

　彼女は、どこか決まりの悪そうな表情でテーブル上に視線を落としたまま動かない。

　これでは、「学校ではうまくいってません」と言っているも同じである。美沙が告げ口する必要もないだろう。

　そんな唐から穂ほを見ながら、ケイがゆっくりと口を開いた。

「僕が創そう世せい第だい一いちを中退したってのは、言ったよね？」

　唐穂が、「？」と顔を上げた。

　ケイが、構わずに話を進める。

「嫌なことってのは、その人にとって色々なかたちがあるからね。

　俺おれにとって嫌だったことは、自分が自分だって実感できないことだったんだ。

　まあ、創世第一に入った頃ころは、それが俺の意志でもあったし親の望みでもあったし、いまじゃよくわからないんだけどね。

　……勉強、勉強の毎日だったよ。テストの順位が下がるとトイレで吐くヤツもいたし、学年に必ずひとりかふたりは自殺したヤツがいたし、未遂も大勢いたよ。

　ある日、ふと考えたんだ。いや、たぶん、ずっと頭の中にあったんだと思う。

　点数って、学歴って、いったいなんなのかな？　人間の価値？　その価値を計る尺度？　社会に出るためのパスポート？

　精神をすり減らしながら勉強して、いったい俺はなにを目指してんのかな？　ってさ。

　なかったんだ。なにも……。

　ああ、俺ってからっぽじゃん、ってのが結論。

　気づいたら学校辞めてて、家も飛び出して、中学の頃から仲がよかったハルとショウに声かけて、『ジャンク』結つ成くってたんだ。

　そしていま、ここに座ってラーメン待ってる」

　ケイが両りよう眉まゆをぴょこんと上げ、おどけてみせる。

　それに対して微かすかな笑みを浮かべながらも、唐穂が口を開いた。

「学校辞めて、後悔は？」

「後悔してる暇なんてないからね」

　菓このみは、ケイの笑顔に感心した。

　彼が、言葉を続ける。

「いま俺は自由だよ。少なくとも、創世第一にいた頃よりはさ。まあ、自由を得るためには色々と苦労もあるけど、とにかくいまは毎日が楽しくて仕方ないね」

　自由という言葉を口にしたときのケイは、心の底から笑っていた。証拠に、菓もつられて笑みを浮かべてしまったのだから。

　唐穂も微ほほ笑えんでいた。



　ラーメンがきたあと、菓は麺めんをすすりながら唐穂に頼んでみた。

　もし時間があるようだったら、あしたの日曜、朝一〇時。石南花しやくなげ大学付属病院前にきてもらえないかな？　自分の兄やその仲間たちが集まって人捜しをするんだけど、と。

　こたえはすぐに返ってきた。

「しょうがねぇなあ、菓このみの頼みだからよ」

　菓はすぐに、「サンキュ」と小声で返し、煮卵に噛かみついた。

　割れた褐かつ色しよくの身から、とろりと半熟の黄身が流れ出す。熱々でとろとろだ。

　ラーメンはおいしいし、卵は最高だし、唐から穂ほは倭やまと捜しを快かい諾だくしてくれるし、ケイはずっと笑顔だし、きょうはいい日だ。

　きっと、あしたもいい日になるだろう。



    

  
    
      


第四章　プレシャス・ショット



　日曜日は快晴だった。

　九時四〇分、夕ゆう香か号に送ってもらい小こ鳩ばとが登場。

　菓と志し朗ろうも、夕香号と同時刻に到着。

　五〇分頃ころには、毬まり藻もが鹿ひ尾じ菜きと手をつないでやってきた。

　唐穂も、五分前には姿を見せてくれた。

　これで、『倭捜そう索さく隊』メンバーの全員が集まったことになる。

　菓はいちばん最初に、唐穂をみんなに紹介した。

　ヒョウ柄のワンピースの上から黒革のコルセット風編み上げビスチェをつけた唐穂を前に、みんな様々な反応を見せた。

　志朗は、笑顔を浮かべて挨あい拶さつ。

　小鳩は、微かすかに唇の両端を上げてペコリ。

　夕香は、ヨロシクっと一言。

　毬藻は、あまりに短すぎるスカートの裾すそが気になる様子。

　今年四歳になる鹿尾菜は、そのスカートの中を下から覗のぞき込んで、なぜかご機嫌。

　唐穂は、志朗や小鳩、それに毬藻までが同じ『呪じゆ受じゆ者しや』だと知り、驚きと感激に表情をクルクルと変えていた。彼女がこれだけ表情豊かだったのかと、菓このみが驚いたほどだ。

『んむぅ～』

　みんなの紹介がすんだとき、むぅちぃが姿を現した。まるで、ボクも唐から穂ほとお友達になりた～い、とでも言っているかのようである。

　が、それと同時に唐穂の体から紅あかい霧が噴ふき出した。

「政まさ宗むね、やめてっ！」

　唐穂の叫びに動きを止めることなく、政宗が彼女の体から呪じゆ刀とうを引き抜き、それでむぅちぃを斬きりつける。

　志し朗ろうも小こ鳩ばとも毬まり藻もも、そして菓も、刹せつ那なの驚きに一歩も動けなかった。鹿ひ尾じ菜きだけが、顔を輝かせてむぅちぃと政宗を視みている。

『んむっ!?』

　斬りつけられたむぅちぃの背が、ブヨヨンッッ、と大きく波打った。

　むぅちぃが、小さな目を大きく開け、両耳をピンッと立てる。驚いているようだが、苦しんでいる様子はない。

　政宗が、再び刀を振り上げる。

「やめてよっ！」

　唐穂が、慌てて志朗から離れた。

　五メートルほど距離をとると、政宗が大人おとなしくなる。

　そういえば、と菓はきのう唐穂から聞いたことを思い出す。

　政宗は、間合いに呪じゆが入ってくれば否いや応おうなしに斬りつける。距離はおよそ三メートル。

　菓は、この場にいる全員を見回した。

　志朗と小鳩が、顔を見合わせている。

　びっくり顔のまま固まった毬藻の腰に、笑顔の鹿尾菜が抱きついている。

　眉まゆ根ねにしわを寄せた夕ゆう香かは、呪が視えないので見当違いの場所へ視線をむけている。

『んむぅ～』

　無敵の弾力性を披露したむぅちぃが、斬られたにもかかわらず、志朗の周りをのんびりふわふわと飛んでいる。そしてすぐに、『んむむむぅ～』と水色の霧になり、志朗の体へ戻っていく。本当に、気ままなカバである。

　唐穂がすぐに、ペコペコと志朗に頭を下げ始めた。

「すみません。こいつ、同類が近づいてきたら、勝手に斬っちゃうんです。あたしの言うこと聞かなくて……本当にすみま……んぁっ」

　政宗が、手にした呪刀を再び唐穂の体に突き入れた。そのため、唐穂が苦痛に顔を歪ゆがめて地面にくずおれる。

　政宗が紅い霧となって消える中、菓は素早く唐穂へ駆け寄った。

「唐穂、大丈夫？」

「慣れてる、から、平気。すぐに、立てるから」

　みんなの視線に囲まれたまま、唐から穂ほが弱々しく手を上げた。

「おねえちゃん、いたいの？」と鹿ひ尾じ菜き。

「大丈夫？　冷たいジュースとか、飲みますか？」と毬まり藻も。

「ひとっ走り、医者呼んでこようか？」と夕ゆう香か。

「唐穂ちゃんは、わたしたちと同じだから……そっとしてあげてれば大丈夫、なはずだけど……」と小こ鳩ばと。

　一分もしないうちに、唐穂は自分の足で立ち上がった。

「本当に……すみません」

　彼女がまた、深々と頭を下げる。

「気にしちゃダメだって！　そんなことより、せっかくみんな揃そろったんだから、記念撮影いってみようか！」

　言い出したのは、夕香だった。手にはいつの間にか、望遠レンズつきの重そうなカメラを持っている。

　志し朗ろうや小鳩たちが、互いに顔を見合わせた。鹿尾菜だけが、「カメラおおきいねぇ！」と嬉うれしそうである。

　もちろん菓このみも嬉しい。

「すみませぇん、写真撮ってもらえます？」

　夕香が、病院の入口横にある花屋の店員に声をかけた。

　若い女性店員が、快く夕香のお願いを聞いてくれる。

「はい、みんなキリキリ整列っ！」

　夕香の指示で、全員があたふたと肩を寄せ合う。

　菓は、もじもじしている唐穂を引き寄せ、腕を組んだ。右隣には鹿尾菜を抱くようにして毬藻がつく。

　唐穂の後ろに小鳩。菓の後ろに志朗が立ち、毬藻の後ろに夕香、と位置を決める。

　前列が中腰となり、準備完了。

「いいですかぁ？」

　女性店員の声に、菓はギュッと唐穂の腕を引き寄せた。頬ほおと頬がくっつきそうな距離。

「はい、チーズ」

　――カシャリ

　外観を見るだけでも、石南花しやくなげ大学付属病院は大きい。正面から入ってすぐの場所にある館内地図からも、その広さがわかる。

　本館、新館だけでなく、東、西、南にそれぞれ建物が分かれている。しかも。そのすべてが八階建て。

　唯一の救いが、きょうは日曜であるため、病院内に外来患者はいない、ということである。調べるのは、職員及び入院患者だけでいい。

　広い病院内を調べるにあたり、チームを分けることにした。

　話し合いの結果、志し朗ろう＆小こ鳩ばと。毬まり藻も＆鹿ひ尾じ菜き。そして菓このみ＆唐から穂ほの三チームに決まった。

　呪じゆが視みえない夕ゆう香かは、写真を現像してくるから、と別行動をとっている。

　小鳩が持ってきた倭やまとの写真を配ったあと、菓は倭の呪に細心の注意を払うようみんなに説明した。

　彼の呪は人間を操ることができる。『呪じゆ受じゆ者しや』相手では、その動きを封じることしかできない（志朗が体験済み。小鳩も保証してくれた）が、普通の人間の場合は意識と体の両方を奪われてしまう。

　菓は、唐穂と行動をともにするから安全だが、鹿尾菜が少し心配だった。毬藻に憑ついた郷さと芝しばさんはどこかゆったりしているから、ちょろちょろと素速い蜘く蛛もを捉えることは難しいだろう。だから、

「鹿尾菜ちゃんは、できればお兄ちゃんか小鳩ちゃんと組んだ方がいいかも」

　菓がそう伝えると、鹿尾菜がくしゃりと顔を歪ゆがめて、毬藻の腰に抱きついた。

「マリねえちゃんといっしょがいい」

　無理を言うと、泣き出しそうである。

「この娘こは、毬藻がしっかり手をつないでおくから、菓ちゃんは心配しなくていいよ。憑かれても、力は毬藻の方が強いし。ぎゅって抱っこしてれば問題ないと思う」

「マリねえちゃんとてぇつなぐのぉ」

　毬藻と鹿尾菜が、にっこりほわほわの笑顔で見つめ合う。仲のいい姉妹だ。

「よし、それじゃあこの組で決まりね」

　菓は腕を組んだ。

　志朗が、小鳩が、毬藻が、唐穂が、それぞれ表情を引き締める。鹿尾菜だけが、変わらずほんわか笑顔全開である。

「お兄ちゃんたちは本館ね。毬藻さんたちは新館をお願いします。あたしと唐穂は南館にいくわ。一二時になったら、またここに集合でいい？」

　全員が、目顔でうなずく。

「それじゃあ捜そう索さく開始よ！」



　菓は、唐穂とふたりでまず南館の受付を訪ねた。そこで、水みず星ほし倭という人物が病院職員もしくは入院患者にいないかを訊たずねたが、そんな人物はいない、というこたえしか返してもらえなかった。

　人のいない待合室の隣を通り、壁に張られた案内板を見た。

　総合待合室が、一階だけで第一から第五まである。その他ほかに、薬局が一ヶ所。診察室が一〇ヶ所以上。医療福祉相談所が三ヶ所。聴力検査室、経過観察室、等々……。

「きょう一日じゃ無理だな」

　唐穂が、手にした倭の写真を見下ろしながらつぶやいた。

「そだね」

　菓このみはうなずいた。あまりにも部屋数が多すぎるし、そのすべてに立ち入ることもできない。長期戦になるのは間違いないだろう。

　唐から穂ほが感心したようにもらす。

「でも、水みず星ほしさんのお兄さん、ほんとカッコイイよな」

「妹の小こ鳩ばとちゃんが、あれだけ綺き麗れいなんだもん。お兄ちゃんも実物はもっとカッコイイと思うよ」

「菓の兄貴より？」

「あたしのお兄ちゃんは……う～ん、見た目だけなら、倭やまとさんの方がちょっと上かもしれないけど……」

「……ちょっとか？」

「うん、ちょっとの差だと思う。でも、あたしにとっては、お兄ちゃんの方が倭さんよりずっと上よ。外見じゃないの。男はなんてったって総合力よ」

「なんかよくわかんねぇけど、つまり菓は、兄貴がやっぱり大好きだ、ってこと？」

「当然でしょ」

　肩をすくめる唐穂に、菓はニカッと笑みを浮かべた。志し朗ろうは自慢の兄である。長くつき合っていけば、きっとそのよさがわかるだろう。

　不意に唐穂が、こたえに詰まる質問を投げかけてきた。

「なあ、菓の兄貴と水星さん、つき合ってんの？」

　うっ……。思わず、息を呑のみ込んでしまう。

　つき合っては、いない、はず。でも、これから先は、たぶん、きっと……。

　自分の中では、ある程度予想し、覚悟もしている未来図。

「う～ん、たぶん、まだ恋人同士って関係じゃないわね。友達以上恋人未満、かな？　でもいずれ近いうちに……きちんとしたかたちに収まるんじゃない？」

「兄貴が大好きだと、そんなときつらいな」

「ま、兄という存在はさ、そのうち好きな女性つくって、妹のもとから離れていくもんなのよ。あたしは、黙って見送ってあげるだけ」

「つらいよなぁ」

「つらさと喜び半々かなぁ、だってあたし、小鳩ちゃんのことも大好きだもん」

「あたしゃひとりっ娘こだから、よくわかんねぇけど、なんか大人おとなだよな、そういうの」

「そうでもないよ」

　本当のところ、志朗と小鳩はどのくらい親密度を深めているのだろうか。

　たぶん、志朗のことだから、まだ手も握っていないはずだ。小鳩の方は、考えるまでもない。彼女からなんらかのアクションを起こすことなど、ありえないから……。

「とにかく、歩き回ってみる以外ないよな」

　唐穂がつぶやいたそのとき、彼女の体から紅あかい霧が噴ふき上がった。

　現れたのは紅あかい鎧よろい武者、政まさ宗むね。唐から穂ほの胸にも、しっかりと呪じゆ刀とうが浮かび上がっている。

「え？」

　菓このみは体を強こわ張ばらせた。いきなりのことに、体がうまく動かない。

　唐穂の体から呪刀を抜いた政宗が、素早く菓にむき直り、それを上段に構えた。そして、振り下ろす。

「！」

　斬きられる!?

　大きく目を見開く唐穂。

　右目が潰つぶれた政宗の異相。

　頭上から落ちてくる呪刀。

　永遠にも感じられる刹せつ那なが、菓の視界に刻きざまれる。目を閉じることもできない。

　起こるはずのない風切り音が、耳元を通過したような気がした。首筋と背中の皮膚が、ゾクリと粟あわ立だった。

　呪刀は菓の肩口ぎりぎりを通過し、別のなにかを斬ったのだ。

　凝り固まった筋肉を強引に動かし、菓は振り返った。

　ほんの半瞬だけ、すぐそばの壁際で人の頭大に白い霧が広がり、空気へ溶け込むように消えるのが視みえた。

　呪じゆ？　倭やまとの蜘く蛛も？　かたちは視えなかった。が、政宗は確かになにかを斬った。ここは病院だから、それなりに負の感情が渦巻いているはずだ。だから、微弱な呪が発生してもおかしくはない。でも……。

「いまの、視た？」

　菓はすぐに、唐穂へ訊たずねた。

　驚きの表情のまま立ちすくんでいた唐穂が、慌てて首を振る。

「ごめん。政宗が、菓を斬るんじゃないかと思って、ビックリして、見てな……あっ」

　政宗が、呪刀を再び彼女の胸に突き入れた。

　唐穂の右胸から入った切っ先が、左脇わき腹ばらの裏から顔を出す。

「う、くぅ、ぅぅ……」

　冷たい通路にガクリと両膝ひざをついた唐穂が、ギュウゥゥゥッと自分自身を抱き締め、小さく体を丸めてしまう。彼女の背へ、政宗が紅い霧となって戻っていく。

「唐穂っ！」

　菓は慌てて唐穂に駆け寄り、その肩を抱いた。震えが、手に伝わってくる。

　やはり、全身黒ずくめのミニスカ中学生がうずくまっていれば、目立つようだ。すぐに廊下の先から足早に歩み寄ってきたのは、若い看護師だった。

「どうしたの？　具合でも悪くなったの？」

　注目されるのは避けたい。菓は、そう思った。

　なるべく病院関係者の記憶に残らず、倭捜そう索さくを行いたかった。おそらくきょうで病院内すべてを回りきることができないだろうから、この先何度も足を運ぶことになるはずだ。

　そのため、不審に思われれば捜査がやりづらくなる。それに、倭やまとに知られたら、また逃げられてしまうかもしれない。

　胸を押さえ、喉のどが詰まったような息を吐いている唐から穂ほを横目に、菓このみは近寄ってくる看護師に精一杯の笑顔を浮かべた。

「心配ないです。すぐに収まりますから」

　それでも、職業柄、苦しんでいる人を見ると放っておけないのだろう、歩み寄ってきた看護師は菓の隣で膝ひざを折り、唐穂の顔を覗のぞき込んだ。

「どこが痛いの？　こんなことは何度もあるの？」

　やさしい言葉に、唐穂がゆっくりと顔を上げた。

　やさしさを貰もらえば、やさしさで返すのが当然だと菓は思っている。が、唐穂は違ったようだ。

　彼女の愛らしい唇から出てきたのは、

「うるせぇな、あっちいけよ」

　という、彼女らしいといえば彼女らしい言葉だった。

　看護師が、わずかに表情を引きつらせる。

　そのとき、通路の先から太い声が聞こえた。

「そこっ、なにやってるの？」

　ドスドスとこちらにやってくるのは、声と同じく胸も腰も太い中年女性。体の中に菓が三人くらいは入りそうだ。

「あ、婦長……」

「その娘こたちは、なに？」

　婦長と呼ばれた中年女性の質問に、看護師が小さくなった。普通にしゃべっているのだろうが、なぜか相手を威い圧あつするオーラが婦長にはある。

　彼女がそばまできたとき、やっと唐穂が起き上がった。呪じゆ刀とうで貫かれた痛みが、ようやく消えたらしい。

「なんでもねぇよ、菓、いこうぜ」

　立ち上がった唐穂が、すぐに歩き出す。

「それじゃ、お騒がせしましたぁ……」

　菓も、どさくさに紛まぎれて逃げようとするが、

「ちょっと待ちなさい」

　婦長に呼び止められてしまった。

　エヘ、なんでしょう？　という感じで振りむいた菓へ、婦長が太い顔を近づけてくる。

「きょう外来はやってないから、お見舞いにきたんでしょ？　だれの？　何号室？　あなたたちは初めて見る顔だけど、お見舞いする患者さんはいつ入院したのかしら？」

　ハイテンポの質問に、菓はウッと息を呑のんだ。この婦長は難敵だ。その後ろで、若い看護師も不審そうな目を自分たちへむけている。

「案内してあげましょう。何号室のだれをお見舞いするのかしら？　さあ、言ってごらんなさい。さあ！　さあ！　さあ！」

　ググッ、ググッ、ググッと太い顔が寄ってくる。圧力が半端ではない。

　菓このみは唐から穂ほと顔を見合わせながら、内心で大きくあきらめの息をついた。

　ここは、逃げるしかないようだ。



　志し朗ろうや毬まり藻もたちとは一二時に待ち合わせだというのに、南館担当の菓たちは、一五分ほどで病院の正面玄関に戻ってきてしまった。

「ま、アクシデントはつきものよ」

　気を取り直し、菓は志朗に連絡を入れようとケータイを取り出した。が、

「あ、水みず星ほしさん」

　唐穂の声で、顔を上げる。

　驚いたことに、正面玄関の自動ドアから、志朗と小こ鳩ばとが揃そろって出てくるではないか。

「あれ、お兄ちゃんたちも？」

「菓たちもか？」

　志朗と顔を見合わせ、数秒後、大きくため息をつく。

「わたしたちどころか、菓ちゃんたちまで追い出されるなんて、偶然にしては……」

「あれぇ、みなさんも、もしかして怒られちゃったんですか？」

　小鳩の声を遮さえぎったのは、トーンの高い声。

　志朗＆小鳩チームに続いて正面玄関から出てきたのは、毬藻＆鹿ひ尾じ菜きチームだった。

　毬藻と手をつないだ鹿尾菜が、大きなペロペロキャンディを嬉うれしそうに舐なめている。

　志朗が、少し驚いた顔で彼女たちに目をむけた。

「毬藻さんたちも？」

「はい、子どもの遊ぶ場所じゃありませんって、看護師さんに叱しかられちゃいました。キャンディあげるから帰りなさいって……」

　よく見ると、毬藻も片手にペロペロキャンディを持っている。高三なのに、なぜかそれがよく似合う。

　鼻から強く息を吐き、菓は病院を見上げた。

「みんな追い出されるなんて……怪しいわね」

「そうね……看護師に呪じゆは憑ついてなかったんだけど」と小鳩。

「立場が上の人に憑けて、看護師たちに指示することもできるからね」と志朗。

「いまからまた、こっそり忍び込んでみる？」と唐穂。

「看護師さんは、いい人でしたよ」と毬藻。

　鹿尾菜はキャンディを舐めながら、ニコニコ大放出だ。

「きょうは、もう無理だと思うわ。もし倭やまと兄様がここにいるなら、また同じことの繰り返しになるから……」

　小こ鳩ばとが、病院を見上げながら言った。

　他人の目には無表情にしか映らないだろうが、彼女の瞳ひとみはいま、菓このみにはとても悲しそうに見えた。泣き出さないのが不思議なくらいである。

　小鳩が、毬まり藻もや唐から穂ほに頭を下げた。

「きょうは、手伝ってもらって……本当にありがとうございました」

　彼女の肩口を、黒髪がサラサラと光の粒を散らしながら流れていく。

「いつでもお手伝いしますから、また声をかけて下さいね」

「ヒジキもおてつだい、するよぉ」

　毬藻と鹿ひ尾じ菜きが、ほんわかＷスマイルを浮かべる。

「あ、えっと、その、あたしも、また手伝いますから……」

　いきなり小鳩に頭を下げられ、唐穂が無意味におたおたしている。

「志し朗ろうくんと菓ちゃんも、ありがとう」

　小鳩が、志朗と菓にもそれぞれ小さな笑みをむけてくる。

　菓は、右手親指をグッと立てた。志朗も親指を立てる。

　小お笹ざさ兄妹揃そろって、グッ！



　その後、菓は唐穂とふたりで駅へむかった。

　日曜だから、ジャンクのメンバーたちは昼頃ごろから神こう代じろ坂ざか駅前の広場に集まってくる。いまからいけばちょうどいい時間だ。

　志朗と小鳩は、夕ゆう香かが戻ってくるまで病院前で待つというし、毬藻は鹿尾菜を連れ、家でお腹なかをすかせているであろう弟たちのため昼食をつくりに帰っていった。

　菓と唐穂が神代坂駅に着いたのは、一一時四〇分頃。

　駅前広場には、まだジャンクのメンバーはだれひとりきていなかった。

「その辺に座ってようか……」

　菓は、ぐるりと広場を見回し、あいているベンチを探した。と、その中のひとつに座っていた女の子へ、目が吸い寄せられる。

　ビシッときまった、たてロールヘア。

　上着は、薄緑のインナーに白の変形Ａラインベスト。下は、ライトグリーンのレトロ調プリントが鮮やかなタップスカート。足下は白いリボンのついたエナメルのパンプス。膝ひざの上には可愛かわいくシンプルなカゴバッグ。

　ビシビシッとキめた美み沙さが、楚そ々そとした感じで腰を下ろしている。

　なんだか、とっても周囲の目を惹ひいている。

　広場の通行人。近くのベンチに座った男性。リードにつながれたフレンチブルドッグまで、彼女に視線を投げている。

　とても中一とは思えないほど綺き麗れいだし、なによりあれだけキッチリビシッと気合いの入ったたてロールは珍しい。

「……あいつ、またきてやがる」

　唐から穂ほも気づいたようだ。苦いものでも口に入れたかのような顔で、美み沙さを見ている。

　タイミングよく、いや、タイミング悪く、と言った方がいいかもしれないが、美沙もこちらに気づいたようだ。サッと立ち上がり、ツカツカと近づいてきた。

「やっぱり現れたわね」

　美沙の口調は、のっけから好戦的である。

「うるせぇ、半端ロール」

　唐穂も臨戦態勢だ。

「ふたりとも、ケンカはやめてよね」

　菓このみは、大きくため息をつきながらもふたりの間に割って入った。放っておけば、つかみ合いのケンカを始めかねない。

　美沙が、目を細め菓に顔をむけてきた。

「菓、帯たて刀わきさんといつからそんなに仲よくなったの？　休みの日もいっしょなんて……」

「てめぇにはカンケーねぇだろ」

　唐穂が、すぐに突っかかる。

　また、美沙と唐穂が激しく視線をぶつけ合った。

「きのうといい、きょうといい、あなたのセンス、本当に病んでるみたいね。足を見せればいいってもんじゃないでしょ。どう、これが本当のオシャレよ」

　フフン、と鼻を鳴らし、美沙が自分のスカートをちょっとつまみ上げてみせる。

「お前こそ、半端ロールに栄養吸われて、脳みそ干ひ涸からびてんのか？　そんなダセェ格好で外歩いてんじゃねぇよ」

「なんですって！」

「やんのか、この半端ロール！」

「はいはい、ふたりともそこまで！　ケンカなんかやめて」

　菓は両腕を広げた。

　すると、美沙と唐穂が互いを指差し、

「その服、菓もセンス悪いと思ってるんでしょ？」

「そいつの半端ロール、菓も変だと思ってんだろ？」

　菓に同意を求めてくる。

　菓はキュッと唇を引き締め、言い合っているふたりを睨にらんだ。

「あたしは唐穂も美沙も好きよ。大切なお友達だって思ってる。唐穂が着てる服も、美沙の髪型も、全部ひっくるめて好きなの。だから、あたしの好きなものをバカにしないで」

　美沙と唐穂が、不満げな顔ながらも言葉を呑のみ込んだ。

　菓はこの瞬間を逃さず、言った。

「よし、それじゃあ、三人でどこかのお店に入りましょ」

　おしゃべりすれば、互いの見えない部分が見えてくるはずだ。理解し合えるキッカケが生まれるかもしれない。

　菓このみは、そうなることを願いつつ、美み沙さと唐から穂ほに笑いかけた。が、そんな願いはあっさりと蹴けり飛ばされてしまった。

「こいつと店入るなんて冗談じゃねぇよ。あたしはゲーセンいくけど、菓はどうする？」

　唐穂が、道むこうのゲームセンター、『センチュリー21』をあごで指し示した。彼女の目には、自分といっしょにきて欲しい！　という感情がハッキリと浮かんでいる。

「菓、わたしと紅茶でも飲みましょう。おごってあげるから」

　美沙が、菓の腕に抱きついてきた。

「てめぇ、ひとりで茶ぁ飲めよ。菓はあたしとゲーセンいくんだからよ」

　唐穂も、美沙とは逆の腕に抱きついてくる。

「ゲームセンターに入るのは、学校で禁止されてるわ。だから菓は、わたしとお茶するの」

　唐穂と美沙の中ではそれぞれ、菓が自分についてくることは決定事項であるらしい。

　ふたりの気持ちは嬉うれしいのだが、体はひとつしかない。菓は迷った。

「菓はあたしといくんだよっ！」

「菓はわたしといくのよっ！」

　左右から、ぐいぐいと両腕を引っ張られる。

「もうっ、いいかげんにしてっ！」

　菓はとうとう、叫んでしまった。

　美沙と唐穂が、ピタリと言い合いを止める。

「ジャンケン勝負よ！　恨みっこナシだからね」

　菓の言葉に、美沙と唐穂が視線をぶつけ合う。次の瞬間、

「最初はグー！　じゃんけんぽん！」

　唐穂はグー。美沙はチョキ。

　唐穂は「よっしゃ！」とガッツポーズをキめ、美沙は「本当はパーを出そうと思ったのにっ！」と頭を抱えて座り込んでしまった。

「よし、菓、いこう」

　菓は喜ぶ唐穂に腕を引かれ、歩き出した。

　美沙が心配になったが、すぐに立ち上がった彼女が、迷いのない足取りで後ろから追ってきた。そしてすぐに、唐穂が引っ張る方とは逆の腕に自分の腕を絡みつけてくる。

　唐穂と美沙が、菓を挟はさんで再び睨にらみ合う。

「てめぇ、なんでついてくんだよ」

「いかない、とは言ってないけど？」

「ゲーセンは学校で禁止されてんじゃなかったのか？」

「法律じゃ禁止されてないわ」

「減らず口叩たたいてんじゃねぇぞ！」

「あなたのスカート、本当に短すぎるんじゃない？　見えそうよ」

「話をそらしてんじゃねぇっ！」

　菓このみは心の底から願った。ゲームセンターの騒そう々ぞうしさが、美み沙さと唐から穂ほの罵ののしり合いを掻かき消してくれることを。

　ホントにもう、このふたりは……。



　唐穂が、あっさりとゲーム機に一〇〇円玉を入れているのを見て、菓は唸うなった。

　現在、財布の中身は七〇〇円弱。今月のお小遣いを使ったのは、おととい唐穂と食べたチーズバーガーセットだけだというのに……。

　でも、一回くらいは挑戦してみてもいいかな、などと考えてしまう。

　実をいうと、ゲームセンターという場所で遊んだことのない菓である。家にもＴＶゲームなどないため、少しだけ興味があるのだ。

　美沙といっしょに、唐穂がやっているゲームの画面を覗のぞき込む。ふたりの人間が、殴なぐり合ったり蹴けり合ったり、飛び跳ねたり……。格闘ゲームというヤツらしい。

　画面上で闘っているのは、チャイナ服の女性と忍者のような男だ。まるで人間のような動きで、チャイナ服の女性が忍者をボコスカに攻撃している。

　そしてすぐに、忍者が倒れてしまった。ピクリとも動かない。死んだのだろうか？

　“〝ＹＯＵ　ＷＩＮ”〟という文字のあと、アップになったチャイナ服の女性がなにかしゃべったようだが、うまく聞き取れなかった。でも、最近のゲームは凄すごいなぁ、と時代に取り残された年寄りのように感心してしまう。

「で、どっちが勝ったの？」

　美沙が、そう訊たずねてきた。

　唐穂がどちらのキャラを操作しているのかよくわからないまま観戦していた菓は、すぐにこたえられない。

「う～ん、たぶん唐穂じゃない？」

「勝ったの、あたしよ」

　肩越しに振り返った唐穂が、ひらひらと片手を振った。

「へぇ、唐穂、ゲーム上手なんだね！」

「まあね、独りでやれる遊びはゲームくらいだからさ」

　画面へむき直った唐穂の表情は、菓からは見えない。だが、彼女の声に微かすかな淋さびしさが滲にじんでいたことに気づいた。

　気づいてすぐ、拳こぶしを握り締めて心に刻きざんだ。「独り」なんて言葉を二度と彼女に言わせない、と。

　また、ゲームが始まった。チャイナ服の女性が、今度は筋肉ムキムキのインディアンと闘っている。

「ゲームなんて、どこが面白いのかしら？　目が悪くなるし、人づき合いが下へ手たになるし、なによりもここは空気が悪いわ」

　美み沙さが、ゲームセンターの中を見回しながら言った。

　彼女の声が、騒そう々ぞうしい電子音に押し潰つぶされたのを感謝しながら、菓このみは苦笑いを浮かべる。

「人それぞれだよ。ゲームにはゲームのよさがあると思うけど……でもまあ、確かにここは空気が悪いよね」

　天井付近にはタバコの煙がたゆたっているし、すぐそばでも、大学生くらいの男性がくわえタバコでゲーム画面を覗のぞき込んでいる。

「出ましょうよ、ここ」

「ジャンケンで負けたでしょ。ジャンクの人たちがくるまでここにいましょ」

「ずっといてくれていいぜぇ」

　ぬめった声が、不意に耳のすぐそばから聞こえてきたため、菓は反射的に横へ飛び退のいた。が、だれかにぶつかってしまう。

「おっと、逃げんなよ」

　ぶつかったのは、ロンゲ男。

　ぬめった声の主は、角刈り男。その隣に立っている女は、色の悪いセミロング茶髪。

　きのう、唐から穂ほにカラんでいた茶髪三人衆である。きょうもまた、ゲームセンターでたむろしていたようだ。

　茶髪三人衆に気づいた唐穂が、ゲーム途中で立ち上がった。

　状況がわからない様子の美沙が、目を細めて茶髪三人衆へ静かに視線を投げている。

　ゲームセンターの騒々しさが、菓の周囲だけ消えてしまったかのような緊迫感が流れていく。

　ロンゲ男が口を開いた。

「タツ先輩、こいつですよ、きのう言ってた『呪のろわれ者』って」

「！」

　こいつは、唐穂が『呪じゆ受じゆ者しや』だと知っている。前の中学の知り合い？　こんなヤツに、『呪受者』だとバレているのか……。

　菓は、手の皮が捩よじれるほど拳こぶしを握り締めた。

　茶髪に囲まれると、さすがにちょっと怖いから、ここは一時退却だ。が、まずはロンゲ男の横っ面をぶん殴なぐってやろう。ゲームセンターを出るのはそのあとでいい。と菓がそう思ったそのとき、ゲーム機のむこうから、のっそりと体の大きな男が現れた。

　見て、菓は体のどこかが痺しびれるのを感じた。

　入道雲のような大男は、どう見てもヤのつく商売の人だった。眼光は鋭いし、右頬ほおには刃物で斬きりつけられたような傷があるし、なによりもツルツル頭だ。真紫の下品なシャツも危なげである。身長は、一九〇センチを楽に超えているだろう。まさにスキンヘッド大巨人だ。――怖すぎる。

「タツ先輩、ほら、『呪われ者』見てみたいって言ってたでしょ」

　ロンゲ男が、唐から穂ほを指差した。

　タツ先輩が、ジロリと唐穂へ目をむける。

「へぇ～、可愛かわいいじゃんか。『呪のろわれ者』には見えねぇけどな」

　まるで空から降ってくるような声を前にしても、唐穂は怯おびえた様子を見せない。それどころか、スキンヘッドを睨にらみつけている。

「唐穂、相手にしちゃダメ、いこう」

　菓このみは、唐穂の手を取った。そして、店の出口へむかおうとしたそのとき、目の前に立っていた美み沙さと視線がぶつかった。

「美沙も、早く……」

「いま、『呪われ者』って……」

　見開かれた彼女の目は、菓を通り越して唐穂へ注がれている。

　握った唐穂の手が、ビクッと震えたのがわかった。続けて、力が抜けていく。

「あれれぇ、知らなかったのかな？　そいつは、帯たて刀わき唐穂は『呪われ者』なんだよぉ」

　角刈り男が、ふざけた口調で叫んだ。店中に聞こえるような大声で。

　周りでゲームをしていた人たちが、何事かとこちらを見ている。

「みなさぁん！　ここに『呪われ者』が潜伏してますよぉ！」

　ロンゲ男が笑い出す。

「気持ち悪ぅい」

　セミロング女も笑っている。

「あの人たちが言ってること……嘘うそでしょ？　帯たて刀わきさんと仲が悪いから、あんなこと言ってバカにしてんでしょ？」

　美み沙さが、薄い笑みを浮かべた。が、口端が微かすかに痙攣している。

「どうだっていいでしょ、そんなこと。とにかく、店を出るわよ」

　菓このみは、項うな垂だれた唐から穂ほの手を引き、出口へむかって歩き出した。ここにいては、とんでもないことになりそうだ。

　嫌な予感が、菓の足を速くする。

「きょうは逃がさないよぉ」

　ロンゲ男が、菓の前に立ち塞ふさがってきた。

「どいてっ！」

　ドンッと相手を突き飛ばし、菓は唐穂の手を引いて駆け出した。が、きのうとは違い、今度は簡単に腕をつかまれてしまう。

「ちょっと見てくれがいいからって、お前、調子に乗ってねぇか？　顔、殴なぐられないと思ってんだろ？　『わたし可愛かわいいからぁ、男はなんでも許してくれるのよねぇ』なぁんて思ってんだろ？　ナメてんじゃねぇぞっ！」

　ロンゲ男が叫んだのと、頬ほおに鈍い痛みを感じたのは、ほぼ同時だった。

「てめぇ、菓になにしやがんだっ！」

　続けて、唐穂の鋭い声。

　目の前にいくつかの星が飛ぶのを感じながらも、菓は咄とつ嗟さに唐穂の腕を引き、彼女の体に抱きついた。

「ダメっ！　絶対にダメっ！」

　唐穂の胸にはすでに、呪じゆ刀とうが現れていた。彼女の背にも、紅あかい鎧よろい武者、政まさ宗むねの姿が視みえる。独眼が、茶髪三人衆とタツ先輩に冷たく注がれている。

　このままでは……。

　菓は、必死で唐穂の華きや奢しやな体を抱きしめた。





　美沙は、その場を動くことができなかった。

　転入生が、新しいクラスメイトが、帯刀唐穂が、『呪のろわれ者』？　そんなことって……。

　菓が、唐穂をゲームセンターの入口まで無理やり引きずっていく。だが美沙は、すぐにそのあとを追いかけることができない。

　頭を茶色に染めた男ふたりと、海坊主のような大男、それにゲームをしていた大勢の客が、菓たちについていく。

「あんた、帯刀の新しいダチ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　先ほど、大声で「気持ち悪ぅい」と唐穂をバカにしていた茶髪の女が、馴なれ馴れしく話しかけてきた。

「ダチって……友達じゃないわ」

　美み沙さは正直にこたえた。まだ、下の名前で呼び合うような間柄でもないし……。

「それが利口だと思うよぉ。あいつ、前はウチらと同じ中学でさ、いっしょに悪さばっかやってたわけよ、それがさ、ある日、遊びで呪じゆ鈴りん近づけたらチリチリチリンって鳴るじゃない、あんときゃマジでビビッたね」

　見たことはないが、呪鈴という道具の存在は美沙も知っている。『呪のろわれ者』に近づければ、憑ついた呪じゆに反応して鳴り響くという鈴のことだ。

　どこか間延びしたしゃべり方で、茶髪の女が言葉を続ける。

「だからさ、みんなでハブってやったんだよ」

「ハブ？」

「知らない？　ハブ。無視のこと、みんなで無視すんの。ま、それだけじゃないけどね。色々追い込みかけてやったわけよ、計画立ててみっちりとさ。そしたら帯たて刀わき、逃げこいて転校しちゃってね、いきなりゲーム終了。ウチら、あいつが飛び降りる方に一万賭かけてたのに、つまんないのよ」

　ああ、この女はバカなんだな、とそう思いながら、美沙は歩き出した。

「ねぇ、あんたの学校でも言いふらしてやんなよ、帯刀は『呪われ者』ですってさ」

　そんな声が聞こえたが、美沙は顔もむけなかった。

　いまは、菓このみのことが心配である。

　彼女は、知っていたのだろうか？　唐から穂ほが『呪われ者』だということを。

　知っていて、唐穂にやさしくしてあげていたのだろうか？

　可愛かわいくて、活発で、リーダーシップがあって、だれにでも平等に接する菓。クラスどころか、学年で最も有名な女の子。本来、学級委員長は彼女がなるべき役職である。

　美沙は、小お笹ざさ菓という少女に嫉しつ妬とし、それ以上に強い憧あこがれを抱いている。同世代の中で、唯一「負け」を認めた存在なのだ。

　そんな菓が、『呪われ者』である唐穂に心を砕いているなんて、なんだか許せなかった。

　唐穂は、『呪われ者』であることを否定しなかった。うつむき、自分から目をそらした。それだけでもう、ハッキリとわかった。

　帯刀唐穂は、『呪われ者』なのだ。



    

  
    
      


第五章　バトル・メイド



「お集まりのみなさぁん、帯たて刀わき唐から穂ほはぁ、『呪のろわれ者』ですよぉ～」

「伝う染つりますよぉ、怖いですよぉ、『呪われ者』になっちゃいますよぉ」

　ロンゲ男と角刈り男が、ゲームセンターの入口で声高に叫びながら、菓このみや唐穂の頭をバシバシ叩たたき続けている。

　叩きながら叫び、叫びながら叩く。

　タツ先輩が、ブホホホと面白そうに笑っている。

　野次馬は、見ているだけでだれも助けようとはしてくれない。

　ムカつきを懸命に抑えながらも、菓は呪じゆ刀とうの柄つかへ体を押しつけた。こうしていれば、唐穂は政まさ宗むねに呪刀を抜かせることができなくなる。抜けば、菓の体も傷つくからだ。

「菓っ、いいから離せっ！　こいつらぶっ殺してやるっ！」

「唐穂、他人を傷つけたら自分が苦しいだけだよっ！」

「だって、菓に、こいつらっ！」

　ロンゲ男と角刈り男が、ウヒャヒャヒャ、と心底楽しそうに笑っている。

　ブホホホとタツ先輩も楽しそうだ。

　とにかく、我慢した。ここで自分が怒れば、唐穂はきっと呪刀を抜く。抜いたあと、斬きるのがコーヒー缶やガードレールならいいのだが、おそらく、今回は人間になるだろう。

　それだけは、なんとしても防がなければならない。

「てめぇらっ！　前みたいにあたしを殴なぐれよっ、それなら、いくらだって我慢してやるよっ、だから、だから菓にだけは手ぇ出すなっ！」

　唐穂が、涙声で叫んだ。

　前みたいに？　菓は、唐穂の言葉を聞き、下唇をきつく噛かみ締めた。

　きっと、『呪じゆ受じゆ者しや』であるという理由で、この連中に色々嫌なことをされたのだろう。

　こいつらを思いっきり殴り飛ばしてやりたい。菓パンチに菓キックに、それから、それから……。とにかくバシバシバシッと泣き出すまで殴ってやる。今度会ったとき！

　いまは、感情を逆立てている唐穂を放せない。

　菓は、後ろから頭を叩かれながらも、唐穂を押した。このまま広場までいけば、ケイたちに助けてもらえるかもしれない。

　頭を叩かれ、髪をつかまれ、それでも菓は唐穂から体を離さなかった。

「菓、ごめん。あたしのせいで、ごめん……」

　唐穂が、菓の肩口をギュゥゥゥッと握り締めてくる。

　そのときだった。

　ゲームセンターの騒そう々ぞうしい音楽が、茶髪男たちの耳障りな笑い声が、一気に吹き飛ばされた。

　空気を引き裂くようなブレーキ音。そして、こぶしの利いた演歌。

《やられたらぁ、やりかえせぇ、お、やりやがったな、百倍にして返すぜっとぉっ》

　ゲームセンター前の歩道に突っ込んできたのは、ピンクの軽自動車だった。

　とまるなり、バンッとドアが開く。

　そこからスカートを翻ひるがえして降りてきたのは、金、紫、赤の三色メッシュが目に鮮やかな、小こ鳩ばとの専属メイド、夕ゆう香かである。

「夕香さん！」

　菓このみは、思わず叫んだ。

　動いた、と菓が思ったときにはもう、夕香は手の届く距離に立っていた。

《俺おれの拳こぶしはぁ、メガトンパンチぃ、おめぇら気ぃつけなぁ、当たると死ぬぜぇ》

「坊やたち、女の子にはやさしくしなきゃ」

　突然、ロンゲ男と角刈り男が激しく吹っ飛んだ。それぞれの顔面に、夕香が拳を叩たたき込んだのだ。

　ふたりとも野次馬の群れに突っ込み、そのまま地面に倒れて動かなくなる。

　菓の位置から、ロンゲ男がダラダラと鼻血を流しているのが見えた。完全に白目を剥むいている。もしかしたら、鼻が折れたのかもしれない。

　金、紫、赤の閃せん光こうが、菓の視界を流れ、タツ先輩へぶつかっていく。

「ウチの！」

　夕香が、タツ先輩の右みぎ膝ひざへ情け容赦なく前まえ蹴げりを放つ。

「お嬢様の！」

　膝を正面から蹴りつけられれば、だれだって泣くほど痛い。スキンヘッド大巨人のタツ先輩も、例外ではなかったようだ。顔を歪ゆがめ、体をくの字に折った。

「ダチにっ！」

　夕香が、目の前に下りてきたタツ先輩の顔面を鷲わしづかみにし、

「なにしてくれてんだっ！」

　そのまま勢いをつけ、そばにあった自販機の側面へ後頭部を叩きつけた。

　グシャッ、という鈍い音とともに、自販機がへこんでしまう。

《俺のぉ、歩く道ぃ、血塗られたぁぁぁ、あ、修羅街道ぉぉぉ》

　おおっ、と野次馬からどよめきの声があがる。

　うわ、すげぇ、と唐から穂ほも驚嘆の声をもらしている。

「わかってんのか、タツっ！」

　夕香の怒声に、菓は首を傾かしげた。

　タツ？　なぜ夕香が、タツ先輩の名前を知っているのか？

　そのこたえは、すぐに出た。

「す、す、すすす、すんませんっっっ！」タツ先輩が完全に声を裏返らせながら、夕香に深々とスキンヘッドを下げた。「夕香姐ねえさん。本当に知らなかったんす。姐さんのお知り合いだったなんて、そいつら、あ、そのお嬢さん方がなんにも言ってくれなかったもんだから、本当に、本当に、本当にすんませんでした」

「わざわざ言うか、アホっ！」

　夕ゆう香かが、タツ先輩のスキンヘッドをボカッと殴なぐりつけた。

　自販機に叩たたきつけられてもケロッとしているタツ先輩だから、その頭はかなり硬いのだろう、夕香が顔をしかめ、殴った手をブラブラと振った。

　右頬ほおに刃物で斬きられたような傷を持つタツ先輩が、ヤクザ顔負けの厳いかつい顔を泣きそうに歪ゆがめ、すんません、すんません、と夕香に頭を下げ続ける。

　そんな彼に背をむけ、夕香が菓このみの方へ足早に近づいてきた。

「菓ちゃん、唐から穂ほちゃん、ごめんね。怖かったろ？　あいつ、あたしの後輩なんだよ。ああ見えてもまだ一八だからさ、考え方がガキなんだよね」

　一八歳？　とてもそんな年齢には見えない。二十代半ばか、下へ手たすると三〇を超えていると思っていた。

　菓は、唐穂と顔を見合わせ、ふたり同時に全身でため息をついた。

　と、そのタツ先輩が、のっそりと夕香に近づいてきた。体は大きいが、年齢を聞いたあとだとなんだか可愛かわいい瞳ひとみを持つ少年のようにも見えてくる。といっても、菓よりずっと年上ではあるのだが……。

「あ、夕香姐ねえさん、お姉さんはお元気ですか？　あの人に刻きざまれた傷、ほら、バッチリ残ってるでしょ、俺おれの自慢なんすよ」

　言いながら、嬉うれしそうに右頬の傷を指差した。

「バカじゃないのあんた、そこに転がってるふたり、さっさと片づけな」

「あ、はい、本当にすんませんでした。そちらのお嬢さん方も、勘弁して下さいね」

　タツ先輩が夕香に謝り、菓と唐穂にも地面に額がつきそうなほど頭を下げてくる。

　菓も、慌ててタツ先輩へ頭を下げた。そうしながら、思った。夕香にはお姉さんがいるらしい。が、ちょっと怖い人のようだ。夕香も、話題にするのを避けていたようである。

　結論――夕香の姉の話には触れないでおこう。



　夕香に殴り倒されたロンゲと角刈りの茶髪男を、タツ先輩が店の奥へ運んでいく。

　潮が引くように野次馬の姿がなくなったあと、美み沙さがゆっくりとゲームセンターから歩み出てきた。

　菓は、唐穂を見る美沙の目が気になった。

　明らかに、いままでとは違う色。

　クラスメイトを見る目ではなく、ケンカ相手を見る目でもない。

　理解できないモノを見る目。薄気味の悪いモノを見る目。自分の世界から排除したいモノを見る目。そんな目だ。

　唐穂と美沙が、視線を合わせる。だがそれも、いままでとは違う。

　火花なんか散らない。互いに気持ちをぶつけ合わないから。

　そこにあるのは、相手を自分の内に入れまいとするぶ厚い壁だけ。互いに怯おびえ、互いに警戒し、互いに拒絶し合っている。

「あっと、菓このみちゃん、これ届けにきたんだよ」

　唐から穂ほと美み沙さの間に流れる重たい空気などお構いなしに、夕ゆう香かがエプロンのポケットから取り出したのは、二枚の写真だった。

　菓は、美沙から夕香へと意識をむけた。

　写真を一枚、手渡される。もう一枚は唐穂へ。

「病院に戻ったらさ、小こ鳩ばとお嬢様と兄貴しかいないじゃん。菓ちゃんたちが神こう代じろ坂ざか駅前の広場にいるって聞いてさ、毬まり藻もちゃんらに写真届けて、小鳩お嬢様と兄貴を屋敷に送ったあと、ここにきてみたってわけ」

　ニカッと笑う夕香に笑みを返し、菓は写真に目を落とした。

　病院前で撮ったものである。早速、現像してきてくれたようだ。

　志し朗ろうが、小鳩が、毬藻が、鹿ひ尾じ菜きが、夕香が、そして、唐穂と自分が、それぞれがそれぞれの笑顔で写っている。

　たった一枚の写真。しかし、大切な思い出になるであろう写真。

　ジッと写真を眺める唐穂の唇には、やさしい微ほほ笑えみが浮かんでいる。

　彼女には、そんな笑顔が似合っている。他人を睨にらみつけるのではなく、うつむくのでもなく、やはり笑顔が似合う。

　菓はそう思った。

「あたし、変な顔で写ってんなぁ」

「みんな可愛かわいく写ってるよ」

　唐穂に、夕香が笑いかける。

「そうですか？」

「唐穂ちゃん、いい顔で笑ってるじゃん」

　夕香の言葉に、唐穂が本当にやわらかな笑みを浮かべる。

　そのとき、近くで見ていた美沙が口を開いた。

「菓……帯たて刀わきさんは……『呪のろわれ者』よ……いっしょに、写真なんか、撮っていいの？　危なくないの？」

　場の空気が、瞬時に凍りついた。

　唐穂が、写真を持ったまま表情を強こわ張ばらせた。

　夕香が、眉まゆ根ねに微かすかなしわを寄せた。

　菓は、美沙を見つめた。正面から、目をそらさず、真まっ直すぐに。

「唐穂と写真を撮るのは、ちっとも危なくなんかないよ」

「でも、『呪われ者』なのよ！　呪じゆが、菓に伝う染つってきたらどうするの？　変なモノが憑ついたらどうするの？　菓はやさしすぎるから、帯刀さんといっしょにいてあげてるんだろうけど、もし呪じゆを伝う染つされたら、取り返しがつかな……」

「美み沙さっ！」

　菓このみは叫んだ。

　美沙が、顔を強こわ張ばらせる。

　唐から穂ほは、表情を固めたまま動かない。手に持った写真だけが、小さく震えている。

　夕ゆう香かが、大きく息をついた。

「巻き毛のお嬢さん、偏見持つのもいいけどさ、人間は根っこの部分が腐っちゃおしまいだよ」

　その言葉に、美沙の目が潤んでいく。

「偏見なんて……わたしは、ただ、菓が心配で……」

「重荷を背負ってるダチに、巻き毛のお嬢さんはなにをしてやれるんだい？」

　続けた夕香の言葉に、美沙が唇を噛かみ締める。

　菓は、そんな美沙を黙って見つめた。いままで、彼女のような人間をたくさん見てきた。

　知識も経験もないくせに、『呪じゆ受じゆ者しや』は危険な存在だと、物知り顔で叫ぶ人。隔離すべきか否かを本気で論じている人。『呪受者』は人類のガン細胞だと真剣に思っている人。

　そんな人たちの意見を聞いた多くの人々が、また同じような考えを持つに至るのだ。

　菓は願った。

　どうか、自分の正直な心の価値観で判断して欲しい。どうか、偏見を拭ぬぐい去って欲しい。どうか、友達を見捨てないで欲しい。

　どうか……命を基準に物事を考えて欲しい。

　だが、思いは届かなかったようだ。

　美沙が走り出した。

　菓の横を駆け抜け、道路を渡り、駅前広場に駆け込み、そのまま人込みの中へ消えてしまう。

　菓は夕香と目を合わせ、重い息を吐いた。

　唐穂も、ため息をついている。

　パンッ、と夕香が手を打ち合わせた。

「ダチとのすれ違いは当たり前！　ケンカと仲直りの繰り返し！　だからきょうのところはこれでヨシとしておいて、菓ちゃん、兄貴はウチにきてるけど、これからどうすんの？」

　菓は、唐穂へ顔をむけた。

「あたしは……ここにいるよ。もうすぐケイさんたちがくるだろうから」

　彼女の言葉を聞き、菓の心も決まった。

「夕香さん、ごめんなさい。あたしも、もう少しここにいます」

　そっか、と夕香がニッコリ笑ってくれる。

　ピンクの夕香号が、カーステレオを最大にして走り去っていく。

　菓はそれを見送ったあと、唐穂といっしょに駅前広場にむかった。





　朝あさ香かは、ソファに体を沈めたまま顔中に汗を浮かべている倭やまとに寄り添い、ハンカチでその汗を拭ふいてやった。

　倭の額には前髪が貼はりつき、吐く息も荒い。かなり疲れたのだろう。

「こんなことして、大丈夫なの？」

　朝香の問いに、倭が大きく息をつきながら目をむけてくる。

「……どうだろうね？　でも、必要なことだよ」

「危険だと思うけど」

「もう、放ってしまったからね。あとは、朝香が電話を入れてくれればいい」

「わたしに選択権はないの？」

「あるさ、小こ鳩ばとを見捨てるか、助けるか……あ、あとひとり、小お笹ざさくんもいるけどね」

「もうっ、ないのといっしょじゃない」

　倭の顔をハンカチで素早く拭いたあと、朝香はソファから立ち上がった。そして、上着の胸ポケットからケータイを取り出す。

　短縮を押し、いつもの番号へかけた。

　数回のコール音が鳴ったあと、

『おかけになった番号は、現在使われておりません。番号をお確かめのうえ、もう一度かけ直しやがれ！』

　少々乱暴な声が聞こえてきた。

　いつものことだから、朝香は構わず話し始める。

「いま大丈夫？」

『運転中』

「あら、車に乗りながらケータイを使っちゃダメなのよ」

『そんなこたぁいいから、さっさと用件言ってよ』

　朝香は、倭と視線を合わせて小さくうなずいたあと、口を開いた。

「ついさっき、捕ほ縛ばくしていた呪じゆを三〇体ほど解放したわ」

『………っ』

　ケータイのむこうから、息を呑のむ気配が伝わってくる。

「すべて、水みず星ほし家けへの恨みから生まれた呪よ。解き放ったあとは……わかるでしょ？」

『おいっ、なんてことしやがんだっ！　屋敷にはいま、小鳩お嬢様がいるんだよっ！　それにダチもっ！』

「知ってるわ、だから急いで……帯たて刀わき唐から穂ほさんの呪が、役に立つはずよ」

『このクソ女っ、小鳩お嬢様がケガしたらどうすんだっ！　倭さんにも言っとけ！　今度こんなことしたら、そっちに殴なぐり込みにいくぞって！　殺すぞマジでっ！』

　ブチッ、と一方的に通話を切られてしまった。

　朝あさ香かはケータイを仕舞うと、倭やまとに笑いかけた。

「すっごく怒ってたわ」

「妹さん、怖いからね」

「いつまでも子どもだから……でも、そんなところが可愛かわいいんだけど」

「弟や妹は、いくつになっても可愛いもんだよ」

「そうかもね……」

　こたえながらも朝香は、いま、この瞬間も、倭の心を蝕むしばんでいる小こ鳩ばとという存在に軽い嫉しつ妬とを覚えた。

　朝香は、そんな浅ましい気持ちを微ほほ笑えみというオブラートにゆっくりと包み込み、心の奥深くへ沈めていく。

　倭の前では決して、醜い自分は晒さらさない。そう心に誓っている。

　一匹の小さな蜘く蛛もが、倭の足下に姿を現した。小さいといっても掌てのひら大だから、虫嫌いの人間が目にすれば悲鳴をあげかねないほどの大きさである。

　だが、倭に憑ついた呪じゆ、包ほう呪じゆはさらに大きな蜘蛛である。縦横三メートル以上はあるだろうか。

　多くの小蜘蛛を放ち、それを憑けて人間を自在に操ることができるという、守しゆ属ぞく呪。

　それに加え、包呪にはもうひとつの能力がある。

　それは、攻撃してきた呪を捕らえ、自分の巣に縛りつけておくこと。

　捕ほ縛ばくした呪は、またいつでも逃がしてやることが可能である。

　ただ、再び解き放つときには、複雑に絡めた呪い糸とを断ち切らなければならないため、倭にとっては精神的にも肉体的にもつらい作業になるようだ。

　今回は三〇数体もの呪を逃がしてやったため、倭の顔色も青ざめている。

　それでも、徐々に呼吸が整ってきたらしい。またいつものように、整った唇が笑みのかたちを取り戻している。

「さて、それじゃあボクたちもいこうか……」

　倭が、ソファから腰を上げた。

　立ち上がると、彼の目線は朝香よりずっと上になる。たったそれだけのことなのに、なぜか恐怖を覚えるのだ。彼が手の届かない場所へいってしまうようで、怖い。

　あまりにも完成されすぎた倭。

　だがその完成度は、精せい緻ちなガラス細工に似ている。内に秘めた繊細さは、ときとして脆もろさにも直結するから。

　朝香は、めまいを覚えそうな倭の微笑みから目をそらし、ドアへ歩み寄った。

　そして、それを開けた。

　外の光が、部屋の中へ流れ込んでくる。

「たまには、外の空気も吸わなきゃね」

　光の中へ歩み出ていく倭へ、朝香は精一杯の笑顔をむけた。

　倭やまとに続き、朝あさ香かもドアを通り抜ける。そして後ろ手にドアを閉め、彼と並んで歩き出す。

　倭とともに……。

　歩きながら、朝香は自分に言い聞かせた。

　倭のためなら、なんだってやれる。

　何度も、何度も、祈るように心の中で唱え続けた。

　わたしは、倭と、ずっと、ずっと……。





　菓このみは腕時計を見た。一二時五〇分を回っている。

　ケイたちは、まだ現れない。

　菓は、唐から穂ほと並んでベンチに座ったまま、駅から出てくる人や入っていく人たちを飽きもせず眺めていた。大勢の人の流れは、見ていて飽きない。同じ体格や服装の人なんていないからだ。

　唐穂が、ビスチェの胸ポケットから写真を取り出し、それに目を落とした。座っている間、何度もそうやって写真を手にしては、表情をゆるめている。

　写真は道ゆく人々と違い、何度見ても変わることはないのだが……。

「あたし、ちょっと目ぇ細めちゃってるからさ、なんか変じゃない？」

　唐穂が、食い入るように写真を見ながら言った。

「唐穂は唐穂のまんまで写ってるよ。可愛かわいいんじゃない？」

　菓は、彼女の持つ写真を横から覗のぞき込んだ。

　撮ってくれた人の腕がよかったのだろうか、または写真屋さんの現像技術が優れていたのだろうか、それとも被写体がよかったのか、とにかく写真は最高の出来だった。

「可愛いよ、うん、可愛い」

　菓は、正直な気持ちを何度も繰り返した。

「もっとちゃんとした服を着てくりゃよかったなぁ、写真撮るなんて思わなかったからさぁ、しまったなぁ、やっぱあたしの顔、ちょっと変じゃない？」

　写真を見ているときの唐穂は、とても幸せそうだ。写真からたくさん元気をもらっている。そんな表情。

　唐穂が、宝物でも扱うように写真をまたビスチェの胸ポケットに仕舞う。そしてすぐに、「夕ゆう香かさんって、スゲェな」と驚きとも感動とも取れる声をもらした。

「強いし、美人だし、こだわり持ってそうだし……でも、なんで演歌なんだ？」

「なんでだろね？　単純に好きなんじゃない？」

　気合いと根性と魂を兼ね備えたスーパーメイドの爽さわやかな笑顔を思い浮かべ、菓は嬉うれしくなった。自分は夕香が大好きだ。そして唐穂も、夕香を好きになってくれた。

　こうしてひとつずつ、共通のモノが生まれていく。思い出、好きなこと、共通のモノはなんだっていい。

「演歌はよくわかんねぇけど、とにかく、夕ゆう香かさんは凄すごいよ」

「凄いよね」

　菓このみは、唐から穂ほに合わせてうなずいた。そのとき、

《血がたぎるぅ、あいつが俺《おれ》を呼ぶぅ、闘え！　闘え！　闘え！　俺は喧けん嘩か屋や、無法松ぅ》

　広場中に響き渡るような演歌が聞こえてきた。音源は、ピンクの軽自動車だ。

「あ、夕香さんが戻ってきた」

　唐穂が、道のむこうから走ってくる夕香号を指差した。

「どうしたんだろ？」菓はベンチから立ち上がり、「お～い、夕香さ～ん」

　と、手を振ってみた。

「なんか、急いでるみたいだな」

「スピード、凄いね」

　夕香号が、みるみるうちに迫ってくる。

　前の車を追い抜き、ギュキュキュキュ、と横入りし、それどころか、歩道に乗り上げ広場へ突っ込んでくるではないか。

　驚いた通行人が、慌てて飛び退のいている。

「ここって、車入っちゃダメなんだよな……」

「だと思うけど……」

　振った手をそろそろと下ろしながら、菓は迫りくる夕香号を見つめた。なにかあったのだろうか？

　菓たちの目の前で、ギュギョギョッと広場の石畳にタイヤのあとを擦こすりつけながら、夕香号が横滑りに急停車する。

　窓から顔を出した夕香が、すかさず声をあげた。

「菓ちゃん、唐穂ちゃん、説明はあとでするから乗って！　小こ鳩ばとお嬢様が危ないんだ！」

　聞いた瞬間、菓は弾はじかれたように夕香号へ駆け寄り、助手席に飛び乗った。

　唐穂も、後部座席に転がり込んでくる。

　ドアが閉まるのも待たず、夕香がアクセルを踏み込んだ。

「飛ばすよっ！」





　志し朗ろうは、出された茶に口をつけた。

　夕香がいないため、小鳩が淹いれてくれたものだが、アチッ、と思わず声がもれてしまう。かなり熱い。火傷やけどしそうだ。

「ごめんなさい、慣れてなくて……」

　小鳩が、申し訳なさそうな目の色で、志朗の持つ湯飲みに視線を注いでいる。

「いや、おいしいよ、これ」

　根性で、ズズッと茶をすすり、ゴクリと呑のみ込む。熱湯が、喉のどを通り胸を焼く。

　正直、熱い。そして渋い。でも、小こ鳩ばとが慣れない手つきでお湯を沸かし、茶葉の入った缶を戸棚から探し出し、おたおたしながらも淹いれてくれた茶である。それだけでもう、嬉うれしさを通り越して感動しているのだ。飲む前から胸がいっぱいである。

「わたしが、熱いとか、よくわからないものだから……志し朗ろうくん、口の中、火傷やけどした？」

「本当においしいよ、これ」

　志朗はキッパリとこたえた。舌はヒリヒリしているが、気持ちはフワフワなのだ。

　同じように茶を飲んだ小鳩の表情は、微み塵じんも動かない。

　右手中指に憑ついた滅めつ呪じゆが、彼女の痛覚をほとんど麻ま痺ひさせていることは、志朗も知っている。だから、熱湯を口に入れても平気な顔をしているのだ。

　見ていて、志朗は胸が痛むのを感じた。

　できることなら、小鳩を呪じゆから解放してあげたいと思う。そして倭やまとは、それをやろうとしている。

　志朗は考えた。倭はいま、石南花しやくなげ大学付属病院にいるかもしれない、と。

　病院に入った六人全員が揃そろって追い出されるなんて、まずありえないことだから。



    

  
    
      



    

  
    
      「あしたまた、わたしひとりで病院にいってみるわ」

　志朗の思考を読んだかのように、小鳩がとうとつにつぶやいた。

「え？」

「倭兄様はたぶん、あの病院にいると思うの……」

　小こ鳩ばとも、志し朗ろうと同じことを考えていたようだ。

「きょうはみんなに迷惑かけたから、あしたはわたしひとりで……」

「菓このみが怒ると思うよ」志朗は、小鳩の言葉を遮さえぎり、続けて言った。「それに、俺おれも」

　小鳩に笑いかける。

「俺たちもいっしょに捜すよ。見つけたあと、小鳩ちゃんと倭やまとさんがふたりっきりで話したりするのは邪魔しないからさ、最後まで手伝わせて欲しいな」

「志朗くん……」

　小鳩が、微かすかに唇の力を抜いた。

　彼女の力になりたい。助けたい。喜んでもらいたい。

　志朗の中にあるのは、そんな気持ちだけだ。

「ありがとう」

　小鳩の表情から、ほんのわずかな力みが消えた。微ほほ笑えみと呼ぶにはあまりにも無表情な喜びの表現。

　それでも、小鳩が口にする「ありがとう」は、志朗にとって最高の喜びなのだ。

　ふたりきり。

　この場には、菓も夕ゆう香かもいない。

　志朗と小鳩のふたりきり。

　そう思うと、あたたかさが心の中に広がっていく。

　熱くて渋い茶を飲みながら、瞳ひとみにやさしい光を湛たたえた小鳩と見つめ合い、なんの束縛もない時間をゆったりと過ごす。

　――最高だ

　志朗は、ひっそりと喜びを噛かみ締めた。そのときだった。

　玄関の方から、バシィィン、と荒々しくドアの開かれる音が聞こえてきた。続けて、どたどたどたっと、だれかが家の中へ駆け込んでくる足音。

「小鳩様っ！　小鳩お嬢様っ！　大変です！　呪じゆが、呪がっ！」

　騒そう々ぞうしい足音と叫び声が、部屋に近づいてくる。

　小鳩が、素早く立ち上がった。

　どす黒い予感を胸に、志朗も立ち上がろうと腰を浮かす。同時に、部屋の襖ふすまがバタァン、と勢いよく開かれた。

　転げ込んできたのは、メイドだった。雲雀ひばりにいつも貼はりついている三人のうちのひとりだ。完全に落ち着きを失っている様子である。

「呪が……凄すごい数の呪が屋敷に入ってきているみたいです！　このままでは、防呪壁が破られて……」

「志朗くんはここにいて！」

　メイドが言葉を終える前に、小鳩が部屋を飛び出していく。

「呪の数が、多すぎ……こんなこと、いままで一度も……水みず星ほし家けは、いったい……どれだけの恨みを……」

　部屋の入口に座り込んだメイドが、身を縮めて震えている。

　状況がまったくわからない。だが、やるべきことはひとつ。

　志し朗ろうは、部屋を駆け出しながら叫んだ。

「むぅちぃ！」





　夕ゆう香か号は法定速度×２を下回ることなく、ガンガンに走り続けている。

　ときには歩道を、またときには対向車線を逆走し、前へ前へと突き進む。窓の外を、人が、バイクが、車が、後方へ次々と流れていく。

　まさにピンクの弾丸となった夕香号が、大爆走だ。

　ちゃちなジェットコースターなど比べものにならないスリルを体感しながらも、菓このみは叫んだ。

「夕香さん、ぶっ飛ばして！」

「まかせとけっ！」

「と、と、飛ばしすぎでは、な、な、ないでしょうかぁぁぁ」

　唐から穂ほだけが、後部座席でひとり混乱している。

　夕香が言うには、現在、水みず星ほし邸ていが大量の呪じゆに襲おそわれているらしい。

　水星家が、どれだけ恨まれていようが知ったことではない。だがしかし、いまあそこには志朗と小こ鳩ばとがいるのだ。もし、ふたりになにかあったら……。

　夕香号はすでに、常識はずれのスピードを出している。それでも、遅いような気がした。

「ぶつかるぅ、ぶつかるぅ、あああああぁ、神様ぁ」

　唐穂が、後ろから助手席の椅い子すにしがみついて祈っている。

　菓も祈った。

　どうか、志朗と小鳩が無事でありますように、と。

　あとついでに、人をはねませんように。



　車で一〇分ほどかかる距離なのに、夕香号は五分とかからなかった。

　水星邸の巨大な門の前に、後輪を滑らせながら急停車した夕香号から、菓は飛び降りた。

　門が開くのを待ってなどいられない。

「菓、待ってぇ……」

　唐穂も、よたよたと後部ドアから降りてくる。

「菓ちゃん、唐穂ちゃん、気ぃつけて」

　夕香も、車から降りてくる。

　本当にのろのろと開く正門の隙すき間まから、菓は体を滑り込ませた。

　屋敷の中に入り、それを視みた瞬間、背筋が冷たくなるのを感じた。

　呪じゆが、あんなにたくさん……。

　ずっと離れた場所に建つ巨大な水みず星ほし邸てい。その屋根や壁に、いままで視みたこともない数の呪が群がっている。

「うわっ、なんだあれ!?」

　唐から穂ほが、驚きの声をあげた。

「なに？　そんなに凄すごい？」

　夕ゆう香かが、眉まゆ根ねを寄せて屋敷の方へ目をむけている。

「いこう！」

　菓このみは、屋敷にむかって駆け出した。



　屋敷は、とんでもないことになっていた。

　屋根の上では、棍こん棒ぼうを持った四本腕の骸がい骨こつが走り回っている。壁にはナメクジに似た巨大な固まりが貼はりついている。柱を殴なぐりつけているのは、タキシードを着たゴリラだ。

　その他ほかにも、下半身が蛇の人間、背中にコウモリのような翼を持つ白犬、とんでもなく首の長い女性、プロレスラーのような黒鬼、宙に浮いた口裂け少女、と様々である。

　そのすべてが屋敷を攻撃しては、そこに張り巡らされた防呪壁に跳ね返され、中へ入れないでいる。それでもいつかは破り、侵入するだろう。

「こんなにたくさん、どこから……」

　唐穂が、防呪壁にぶつかっては奇声をあげている呪たちを視ながら、声をもらした。

「お兄ちゃん……小こ鳩ばとちゃん……」

　志し朗ろうと小鳩の顔が、菓の脳裏に浮かび上がる。

　また、菓は走った。小鳩の家は、屋敷を回り込んだ先にある。

「菓っ！」

「菓ちゃん！」

　唐穂と夕香も、後ろからついてくる。

　建物の角を曲がってすぐに、小鳩の波打つ黒髪が目に飛び込んできた。すぐ横に志朗の姿も。一〇メートルほど先で、数多くの呪に取り囲まれている。

「お兄ちゃん！　小鳩ちゃんも、無事だったのね！」

「菓、どうしてここに？　夕香さんと唐穂ちゃんも……」

　志朗と小鳩の顔がこちらにむけられたそのとき、頭上からキョエェェ、という耳障りな鳴き声が降ってきた。

　顔を上げたそこに、骸骨の顔。振り下ろされる棍棒。

「！」

　刹せつ那な、骸骨の胴がふたつに裂け、瞬時に霧散してしまう。

　菓は、そろそろと首を動かした。

　そばに立っていたのは、紅あかい鎧よろい武者、政まさ宗むね。手には呪じゆ刀とうを持っている。

「唐から穂ほ……サンキュ」

　襲おそいかかってきた呪じゆを、政まさ宗むねが斬きり捨ててくれたのだ。

「菓このみと夕ゆう香かさんは、あたしのそばから離れないで」

　唐穂が、鋭い目で周囲を見回した。

「おっ、頼りになる！」

　夕香が、素早く唐穂の背に隠れた。

　菓も、すぐに避難する。

　離れた場所では、志し朗ろうと小こ鳩ばとが呪を相手に闘っている。

　小鳩が出しているのは、おそらく斬ざん呪じゆだろう。彼女の右手人差し指に憑ついた呪で、大型犬よりもさらに大きな体を持つ、漆しつ黒こくの獣である。刺身包丁のように大きなふたつの牙きばが少し怖いが、宿主には従順だ。

　相変わらず動きが速すぎて、目で追うことは不可能だが、小鳩の周囲に寄ってくる呪はことごとく切り裂かれ、手足をもぎ取られているため、斬呪が動き回っているであろうことがわかる。動く度、地面に深い爪つめ痕あとを残すのも特徴のひとつだ。

　一方、志朗の言うことをあまり聞かない呪、むぅちぃだが……。姿が視みえない。

　志朗がなにか叫んでいる。彼が顔をむけている方向には、数体の呪が団子状態になっているだけだが、まさか……。

「むぅちぃ、振り払えっ」

『んむむむぅ～』

　ひと塊かたまりになっていた数体の呪が、いきなり弾はじけ飛んだ。そして、団子の中から現れたのは、ブルブルッと巨体を振っている可愛かわいい水色カバ、むぅちぃである。

　どうやら、たくさんの呪にしがみつかれ、身動きが取れなくなっていたらしい。

　それでもむぅちぃは、のほほ～んとした顔で、『んむ、んむぅ』と歩き回り始めた。周りでこれだけ呪が暴れているというのに、興味を示す様子がない。

「むぅちぃ、こら、あいつらをやっつけろ」

　志朗の言葉にも、耳を貸そうとしない。無敵のマイペースだ。

　そんな水色ゆったりカバにむかって、菓は叫んだ。

「こら～！　むぅちぃ！　がんばって、こいつらやっつけなさいっ！」

　むぅちぃが、ひょこっと顔を上げた。やっといま、菓がいることに気づきました、というような顔をしている。

　直後、小さな耳をパタパタと動かし、近くにいた呪に強烈なタックルをお見舞いした。

　どうやら、やる気を出してくれたようだ。

　志朗が、グッと立てた親指をこちらに突き出してくる。

　菓もグッと親指を立て、それにこたえた。

「う～ん、なにが起こってんのかサッパリわかんないけど、なんか凄すごそうだね。小鳩お嬢様の周り、斬呪が走り回ってんじゃん」

　腕組みした夕ゆう香かが、心配そうに小こ鳩ばとへ目をむけている。

　小鳩の周囲の地面は、すでに斬ざん呪じゆの爪つめ痕あとでズタズタである。

「菓このみも夕香さんも、絶対あたしから離れないでね」

　唐から穂ほが、肩越しに緊張した声をかけてきた。

　彼女のすぐそばでは、政まさ宗むねが間合いに入ってきた呪じゆを次々と斬きり払っている。それでも、呪の数が多いため数体に腕や足へしがみつかれていた。左腕に抱きついているのは、半身半蛇の女。左足首にも、目がいくつもある黒犬が噛かみついている。

「菓ちゃん、戦況はどんな感じ？」

　周囲を見回しながら、夕香が訊たずねてきた。

　さすがの彼女も、視みえなければ状況への対処もままならない。

「ちょっと、数が多すぎるみたい」

「多勢に無勢ってわけね。こんなとき、なんの役にも立てないなんて……」

　夕香が、悔しそうに口を引き結ぶ。

　菓も、背に汗が流れ落ちるのを感じながら奥歯を噛んだ。自分は、呪が視えるだけでなんの手助けもできない。

　志し朗ろうが、小鳩が、唐穂が、必死で闘っているというのに。

　政宗の体に、また新たな呪がしがみついた。手足の長い、トカゲのような呪である。

　それが、牙きばを剥むいて政宗の右肩に食らいつく。

「政宗っ！」

　唐穂が、悲鳴にも似た叫びをもらす。

　このままでは、政宗がやられてしまう。菓は、助けを呼ぼうと、志朗と小鳩へ目をむけた。そのとき、視界の隅に動くものを視たような気がした。

　ギャギャギャギャ！　と鼓膜に爪を立てられるような鳴き声。

　顔をむけ、すぐに叫ぶ。

「夕香さん、逃げてっ！」

　コウモリのような翼を持つ白犬が、菓たちへ空から突っ込んできたのだ。

　夕香が、素早く横へ飛んだ。菓の声に危険を感じたのだろう。

「唐穂っ！」

　菓は、咄とつ嗟さに唐穂の襟首をつかみ、力任せに引っ張った。

　黒い影が、唐穂の胸元すれすれを通過していく。

　菓は、唐穂の背を胸に抱き、彼女の顔を覗のぞき見た。着ていたビスチェの胸元が、大きく真一文字に裂けている。

「唐穂!?」

「服しか切られてねぇよ！　あ……」

　唐穂の胸元からこぼれ落ちたのは、ふたつに破れた写真。

　唐穂が、それを悲しそうに見下ろした。

「せっかく、みんなと、いっしょに……」

　破れた写真を拾おうと、彼女が腰を屈かがめたときだった。

　政まさ宗むねが、とうとう片かた膝ひざをついた。いつの間にか、五体の呪じゆから体に牙きばを立てられている。

　残りの呪が、いっせいにこちらへ顔をむけた。

　ゾゾゾッと、頭頂からつま先へ稲妻のような怖おぞ気けが走り抜ける。こんなに多くの呪の視線を浴びるのは、菓このみにとって初めての経験だ。

　おそらくそれは、唐から穂ほも同じだろう。

　視みえていない夕ゆう香かは、ある意味、幸せなのかもしれない。この絶望的な状況を味わわなくてすむのだから。

　呪たちの殺意が、菓たちへ収束していく。



    

  
    
      


第六章　バイバイ・アゴニー



　小こ鳩ばとは、襲おそいかかってくる呪を一体ずつ冷静に観察した。

　数の多さには驚いたが、幸いなことに襲来した呪たちは統制がとれていなかった。個々でバラバラに暴れているだけである。

　時間はかかるが、なんとかなりそうだ。

　斬ざん呪じゆが仕し留とめた呪は、霧散したあと建物の防呪設備によって完全に浄化されてしまう。

　小鳩の役目は、防呪設備の浄化力が及ぶレベルまで、水みず星ほし家けに害をなす呪の力を弱めることだ。

　斬呪が、ゴリラに酷こく似じした呪へ何度か攻撃を繰り返し、ようやく霧散させる。

　霧散した呪は、近くの置き石に吸い込まれて消えてしまう。これでようやく、一体を浄化したことになる。

　――グォルルル　斬呪が、低い唸うなり声をあげながら周囲を窺うかがっている。

　小鳩が、斬呪に出した指示はひとつだけ。

『わたしと志し朗ろうくんに近づく呪を、すべて切り裂きなさい』

　動きの速い斬呪だが、攻撃力という点だけを取れば、覇は呪じゆよりずっと劣っている。ある程度強い呪じゆだと、一撃では粉砕することができないのだ。

　代わりに覇は呪じゆを出せば、捕らえた呪は瞬時に引き千切ることができるものの、小こ鳩ばとの体から離れることができないため、数を相手にするのが難しい。

　右手の五指に憑ついた他ほかの呪も、それぞれ一長一短があるため、こうして斬ざん呪じゆを選び、自分や志し朗ろうへの攻撃を防ぎつつ、一体ずつ確実に潰つぶしている。

　隣でむぅちぃを怒鳴ったり宥なだめすかしたりしている志朗を横目に見ながら、小鳩は落ち着いて周囲の状況に目を配った。

　そこでふと、その呪に気づいた。

　コウモリのような黒翼を持つ白犬。白黒の外見に特徴のある呪だ。

　その姿に、見覚えがあった。

　昔、まだ小鳩が中学二年生になったばかりの頃ころ、闘ったことのある呪である。あのときは確か、倭やまとの包ほう呪じゆが捕ほ縛ばくしたはずなのだが……。

　屋敷や自分の周りに群がっている呪をよく見ると、どこかで視みたことがあるような姿を数体見つけることができた。

　……そんな。

　小鳩は思わず、両手で口を押さえた。

　倭が、呪を解放したのか？　理由は？

　信じたくなかった。だが、黒い翼を持つ白犬の姿は、記憶にちゃんと残っている。

　斬呪が、また一体を霧散させた。

　近くでむぅちぃが、『んむむむっ！』と気合いの入った声で唸うなっている。だが、唸っているだけ……。

　小鳩は、黒翼の白犬を目で追った。

　空中を素速く舞い、時折、屋敷の窓へ突っ込んでは跳ね返され、ギャギャギャと錆さびた鉄を擦こすり合わせるような声で鳴いている。防呪壁を破れず、苛いら立だっている様子だ。

　あの呪を視ていると、なんだか嫌な気持ちになってくる。倭は絶対、故意に呪を解放したりはしないはずだ。絶対に……。

　捕まえた呪を逃がせば、また水みず星ほし家けに牙きばを剥むくのはわかりきっている。呪は、恨みつらみがかたちを成した存在だからだ。水星の屋敷を襲おそい、家人を襲い、水星の血が絶えるまで暴れ続けるだろう。

　呪は、それほどまでに醜いモノ。そして、そんなモノから身を守らなければならない水星家もまた、醜いのだ。

　だから倭は……。いいや、やさしい倭に限ってそんなこと……。

　ギャギャギャギャ！

　気分の悪くなるような鳴き声に、小鳩は目を細めた。そのとき、

「！」

　黒翼の白犬が、菓このみたちへ突っ込んでいくのが視えた。肝心の政まさ宗むねは、数体の呪に手足を押さえられ、身動きがとれないでいる。

　唐から穂ほの胸元が、呪じゆの牙きばによって横に大きく切り裂かれるのが見えた。

　菓このみ、唐穂、夕ゆう香かの姿が、小こ鳩ばとの目の奥に焼きついた。

　咄とつ嗟さに、駆け出した。

「小鳩ちゃん？」

　背から志し朗ろうの声が聞こえたが、振りむかなかった。

　走りながら、右手薬指のチャックを開く。斬ざん呪じゆを戻している暇はない。

「啼てい呪じゆ、出てきなさい！」

　薬指から、錆さび色いろの粉が舞い上がる。

　粉が集まり、かたちを成していく。そして現れたのは、薄布をまとった細身の女。身長は、小鳩より頭ふたつ分ほど高い。

　足もとまで流れる白髪が顔の右半分を覆い隠しており、覗のぞいている左側の顔は、頬ほおの肉が少ないものの、とても美しい肌である。しかしその目は暗く、どろりと濁にごった青色だ。

「啼呪、唱うたいなさい！」命令を下してすぐ、小鳩は斬呪に右手を差し出した。「斬呪、戻りなさい！」

　啼呪に飛びかかろうと身構えていた斬呪が、黒い粉になって右手人差し指に戻ってくる。右手五指の呪たちは、互いに仲が悪い。同時に二体出せば、命令に従わず争いを始めてしまうのだ。

　小鳩は、右手人差し指のチャックを閉めながら、菓たちに目をむけた。

　いままさに、数体の呪が彼女たちへ襲おそいかかろうとしている。

　そのとき、啼呪が紫色の唇を開いた。

　――キャアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァッッッッッッッッッ!!

　鼓膜だけにとどまらず、耳にしたすべての者の服や肌さえも切り裂かんばかりの絶叫。

　できれば、啼呪を出したくはなかった。この呪の叫びは、あらゆる生物の力を吸い取ってしまうからだ。実体を持たない呪も逃がさない。

　菓が、唐穂が、夕香が、ペタンと尻しり餅もちをついてその場に座り込んでしまう。同様に、彼女たちに襲いかかろうとしていた呪たちも次々と力を失い、くずおれていく。空を飛んでいた呪も、地面へ墜おちてくる。政まさ宗むねさえ、地面に両りよう膝ひざをついて動かない。

　小鳩からは見えないが、志朗やむぅちぃも同じように力を奪われているはずだ。

　周囲すべての存在が、その命の一部を吸い取られていく。もちろん、多少の抵抗力を持っているとはいえ、宿主である小鳩も例外ではなかった。

　走りながら、両足の力が抜けていくのを感じた。それだけにはとどまらない。体中から力が抜けていく。それでも、歯を食いしばって右手親指のチャックを開けた。

「覇は呪じゆ、出てきなさい！」

　白い粉が噴ふき上がる。舞い狂う白粉が、最凶の呪へとかたちを成していく。

　無数の白い鱗うろこ。

　迸ほとばしる黒い波動。

　四つの紅あかい眼。

　――キシャャャャャッ

　双頭の白蛇、覇は呪じゆがその姿を現した。

　現れるなり、片方の首が、そばで叫んでいた啼てい呪じゆの頭へガブリと噛かみつく。

　――キャアアアアアァァァァァッッッ

「啼呪、戻りなさいっ！」

　小こ鳩ばとは慌てて右手を伸ばし、叫んだ。

　覇呪の口の中で、啼呪がパッと弾はじけるように錆さび色いろの粉となり、右手薬指へ戻ってくる。

　いまにも地面に倒れ込みそうになりながら、小鳩は足を動かし続けた。

　菓このみのところまで、唐から穂ほのところまで、夕ゆう香かのところまで、いかなければ……。

　ほら、もうすぐそこに……。

　そして、やっと、辿たどり着く。

　小鳩は、膝ひざから崩れ落ちながらも、彼女たちへ抱きついた。

「小鳩ちゃん！」

　座り込んでいた菓と唐穂、ふたりの可愛かわいい顔を、しっかりと胸に抱いた。





　菓は、激しい脱力感とめまいに、強い恐怖を覚えた。

　頭に突き刺さるような声、といえばいいのだろうか？　それを耳にした途端、体中の力が抜け落ちたのだ。

　為なす術すべもなく、菓は地面に座り込んでしまう。唐穂も、ほぼ同時に膝を折る。

　根性で立っていた夕香も、三秒後にはペタンとお尻しりから倒れてしまった。

　菓たちに襲おそいかかろうとしていた呪じゆたちも、そして政まさ宗むねさえも、地面にくずおれ、うずくまり、座り込み、動かなくなった。

　離れた場所で、志し朗ろうも腰を落としている。そのそばで、むぅちぃも水色のプリンのようにブヨン、と地面に腹をつけている。

　周りすべての生命が、なにか強大な力に抑え込まれてしまった。そんな恐怖が、菓の心に覆いかぶさってくる。

　そこへ、膝からスライディングするように、覇呪をまとった小鳩が飛びついてきた。

「小鳩ちゃん！」

　菓は座った格好のまま、思わず両手をひろげた。

　小鳩が、ギュッと抱き締めてくれる。唐穂もいっしょに、ギュッッッと。

　あれほど強かった恐怖が、ゆるゆると溶けていく。

　小鳩のぬくもりが、とても心地よかった。

　だれかに抱き締めてもらえる、という安心感が、本当に心地よかった。

　小こ鳩ばとが、菓このみと唐から穂ほを胸に抱き締めたまま、顔を上げた。

「覇は呪じゆ、周りの呪じゆをすべて潰つぶしなさい」

　唐穂が、ハッとした表情で小鳩の胸から顔を上げた。

　周りの呪をすべて。つまり、政まさ宗むねもそのうちの一体、ということになるからだ。

「唐穂ちゃん、あなたに政宗は似合わないわ……ここで、浄化しましょう」

「……水みず星ほしさん」

　唐穂が、複雑な表情で小鳩の視線を受けとめている。

　そんなことなど、できるはずがない。いや、もし可能なら……。でも……。

　唐穂の心の内が、菓には痛いほどわかった。

　胸に呪じゆ刀とうが刺さっていることは当たり前。周囲の視線を避けるようにうつむいて歩くのが癖くせ。『呪じゆ受じゆ者しや』だとバレることに怯おびえている日が三六五日。

　信じられるはずがない。自分に『普通』の日常が訪れるなんて。

　唐穂のこたえを待つことなく、覇呪が周囲の呪にふたつの首を伸ばした。

　牙きばを立てた次の瞬間には、グシャと噛かみ潰してしまう。

　そしてすぐに、片方の頭が大きく口を開け、動かない政宗へ頭を伸ばした。

　小鳩の胸から顔を離した唐穂が、表情を引き締める。

　菓は、思わず息を止めてしまう。

　覇呪の牙が紅あかい鎧よろいに届こうとしたそのとき、政宗の腕が動いた。

　そして驚いたことに、呪刀で覇呪の頭を斬きりつけたではないか。

　他ほかの呪はわずかも動けず、覇呪の攻撃から逃げることもできないでいる。だが、政宗は違う。

『んむぅ～』

　聞き慣れた鳴き声に目を移すと、むぅちぃもまたのそのそと動き回っていた。その近くにいる呪は停止状態のままなのに。

　志し朗ろうだって、まだ体に力が入らない様子だ。

　気合いと根性と魂を兼ね備えたスペシャルバトルメイド、夕ゆう香かでさえ立ち上がることができていない。

　政宗やむぅちぃは、呪としての格が他とは違うのだろう。憑つかれた人間にとっては、迷惑な話なのだが。

　斬りつけられた覇呪が、怯ひるむことなく政宗の右肩に食らいついた。もう片方の首は、我関せずといった感じで、他の呪にバクバク噛みついている。

　政宗が、刀の柄つかで覇呪の顔を何度も殴なぐりつける。だが、覇呪の白はく鱗りんはかなり硬いらしく、傷ひとつつかない。斬りつけた痕あとも、細い線になっているだけだ。

　小鳩と唐穂が、覇呪と政宗の闘いを真剣な目で見守っている。

「おい、むぅちぃ、それはやめろ」

　志し朗ろうの声が聞こえた。

　むぅちぃが、日本で最も有名なネコ型ロボットに酷こく似じした呪じゆを、嬉うれしそうにモゴモゴと食べている。

　志朗の声など、いつものように完全無視を決め込んでいるようだ。

「こら、むぅちぃ、やめ、なさい……」

　菓このみは思いっきり叫んでみるが、声の大きさも張りも全然ダメである。

　むぅちぃが、耳をパタパタ動かしながらこちらに顔をむけてくれるが、食べることをやめようとはしない。

　モゴモゴ、モゴモゴ、モゴモゴ、ゴックン。

「む、むぅぅぅちぃぃぃ……」

　志朗が前のめりに、パタンとその場に倒れ込んでしまう。むぅちぃが呪を食べると、宿主である彼には頭痛や吐き気といった苦しみが襲おそいかかるのだ。

　菓は顔をしかめた。志朗に走り寄りたくても、体が思うように動かない。

　むぅちぃが、『んむぅ～』と唸うなりながら水色の霧となり、志朗の体へ戻っていく。

　仕方なく菓は、覇は呪じゆと政まさ宗むねの闘いに目を戻した。

　おそらく、覇呪の頭がふたつとも政宗にむかえば、勝負はすぐにも決するだろう。いま現在、政宗に対しているのは片方の頭だけであるため、闘いの均衡が保たれている。

「覇呪、まずそっちの紅あかい呪を潰つぶしなさい」

　小こ鳩ばとも、菓と同じことを考えたようだ。

　好き勝手に動いていた覇呪のもう片方の首が、噛かみついていた呪の体をメチャと潰したあと、政宗に鼻先をむけた。

　そのときだった。

　政宗の紅い鎧よろいに、いきなり小さななにかが這はい上ってきた。しかも、数えきれないほどたくさん。

　それは、蜘く蛛もだった。

　無数の蜘蛛が、政宗の全身に糸をかけていく。その動きは、あまりにも速い。

　倭やまとだ！

　菓がそう思った直後、政宗の体が後方に飛んだ。覇呪の口から、強引に引き剥はがされたかたちになる。

　菓は、屋根の上に貼はりついているそれを目にして、全身に怖おぞ気けが走るのを覚えた。

　あまりにも巨大な蜘蛛。縦横は、ゆうに三メートル以上はあるだろう。

　その大蜘蛛が、小蜘蛛たちが政宗に巻きつけた糸を、前足で器用に手繰り寄せている。

　暴れる政宗に、小蜘蛛たちがなおも糸を巻き続ける。グルグル、グルグルと。

「なに、あれ……」

　掌てのひら大の小蜘蛛が愛らしく見えてしまうほど、大蜘蛛の姿はおぞましかった。

　闇やみのように黒い頭胸部や腹部、八本の脚に生えた細かな毛も闇色。小さな赤黒い目には、感情の光がカケラもない。覗のぞいている牙きばは、洒落しやれにならないほど鋭く、そして大きい。

「……包ほう呪じゆ」

　小こ鳩ばとが、重い声をもらした。

　唐から穂ほが、包呪に手繰り寄せられていく政まさ宗むねを呆ぼう然ぜんと見つめている。

　覇は呪じゆのふたつの頭が、チロチロと舌を覗かせながら、獲物を横取りした相手を睨にらみつけている。

　包呪と覇呪の視線が、空中でギリギリと絡み合っているのが、菓このみにはわかった。

　感情のないふたつの眼。

「倭やまと、兄様……どうして……」

　小鳩が、ヨロヨロと立ち上がった。いまにも崩れそうな様子だが、それでも一歩、また一歩と屋根にいる包呪へ歩み寄っていく。

　菓はなんとか腕を動かし、そばにいる唐穂の手を握り締めた。彼女も、握りかえしてくる。そうしながら、小鳩の背に視線を注ぐ。

「小鳩、お嬢様……」

　夕ゆう香かも、なんとか立ち上がろうと地面に手をついているが、それ以上は体を動かせないようだ。悔しそうに唇を噛かんでいる。

　志し朗ろうの方は、完全にグロッキー状態である。うつ伏せに倒れたまま、ピクリとも動かない。

　唯一動ける小鳩だけが、細い体に双頭の白蛇を巻きつかせたまま、屋敷へ、その屋根で八本の脚をひろげた包呪へむかって、足を引きずるようにして歩いていく。

　政宗はすでに、糸で全身を幾重にも巻かれてしまっている。まるで、巨大な繭まゆのように。

「倭、兄様……お願いです。お顔を、見せて、下さい。兄様、どうか……」小鳩が、屋根から動かない包呪を見上げた。そして、「兄様！」

　叫んだ。

　彼女には珍しい、怒りとも悲しみともつかない声。

　数秒。そこにいる者は、だれも動かなかった。

　菓も、唐穂も、夕香も。

　薄い両肩と力の入らない両膝ひざを震わせている小鳩も。

　そして、眼に感情の色を持たない覇呪と包呪も。

　菓は、自分が呼吸していることさえ忘れ、小鳩の背を、覇呪の白はく鱗りんを、政宗を閉じ込めた繭を、そして、動かない包呪を見つめた。

　静寂を破るように、小鳩が再び口を開いた。

「兄様、お願いです」

　だが、包呪はそれにこたえることなく、ひょいと政宗を閉じ込めた繭を背に担ぎ上げ、素速い動きで屋根の上を移動し、建物のむこうへ姿を消してしまった。

　小こ蜘ぐ蛛もたちも、ゾロゾロとそのあとについていく。

　「倭やまと兄様！」

　小こ鳩ばとが、屋敷の壁に手をつきながらも、おぼつかない足取りでそのあとを追っていく。

　菓このみは、唐から穂ほと夕ゆう香かへそれぞれ顔をむけた。

　ふたりとも、表現しようのない悲しみを瞳ひとみに秘め、うつむいている。

　菓は、唐穂の手をキュッと握り締めた。

　動けない自分にできることは、たったこれだけ。



　数分後には体が動くようになったが、菓はずっとそのまま唐穂の手を離さなかった。互いの手が汗ばむほど、きつく握っていた。

　唐穂も、手を離さない。

　菓は、その場に立ったまま唐穂と体を寄せ合い、手を握り合わせ、息をひそめ、辺りの様子を窺うかがった。

　包ほう呪じゆを追うのを諦あきらめた小鳩が、斬ざん呪じゆで残りの呪じゆをすべて消滅させるのを視みながらも、菓と唐穂は離れなかった。

　夕香が、菓に寄り添うようにして立っている。

　志し朗ろうはまだ、倒れたまま動かない。ネコ型ロボットに似た呪は、かなり呪的濃度が高かったようだ。

　それでも彼は、目を開けてこちらを見ている。やせ我慢の微ほほ笑えみも浮かべている。だから、たぶん、大丈夫。

　問題は……。

　唐穂の手を強く握ったまま、菓は視線を動かし続けた。

　どこにも、いない、みたい、だけど……。

　唐穂も、怯おびえた目でキョロキョロと首を巡らせている。

　夕香は、少し悲しそうな目を小鳩にむけたまま動かない。

「斬呪、戻りなさい」

　小鳩が、斬呪に右手を差し出した。

　――グォルルル　黒い獣が黒い粉となり、彼女の右手人差し指へ戻っていく。

　菓たちの周辺には、あれだけたくさんいた呪の姿はもう視えない。

　嫌味なほど大きな水みず星ほし邸ていが、いつものように自分たちを見下ろしているだけ。

　静かだった。

　右手人差し指のチャックを閉め、小鳩が宙に虚うつろな視線を漂わせている。

　凍しみるような悲色の瞳。

　菓には、小鳩が無表情のまま嗚お咽えつしているように見えた。

　泣けない小鳩の代わりに、泣きたくなった。

　でも、いまは、泣かない。まだ……大事なことが残っているから。

　小こ鳩ばとの悲しみと戸惑いが薄らぐのを待ってから、訊たずねてみよう。そんな菓このみの思いを押し退のけるかのように、唐から穂ほが口を開いた。

「政まさ宗むねは？　政宗は……どこに……」

　沈黙に堪たえきれなかったのだろう。

　包ほう呪じゆが連れ去った紅の鎧よろい武者、政宗。鋭利な呪じゆ刀とうを振り回す、強力な唐穂の呪じゆ。

　いまこの瞬間にも、政宗が戻ってくるかもしれない。

　歪いびつな独眼が、そばに現れるかもしれない。

　そしてまた、呪刀の切っ先を胸に突き刺してくるかもしれない。

　唐穂のそんな恐怖が、握った手を通して菓にも痛いほど伝わってきた。

　フルフルと小刻きざみに震えている唐穂の手を、菓はやさしく、そして強く握り締める。

　小鳩が、静かな視線をむけてきた。

　「倭やまと兄様の包呪は、他ほかの『呪じゆ受じゆ者しや』から呪を奪い取ることができるの……理由はわからないけど、唐穂ちゃんの呪が欲しかったみたいね」

「それは……どういう……」

　唐穂が、乾いた声をもらす。

　彼女の綺き麗れいな黒髪も、可愛かわいい瞳ひとみも、愛らしい鼻も、小さな唇も、まだ状況がわからず不安一色に染まっている。

「唐穂ちゃん、あなたの呪は、もう戻ってこないわ」

　小鳩の言葉を耳にしたはずなのに、彼女のやわらかな表情を目にしているはずなのに、唐穂はポカンとしたまま動かない。

「あなたは、自由になったの」

　繰り返した小鳩の言葉に涙るい腺せんを刺激されたのだろうか、唐穂の頬ほおを涙が流れ落ちた。

　唐穂が唇を引き結んだ。涙は止まらない。次々と、目からあふれ出している。

　彼女が、ギュッと唇を力ませたまま、小鳩、それから志し朗ろうへと視線をむける。

　ふたりを前にして、『呪受者』ではなくなったという事実をどう受け取ったらいいのか、唐穂の中で結論が出ないようだ。

　それでも、涙は流れ続けている。

　菓は、握った唐穂の手から強い力が伝わってくるのを感じていた。喜び、躊躇ためらい、喜び、喜び、遠慮、喜び、喜び、喜び……。

　そんな唐穂の肩を、夕ゆう香かがポンと叩たたいた。

「最年少者が遠慮すんな。いまは号泣しとけ」

　唐穂の瞳が震えた。唇が、首が、両肩が、腕が、指先が、フルフル、フルフルと。

「菓、あたし……あたし……」

「……唐穂」

　菓は、彼女にむかって小さくうなずいた。

　直後、唐穂は菓と握っていた手を放し、その場に両りよう膝ひざをついた。そして両手で顔を覆い、大声をあげて泣き出した。

　涙とともに吐き出したのは、苦しかった過去だろうか、それとも悲観していた未来だろうか。唐から穂ほはただただ、全身で泣いた。

　泣いて、泣いて、泣いて、泣き続けた。

　小こ鳩ばとが、慈しむような目で唐穂を見ている。

　夕ゆう香かが、やさしい表情で唐穂を見ている。

　志し朗ろうが、地面に寝そべったまま笑みを浮かべ、唐穂を見ている。

　菓このみも、膝ひざを折って腰を落とした。そして、体を丸めて泣いている唐穂を、強く強く強く抱き締めた。

　おめでとう。いままでつらかったよね。ずっと友達でいよう。もう大丈夫だよ。様々な言葉が心の底から湧わき上がってくるものの、胸に詰まったなにかが邪魔して喉のどから出ていかない。

　嬉うれしくて、胸が詰まる。嬉しくて、声が出ない。嬉しくて、嬉しくて、嬉しくて……。

　顔中を涙で濡ぬらした唐穂が、菓に抱きついてくる。

「菓ぃ、ありがと……菓ぃ、菓ぃぃぃ、ありがと、本当に、本当に、ありがとぉ……」

　いつの間にか、菓も泣いていた。

　泣いて泣いて泣いて、顔中、涙でベタベタになるほど泣いて、泣いて、泣いて。



    

  
    
      



    

  
    
      　無限にも思えるほど、涙があふれ出てくる。

　とめどもなく、涙がこぼれ落ちていく。

　あたたかな涙だった。

　あたたかな気持ちになれた。

　涙と唐から穂ほのぬくもりを、菓このみはしっかりと抱き締めた。



　翌日の月曜。唐穂はまた無断欠席をした。

　菓は、チャイムが鳴り終わり、一時間目の数学を受け持つ先生がくるその瞬間まで、彼女の席を見つめていた。

　そうやって視線を送り続ければ、手品のようにポンと唐穂が現れるのでは、となんとなくそんな気がしたからだ。

　唐穂の隣席に座る美み沙さが、チラチラとこちらを見ていることに気づいていたが、あまり気に留とめなかった。視線を振りもせず、菓はずっと、唐穂が座るはずの空席を視界のド真ん中に捉えて逃がさなかった。

　寝坊？　登校途中で気が変わった？　まさか、風邪？　もしかしたら、お腹なかの調子でも悪いのかな？

　様々な「欠席理由」を考えてみた。

　でも、本当はわかっている。唐穂が、学校という場所を心底嫌っているということを。

　確かに、彼女は『呪じゆ受じゆ者しや』ではなくなった。が、嫌な過去は絶対に消えない。美沙からむけられた嫌悪の目は、最も新しい「嫌な過去」となって唐穂の記憶に刻きざまれたはずだ。

　学校にいけば、またあの目をむけられる。もう『呪受者』ではなくなったのに、『呪受者』と同じ扱いを受ける。もし美沙がみんなに言いふらしていれば、もう最悪だ。

　唐穂がそう思っても、仕方がない。

　言いふらすなんて、絶対にさせない。菓はそう決意していたが、美沙はいまのところだれにも話してはいないようだ。

　数学の授業中、菓はずっと考えていた。

　どうやったら、唐穂は学校に戻ってきてくれるのだろう、と。

　強引に引っ張ってくる？　それでは、唐穂の心を癒いやしたことにはならない。

　ずっと呼びかけ続ける？　菓ひとりだけでは、限界がある。

　唐穂が心に持つ傷が、どれほど大きく深いものなのか、菓にはわからない。だがそれは、無神経な手では決して触れてはならない部分のはずだ。

　心の傷を、雑菌だらけの汚れた手でグリグリといじられ続けてきた唐穂だから、学校に足がむかなくなるのも無理はない。

　たとえ勉強が嫌いでも、たとえスポーツが苦手でも、学校は仲のいい友達と楽しい空間を共有できる場所。嫌いな勉強も、苦手なスポーツも、友達と過ごす時間の前では小さなものでしかない。

　菓にとって、学校はそういう場所だ。だから唐穂にとっても、そうであってほしい。嫌いな勉強も、苦手なスポーツも、友達に助けてもらいながら少しずつ上達していけばいい。

　唐から穂ほはいま、ひとりでなにをしているのかな？　ひとりで本でも読んでいるのかな？　ひとりでゲームでもしているのかな？　だれにも邪魔されず、だれにも攻撃されない時間は大切だけど、でも、ずっと独りは淋さびしいよ。

　唐穂のことが、心配で堪たまらない。



　一時間目が終わってすぐ、席を立とうとした菓このみに、美み沙さが話しかけてきた。

「帯たて刀わきさんのこと、そんなに心配？」

　菓は椅い子すに腰を戻し、美沙を見上げる。

「当然でしょ」

　彼女の目が、ちょっとだけきつくなった。その目のまま、顔を近づけてくる。

「……あの人、『呪のろわれ者』なんでしょ？　なのにどうしてそんな……」

　周りには聞こえない小さな声だが、菓にとっては大声で唐穂のことを貶けなされているのと同じだった。

　ガオォー！　と怒鳴りつけてやりたい。もし可能なら、怪獣のように口から火を噴ふき出してやりたい。

　それでも菓は、怒りを抑え込んだ。自分が怒っても、なんの解決にもならない。

　美沙の目を真まっ直すぐに見つめた。

「唐穂も感情を持ってるんだよ。あたしや美沙と同じようにね。美沙、いま自分がなにをしてるか気づいてる？」

「気づいてるって……」

「子こ猫ねこが雨に濡ぬれて鳴いてます。でも野良猫だから、人間を信用していません。いままで人間にひどいことばかりされてきたから、信用できるはずないよね？　でも雨に濡れて、お腹なかもすいて、もうふらふらです。美沙、あなたその子猫に石を投げることができる？」

「……できるわけ、ないじゃない」

「投げてるよ、いま」

「それと、帯刀さんのことは、話が違……」

「同じだよ」

　菓は、美沙の瞳ひとみに複雑な感情が揺れるのを見た。たてロールのお嬢様でちょっと頭の固いところもあるが、本当は根のやさしい、芯しんのしっかりした女の子なのだ。

　自分のしていることがどれだけ心ないことなのか、気づいて欲しい。

　美沙が、うつむき気味に口をもごもごさせながら口にした言葉は、菓の期待を裏切るものだった。

「でも……『呪われ者』は怖いって、みんな言ってるでしょ？」

　ここで、唐穂が『呪じゆ受じゆ者しや』ではなくなった、という言葉は意味をなさない。そんなことには関係なく、帯刀唐穂というひとりの少女を理解してもらわなくてはならないからだ。

　菓このみは、ドカン！　ガオォー！　ウゴォー！　ときそうな一瞬の感情を体の奥底に押し込め、一度大きく息を吐いた。こんなとき、志し朗ろうだったら冷静に言葉を選ぶはず。そんな兄だから、小こ鳩ばとが心を許しているのだ。

　自分も……。ひとときの感情で、すべてを壊してはいけない。

　志朗の顔が、小鳩の顔が、毬まり藻もの顔が、そして唐から穂ほの顔が、脳裏をよぎっていく。

　自分の周りにいる『呪じゆ受じゆ者しや』たちの顔。『呪受者』だった者の顔。それぞれみんな、大好きだ。

　菓は、ゆっくりと口を開いた。

「美み沙さ、みんながそう言ってるから、あなたもそう思うのね？　でも、美沙自身の気持ちはどうなの？　自分の心に訊きいてみれば？　自分は、いま、なにをしてるの？　って」

　雨に濡ぬれ、空腹に苦しんでいる子こ猫ねこに石を投げる行為には、ほとんどすべての人が眉まゆをひそめるだろう。たとえその子猫が野良で、人間に懐かなかったとしても。なのに、相手が同じ人間になったら、どうしてこんなにも無関心に、そして無慈悲になれるのか？

　本音の部分でも、本当に無関心？

「………」

　美沙が、眉根を微かすかに寄せたまま黙ってしまった。

　彼女は、菓と目を合わせようとせず、まるで逃げるように視線を動かし続けている。

　幼い頃ころから、『呪受者』は危険な人間だと教え込まれて育てば、それが「常識」になってしまう。「当然」となり「強固」となり「否定不可」となった「常識」を打ち破ることは、かなり難しい。たとえそれが、歪ゆがんだ「常識」だったとしても。

　頭の固い美沙なら、なおさら困難かもしれない。

　菓は、無言のまま動かない美沙から目をそらし、椅い子すに座り直した。次の授業の準備をしなければならない。

「あ……」

　美沙が、小さく声をもらす。

　そんな彼女を、菓はチラリと横目に見た。

「もう少しやわらかく考えてみたら？　美沙、頭がちょっと固すぎるかもね」

「固くなんか、ないわ」

「そう？　ま、そんなことはどうでもいいんだけど……これだけは断言しとく。唐穂は、とっても素敵な子だよ。いっしょにいて、楽しい子だもん」

「………」

　美沙がまた、黙ってしまう。

　菓は、複雑な表情の彼女から目をそらし、鞄かばんを開けた。次の授業は国語である。

　唐穂はいま、ひとりでなにをしているのだろう。

　また、思考が流れていく。

　唐穂はいま、独りなのだ。



　放課後になると、菓このみは教室を飛び出した。

　志し朗ろうたちと、石南花しやくなげ大学付属病院前で待ち合わせをしているのだ。きのう、なんの成果も出せなかった倭やまと捜しに再チャレンジするためである。

　菓は、きょうの昼休みに職員室でパソコンを借り、ネットで病院を調べていた。

　なにかのレポートでも書くのか？　という先生の質問には、将来は看護師さんになりたいんです、とこたえておいた。

　そこで、病院の東側に地下駐車場があることがわかった。正門からぐるりと大きく回り込んだ場所である。

　志朗が言っていたことを思い出す。車を降りたのは、声が反響する場所だった。たぶん、地下の駐車場かもしれない、と。

　ここだ！

　菓は、地下駐車場の位置をメモに書き込み、ネットを切った。

　病院の正門前にはすでに、志朗と小こ鳩ばとがきていた。

「お待たせっ！」

　志朗に飛びつくが、サッと身をかわされてしまう。

　菓は二、三歩たたらを踏み、なんとか立ち止まった。腰に手をあて、素早く振り返る。

「もうっ、お兄ちゃん、抱きとめてくれるのがマナーでしょ」

「なんのマナーだ？」

「正しい兄妹間のマナーよ！」

「正しい妹は、兄にタックルなんかしないぞ」

「タックルじゃないもん！」

　こんなやりとりが、とても楽しい。

　そばで小鳩が、小さな唇に小さな笑みを浮かべている。

　三人の空間が、とても心地いい。

　だが、いつまでもじゃれ合ってはいられない。菓はふたりに強い視線をむけた。

「お兄ちゃん、倭さんに会ったときのこと、まだ覚えてるよね？」

「もちろん」

　志朗が胸を張った。同時に、小鳩の表情が引き締まる。

　菓は、質問を続けた。

「地下駐車場のことも？」

「地下、っていうか、たぶん、地下駐車場だと思うっていうだけで……」

「病院に、地下駐車場があるのよ」



　菓は、志朗と小鳩を石南花大学付属病院の地下駐車場まで案内した。

　初めて見るその場所は、奥行き三〇メートルほど、と地上にある駐車場よりずっと狭かったが、車は隙すき間まなくとまっていた。あいているスペースがない。

　入口から見た左端に、鉄のドアがある。これも、志し朗ろうの言葉と合致する。

　あのドアを開け、病院内へと続くエレベーターに乗り、志朗は倭やまとが待つ部屋まで連れていかれたのだ。……たぶん。

　菓このみは、地下駐車場をザッと見渡し、大きくうなずいた。

「あのドアから突入よ！」

　ビシッとドアを指差す。と、ギィ～と鉄の軋きしむ音を響かせ、そのドアが開いた。だれか車の持ち主が病院から出てきたのか、と最初そう思った。

　しかし現れたのは……。

　水み戸と先生だった。

「水戸先生……なんで？」と志朗。

「………」無言の小こ鳩ばと。

　ライトグリーンのスーツを着た水戸先生が、カツ、カツ、カツ、とヒールでコンクリートの地面を叩たたきながら、もったいぶるような歩調でこちらへ歩み寄ってくる。

　どうして彼女がここに？　やはり、倭を捜しているというのは嘘うそだったようだ。

　やはり水戸先生は、倭の居場所を知っている。

　菓は、自分の直感が正しかったことに、内心で拳こぶしを握り締めた。

　いつ見ても綺き麗れいな顔に艶つやっぽい微ほほ笑えみを浮かべ、水戸先生が立ち止まる。菓たちから三メートルと離れていない。

　大きな胸の下で、水戸先生が軽く腕を組んだ。「あら偶然ね」というような表情ではない。明らかに、志朗と小鳩、そして菓がここにいることを知っていた、という顔だ。

　そんな彼女へ、志朗がすぐに質問を投げる。

「先生、病院に用事ですか？」

　やんわりと肩をすくめるだけで、彼女はなにもこたえてくれない。

　すぐに、小鳩が質問を重ねた。

「倭兄様がどこにいるか、ご存知ですね？」

「ええ、知ってるわ」

「！」

　菓の中で、熱い鉄に触れたときのような痛みが芽生えた。予想はしていても、実際、口で言われたときの衝撃は大きい。

　水戸先生は、小鳩が倭に会いたがっていることを知っていて、ずっと隠していた。自分も捜している、と嘘までついて。

　痛みが抑えられない。この痛みは、水戸先生への怒りだろうか？　それとも小鳩に対する同情？　わからなかった。

「水戸先生、倭さんは、いまどこですか？」

　志朗が、落ち着いた声で訊きいた。

　水み戸と先生の微ほほ笑えみは、かたちを崩さない。質問にこたえる意志はないようだ。

　小こ鳩ばとが、目に冷たい光を湛たたえている。

　菓このみは、初めて見た小鳩の瞳ひとみを思い出した。それだけで、痛みが徐々に大きくなっていく。

　この痛みは、水戸先生への怒りでも、小鳩への同情でもない。ただ、悲しいのだ。

　小鳩が抱く倭やまとへの想おもい。

　倭が抱く小鳩への想い。

　ふたりとも、互いを大切な存在だと感じているはずなのに、こんなにも遠い。

　志し朗ろうが菓のタックルを避けたとしても、彼は手の届く場所にいてくれる。本気で抱き締めて欲しいときには、必ずそうしてくれるという安心感を自分にくれる。

　でも小鳩は……。

　この現実が悲しいのだ。

「小鳩さん、お兄さんはあなたのことをいつも心配してるのよ」

　水戸先生と小鳩の視線が、ゆるりと絡み合う。

「わたしはただ、倭兄様に会いたいだけです。どうか、兄様のところに案内して下さい」

「あなたの右手……その五つの呪じゆを手放せば、お兄さんは会ってくれるわ」

「この呪は、水みず星ほしに必要なものです。わたしの独断で手放すわけにはいきません」

「水星家が、あなたになにをしたか知った上で、そう言ってるの？」

「わたしは水星の人間です。いままでも、そしてこれからも……」

「そんな意地張ったまま、あと四、五年で若い命を散らすのね？　あなた、本当にそれでいいの？」

　え？　菓は身を強こわ張ばらせた。

　四、五年の命？　だれが？　小鳩が？　そんなの、聞いてない！

　水戸先生の言葉に、小鳩が唇を引き結ぶ。言葉を返せないようだ。

　志朗が、そんな彼女へ悲しそうな顔をむけている。驚いている様子がないところをみると、すでに知っていたらしい。

　なにも知らなかったのは菓ひとりだけ、ということになる。

「小鳩ちゃん……本当なの？」小声の質問に小鳩がうなずくなり、「呪を全部消せば、小鳩ちゃんは助かるの？」

　菓は、水戸先生へそう訊たずねた。

「そうよ」

　聞いた瞬間、決意する。

　小鳩を助ける！

　驚きの事実で頭の中はぐちゃぐちゃだが、それでも優先順位はいつもハッキリしている。小鳩を守る。そのために、自分はなにをしなければならない？

　こたえを、コンマ数秒で弾はじき出す。

「とにかく、小鳩ちゃんを倭さんと会わせます。だから、倭さんの居場所を教えて下さい」

　水み戸と先生を睨にらみつけた。

　小こ鳩ばとは、呪じゆを手放さないと言っている。倭やまとは、そんな彼女から呪を奪おうとしている。

　それぞれの事情はあるだろう。だがこの場合、いちばん大切なのは小鳩の命なのだ。

　だから、倭を捜し出す。そして、小鳩の呪を取ってもらう。唐から穂ほにそうしたように。

　呪を手放したくないという小鳩には悪いが、これだけは絶対に譲れない。騙だましてでも、押さえつけてでも、彼女の右手に憑ついた五つの呪を消してみせる。

　いらぬお節介だと怒鳴られてもいい。迷惑がられてもいい。恨まれたっていい。だれがなんと言おうと、たとえ本人がなんと言おうと、大好きな小鳩には生きていて欲しい。ずっとずっといっしょにいて欲しい。

「水戸先生、倭さんに会わせて下さい」

　視線に、絶対退かないぞ！　という意志を込めた。

　志し朗ろうが、一歩だけ足を踏み出す。

「もし先生が教えてくれなくても、俺おれたちは、絶対に倭さんを捜し出します。最後まであきらめませんよ」

　さすがお兄ちゃん！　こういうところも大好きだ！　嬉うれしくなってしまう。

　菓このみは、グッと拳こぶしを握り締めた。

　小お笹ざさ兄妹を前に、水戸先生が軽く息を吐いた。どんな仕草をしても、色っぽさはわずかもかすまない。

「小鳩さん、もう一度訊きくわ。呪を手放す気はないのかしら？」

「わたしは、水みず星ほし家けの人間です」

「そう教え込まれているだけよ」

「水星家を、護まもるのが、わたしの……役目です」

　言葉を途切れさせながらも、小鳩が言いきった。

　菓は、悲しくなった。

　自分は水星家を護るためにいる。それが、小鳩の中の「常識」であるらしい。たとえそれが歪ゆがんでいたとしても……。

　志朗が、様々な感情の色を目に浮かべ、言葉なく小鳩を見つめている。

「……仕方ないわね」

　水戸先生が、重く、それでいて艶なまめかしい息を吐いた。

　途端、紅あかい霧が彼女の体から噴ふき上がった。

「！」

　どうして……。

　菓は、声が出せなかった。

　志朗も小鳩も、同様に目を見開いている。

　水戸先生の大きな胸に刺さっているのは、日本刀に酷こく似じした呪じゆ刀とう。そして彼女の後ろに姿を現したのは、紅の鎧よろい武者。

　独眼が、水み戸と先生の肩越しに暗い光を放っている。

　菓このみは、背を這はう怖おぞ気けに身震いした。



    

  
    
      


第七章　マッド・アフェクション



　小こ鳩ばとは、胸の前で右手を握り締めた。封ふう呪じゆの黒手袋が、ギチッと泣き声をあげる。

　唐から穂ほから政まさ宗むねを奪った倭やまとの意図が、いまわかった。強力な呪じゆである政宗を使い、自分の五指呪と闘わせるつもりだったのだ。

　だが、と小鳩は水戸先生と視線をぶつけた。

　彼女は、望んで『呪じゆ受じゆ者しや』になったのだろうか？　それとも強制？　おそらく、訊たずねてもこたえてはくれないだろう。

「小鳩さん、最初はどの指のチャックを開けてくれるのかしら？」

　水戸先生が、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべた。と同時に、政宗が彼女の胸に突き刺さった呪じゆ刀とうを引き抜く。

　戦いは避けられないようだ。

「先生、どうしてそんなこと……」

　志し朗ろうの声に対し、水戸先生は軽く眉まゆを上げただけで、こたえを返そうとしない。

　代わりに、刀を構えた政宗が彼女の前に歩み出てくる。

　それが、こたえということなのだろう。

「菓ちゃん、危ないから下がってて」

　この場で最も弱い存在である菓このみを、小こ鳩ばとは背に庇かばった。

「小鳩ちゃん……」

「大丈夫よ、でも、もう少し離れてた方がいいわ」

　不安げな目で、菓が後あと退ずさっていく。

「菓、もっと離れてろ」

　小鳩の横にきた志し朗ろうが、同じように菓を背に庇う。

　志朗と肩を並べ、小鳩は右手小指のチャックをつまんだ。まず感かん呪じゆで政まさ宗むねの動きを封じ、覇は呪じゆでトドメを刺す。だがその前に……。

「志朗くん、むぅちぃで政宗を引き寄せて……隙すきを見て感呪を出すわ」

「オッケー」

　力強い言葉が返ってくる。

　そばの呪じゆに斬きりかかるという政宗の呪質は、すでにわかっている。そして、その攻撃力の高さも。

　まずむぅちぃで注意を引かなければ、感呪を出した途端、易やす々やすと斬り裂かれてしまうに違いない。

「むぅちぃ！」

　志朗の声とともに、水色の霧が彼の体から噴ふき上がる。

『んむぅ～』



    

  
    
      



    

  
    
      　むぅちぃが、のんびりとした様子で現れた。場の緊迫感など、この呪じゆにはあまり意味をなさないらしい。

「よし、むぅちぃ、あの紅あかいヤツをやっつけろ！」

『んむ？』

　小さな目をパチクリしながら、志し朗ろうと政まさ宗むねを見比べている。相変わらず、宿主の言葉を理解するのが苦手なようだ。もしかしたら、戦いが嫌いなのかもしれない。が、

「むぅちぃ！　ビシッとしなさい！」

　後ろから聞こえた菓このみの声で、ピンと両耳を立て、『んむっ！』と政宗にむかって身構えた。志朗よりも、なぜか菓にばかり反応する呪である。

「よし、いけむぅちぃ！」

『んむむむぅ～！』

　どこかポヨポヨポヨッとした感じで、むぅちぃが政宗に突進していく。

　水み戸と先生が素早く横に移動したのに合わせ、政宗が右中段に呪じゆ刀とうを構える。

『んむぅ！』

　バシン！　と斬ざん撃げきの音は聞こえないものの、むぅちぃの頭に政宗の呪刀が叩たたきつけられた。が、『んむっ！』と唸うなっただけで、あまり痛がっているようには視みえない。

「感かん呪じゆ、出てきなさい！」

　小こ鳩ばとはこの瞬間を逃さず、素早く右手小指のチャックを開き、感呪を呼び出した。

　茶色がかった粉が噴ふき上がり、ひとつ眼を持つ感呪がそのかたちを成していく。

　しかし……。

「ごめんなさいね」

　なんの躊躇ためらいも見せず、水戸先生が感呪へ体ごとぶつかってくる。

　宿主が動けば、当然のように呪もそのあとを追う。

　感呪が姿を固めたときはすでに、目の前で政宗が刀を振り上げていた。

「感呪！」

　刀が、振り下ろされる。

「………！」

　政宗の呪刀は、想像以上に鋭い切れ味を持っていた。

　たったの一撃で、感呪は頭頂から入った呪刀によって、ふたつに切り分けられてしまったのだ。

　ふたつになった感呪の体が、足下から茶色がかった粉へと戻っていく。

　水戸先生が、鋭利な笑みを浮かべている。

　政宗が、呪刀を構え直している。

　志朗が、唖あ然ぜんとこちらを見ている。

　背に、菓の声は聞こえない。おそらく、志朗と大差のない表情をしているはずだ。

　小鳩は、瞬時にそれだけの状況を把握し、大きく後ろに飛んだ。そうしながらも、右手人差し指のチャックを開ける。

「斬ざん呪じゆ、出てきなさい！」

　覇は呪じゆ、滅めつ呪じゆ、啼てい呪じゆ……政まさ宗むねの踏み込みをかわせるのは、やはり最速を誇る斬呪しかない。

　噴ふき上がった黒い粉が渦を巻き、集束し、獰どう猛もうな黒い獣の姿を固めていく。

「お次は、あの怖いワンちゃん？」

　水み戸と先生が、小さく肩をすくめた。

　それが合図であるかのように、完全にかたちを整えていない斬呪にむかって、政宗が呪じゆ刀とうを突き入れてきた。

　それでも、呪刀が斬呪の体を捉えることはできない。

　――グオォルルル

　政宗が呪刀を引き戻したときにはすでに、斬呪は背後に回り込んでいた。

「斬呪、その呪じゆを切り裂きなさい！」小こ鳩ばとは、すかさず指示を出した。そしてすぐに、「感かん呪じゆ、戻りなさい」

　傷ついた感呪へ右手を差し伸ばす。

　そうしながらも、周囲の様子に注意を払い続けた。

　斬呪が、黒い矢となって政宗に襲おそいかかる。

　それでも、紅の鎧よろい武者は倒れない。体を大きく揺らしただけだ。呪刀も、しっかりと握ったまま手放さない。

　斬呪に、政宗の鎧を一撃で破壊できるほどの攻撃力はないが、時間をかければ徐々に弱らせていくことができるだろう。

　小鳩は、視線を横へ流した。

　むぅちぃが、なぜか踊るようにぶるるんぶるるんと体を揺すっている。この呪の行動は、いまだによく理解できない。

　志し朗ろうが、そんなむぅちぃに「こら、踊ってる場合か！」と呆あきれたように怒っている。

　そこで気づいた。

　感呪が、戻ってこない……。

「小鳩ちゃん、上っ！」

　菓このみの叫びに、小鳩は顔を上げた。「！」頬ほおが強こわ張ばった。

　地下駐車場の汚れた天井に、十数匹の小こ蜘ぐ蛛もが貼はりついていたからだ。

　いつの間にか、ふたつになった感呪の体の上にも、数匹の小蜘蛛が走り回っている。

　呪い糸とで、感呪を縛っているのだ。

　……倭やまと兄様。いま、この近くに倭がいる。

　どこに？　小鳩は、急いで地下駐車場の中を見回した。

　自分たち以外は、とまっている車だけ。となると、水戸先生が出てきた扉のむこう？

　政宗と斬呪が、激しく闘っている。

　志朗が、踊るむぅちぃに呆れている。

　菓このみが、むぅちぃを怒鳴りつけている。

　水み戸と先生が、静かな微ほほ笑えみを唇に湛たたえながら、そんな光景を見つめている。

　倭やまとに会いたい。だが、いまは政まさ宗むねを倒し、感かん呪じゆを取り戻すことを優先させなければならない。

　小こ鳩ばとは、倭に対する気持ちを心の冷たい部分に押し込んだ。いまにもあふれ出そうになる気持ちを、懸命に抑え込んだ。

　いまは、戦いに集中しなければ……。





「こら、むぅちぃ、なにがそんなに楽しいんだ？」

　志し朗ろうは、大きな体を揺らしているむぅちぃを視みながら、呆あきれとあきらめの入り交じった息をもらした。

　現在、斬ざん呪じゆと政宗が闘っている。勝負は斬呪が押しているように視えて、実は五分五分だと志朗は考えていた。

　見た目の凶悪さによらず、斬呪はそれほど攻撃力が高くはないようだ。もちろん、呪じゆとしてはとんでもなく強い部類に入るのだが、攻撃力に関してだけならば、政宗がずっと上回っているのは、きのうの戦いにより明らかである。

　これは、速さと力の激突だと考えていい。

　コンクリートの床に、ザクザクと斬呪の爪つめ痕あとが刻きざまれ続けている。とまっている車のバンパーやボンネットもザクザクだ。持ち主が見たら、ビックリするだろう。

　政宗も、斬呪を追って呪じゆ刀とうを振り回し、壁や床や車のバックミラーやドアやタイヤやフロントガラスや……とにかく様々な場所を斬きりつけまくっている。

　もうムチャクチャ。

　小鳩が、そして水戸先生が、戦いを冷静に見守っている。

　菓は、地下駐車場の入口近くまで身を退いている。戦いの邪魔になることを自覚しているのだ。

　地下駐車場の隅では、斬られた感呪が呪い糸とでグルグル巻きにされている。このままだと、政宗のように持っていかれてしまうだろう。だが、周囲に大蜘ぐ蛛もの姿はない。

　志朗は、それとなく頭上に視線を移した。

　小蜘蛛たちが、天井をチョロチョロと動き回っている。倭が、自分たちの様子をどこかで窺うかがっているのだ。

　彼の望みは、小鳩の右手に憑つく五つの呪をすべて消し去り、先の見えた妹の命を永らえさせること。

　志朗は思った。本当は倭を応援したい、と。

　それでも小鳩が、呪を手放すことを頑かたくなに拒否している。

　小鳩は最初、倭をいっしょに捜してくれるよう、志朗の前に金をチラつかせた。初めは腹が立ったが、いまにして思えば、とにかく必死だったのだろう。

　倭やまとに会いたい。その一心だったのだ。

　だから志し朗ろうは、決意した。

　小こ鳩ばとと心からの友達になろう、と。

　彼女と約束したはずだ。仲間であり続けると。それでも……。

　考えが、千々に乱れてしまう。

　このまま感かん呪じゆが盗とられてしまえば……。斬ざん呪じゆが政まさ宗むねに斬きられてしまえば……。考えずにはいられなかった。

　役立たずとはいえ、むぅちぃが戦いに参加しないのも、心のどこかでは喜んでいる。そんな感情も、自分では気づいていた。

　――ゴルルゥ

　斬呪の唸うなり声に、志朗はハッとそちらに目をやった。

　政宗の呪じゆ刀とうが、斬呪の喉のどもとに沈み込んでいるではないか。首の後ろから、切っ先が飛び出している。

　斬呪の黒い体から、無数の呪い糸とが伸びているのが視みえた。呪糸は、天井で這はい回る小こ蜘ぐ蛛もたちへ続いている。

　動き回っている間に自らの体につけてしまい、結果、足が鈍ったところへ政宗の攻撃を受けてしまったようだ。

「斬呪、戻りなさい！」

　小鳩の叫びが、地下駐車場に反響した。

　斬呪が、政宗の呪刀を包み込むように、黒い粉へと姿を崩していく。が、遅かった。

　天井で這い回っていた十数匹の蜘蛛たちが、ここで一気に襲おそいかかってきたのだ。

　バラバラバラッと降ってきた小蜘蛛たちが、斬呪の体に呪糸を振りかけていく。

　斬呪の頭へ、首へ、四肢へ、小蜘蛛たちが呪糸を巻きつけ、小鳩の右手人差し指へ戻ることを許さない。

　感呪に続き、斬呪まで……。

　志朗は、呪糸に覆われていく斬呪を呆ぼう然ぜんと視ていることしかできなかった。そんな中、頭の片隅から、もうひとりの自分が出す遠慮がちな声が聞こえてくる。

　これで、小鳩が少しだけ幸せになれる。残るは三体じゃないか、と。

　ふと目をやると、水み戸と先生が満足げな笑みを浮かべていた。

　自ら『呪じゆ受じゆ者しや』になるなど、彼女のやっていることはどこか異常にも思えるのだが、小鳩を救おうとしているのだと考えれば、とても憎むことなどできなくなる。あれだけ綺き麗れいで魅力的な女性を憎むことは、なかなか難しくもあるのだが……。

　いきなり小鳩が、斬呪にむかって走り出した。

「覇は呪じゆ、出てきなさい！」

　走る彼女の右手親指から、白い粉が噴ふき上がる。

「小こ鳩ばとちゃん！」

　志し朗ろうの声にも振りむかない。

　――キシャアァァァァァッ

　小鳩の細い体に巻きつきながら姿を現したのは、最凶最悪の呪じゆ、覇は呪じゆ。

　双頭の美しい白蛇が巨大な牙きばを剥むき、政まさ宗むねに襲おそいかかる。が、襲いかかったのは片方の頭だけ。もう片方は、あろうことか斬ざん呪じゆに噛かみついた。仲が悪すぎだ。

　政宗が、斬呪に突き刺していた呪じゆ刀とうを引き抜くよりも早く、覇呪の牙がその紅あかい顔面を捉えた。

　もう片方は、呪い糸とごと斬呪の背を食い千切っている。

『んむぅむ？』

　なにしてんの？　といった感じで、むぅちぃがそんな覇呪を眺めている。凄せい惨さんな場面を目にしても、動じた様子はない。

「こらぁっ、むぅちぃもがんばりなさいっ！」

　いつの間にか、志朗のすぐ後ろに菓このみが立っていた。離れた場所で黙っていられなかったらしい。

『んむ！』

　なぜか菓の言うことに反応を示すむぅちぃが、耳をパタパタパタッと忙せわしなく動かしながら覇呪に近づいていく。そして、いっしょに政宗を攻撃するかと思いきや、なんと覇呪の尻しつ尾ぽにパクッと噛みついたではないか。

　――キシャアァァッ

　斬呪に噛みついていた方の頭が、パッと口を離し、攻撃目標をむぅちぃへと切り替えた。

　もう片方の首は、むぅちぃのパクッで気合いが入ったのか、グシャと政宗の顔を噛み潰つぶしてしまう。

「むぅちぃ、違うでしょ！　横の紅い呪をやっつけてっ！」

「覇呪、やめなさい！」

　菓と小鳩の声が、同時に飛んだ。

　志朗はただ、むぅちぃのマヌケさに深いため息をつくことしかできない。

『んむ？　んむぅむぅむぅ～』

　むぅちぃが、あ、こっちだったのか～、といった軽い調子で、顔を潰され霧に戻ろうとしていた政宗の体に噛みついた。

　一方、覇呪は、小鳩の命令を忠実に守り、のほほん水色カバの首もと寸前で牙を止めている。忌いま々いましそうな紅い眼が、なんだかとっても怖い。

　むぅちぃが、モゴモゴモゴッと政宗の体を食べてしまう。呪刀もいっしょにモゴモゴ。

　おい、そんなモノ食べたら喉のどに刺さるぞ！

　志朗は、咄とつ嗟さに出かかった声をなんとか押し止とどめた。代わりに、腹の底に力を入れる。

　すぐに、頭痛と吐き気が襲いかかってくるはずだ。政宗はかなり強力な呪だから、その苦痛も想像を絶するだろう。たとえ、覇は呪じゆから顔を潰つぶされ、呪じゆ的濃度が幾分落ちているとしても……。

　よしこいっ！　あ、でも、できることならこないで欲しい。

　ダメだ……。きた……。

　急激な頭痛と吐き気の噴出で、瞬時に両足の感覚が吹き飛んだ。数秒で全身に力が入らなくなる。

『んむぅ～』

　むぅちぃが、水色の霧になって戻ってくるのが視みえる。振りむいた小こ鳩ばとの心配そうな顔も見える。視界の端には、菓このみの姿も見える。でも、みんなセピア色だ。

　突然、目の前に冷たい壁が現れた。あれ？　どうしてこんなところに壁が？　ちょっと撫なでてみる。やっぱり冷たい。

　志し朗ろうは、壁に寄り添った。とても冷たい。このまま、眠ってしまいそうだ。





　むぅちぃが政まさ宗むねをムシャムシャと食べ終わった途端、志朗がくずおれた。

　コンクリートに両手両膝ひざをつき、少しだけ床の上で手を動かしたあと、バタンと倒れてしまった。

「お兄ちゃん！」

　菓は、慌てて志朗に飛びついた。

「お兄ちゃん、大丈夫!?　ねぇ、ちょっとお兄ちゃん！」

　大声で呼んでも返事がない。完全に気を失っているようだ。

　過去、食いしんぼむぅちぃがどんな呪を食べても、志朗は気絶などしたことがなかったのに……。政宗が、いかに強力な呪であったかを窺うかがい知ることができる。

「志朗くん！」

　すぐに小鳩が、覇呪を体に巻いたまま駆け寄ってきた。そして、菓のむかいに膝をつき、志朗を仰あお向むけに寝かすのを手伝ってくれる。

　菓はそうしながらも、水み戸と先生に注意を払うのを忘れなかった。ここで逃げられたら、また倭やまと捜そう索さくが振り出しに戻ってしまう。

　と、案の定、水戸先生が歩き出した。余裕を見せて、こちらに手まで振っているではないか。しかし彼女がむかったのは、逃げ場のない地下駐車場の奥だった。

　車……。菓は立ち上がった。車に乗って逃げるつもりなのだ。

　志朗の頬ほおをやさしく撫でたあと、小鳩も立ち上がる。

「菓ちゃん、蜘く蛛もに気をつけて……」

「もちろん、絶対に逃がさないんだから！」

　小鳩の言葉にうなずき、気合いを入れて足を踏み……………出せない。

「？」

　小こ鳩ばとも歩き出そうとしない。

　この感じは……体験したことがある。体の自由を根こそぎ奪われ、全身の骨を人工のそれとすり替えられたかのような感覚。

　指先ひとつ、動かすことができない。

　倭やまとの小こ蜘ぐ蛛もがいま、体のどこかに貼はりついているのだ。いつの間に……。

　以前は意識ごと奪われたが、いまは動きを止められているだけである。だが、いつまた操られるかわからない。そんな冷たい恐怖が、首筋を這はい回っているのがわかる。

「覇は呪じゆ、わたしの体から蜘蛛を探しなさい。急いで！」

　小鳩には珍しく、焦りの色を隠せないでいる。

　地下駐車場の奥から、車のエンジン音が聞こえてきた。水み戸と先生が、車に乗ったのだ。

　悔しさがこみ上げてくる。

　倭の呪じゆに体の自由を奪われ、目の前で逃げられる。冗談にしては笑えない。

「覇呪、急ぎなさい！」

　小鳩の強い口調に、双頭の大蛇があたふたとふたつの頭を動かし、宿主の体を見回している。が、なかなか見つけることができないようだ。服の下に隠れていれば、とても見つけることはできないだろう。

　そうするうちに、動き出した車がこちらへ近づいてきた。白い軽自動車だ。偶然にも夕ゆう香か号と色違いであるため、なんだか腹が立つ。

　運転しているのは、水戸先生。だが、助手席にも人影が。あの人は……。

「そんな……倭、兄様」

　小鳩のつぶやきが、耳に痛かった。信じられない、といった響きが切せつなくてどうしようもない。

　軽自動車が、菓このみと小鳩に助手席側をむけ、とまった。距離的に、覇呪の首は届かない。

　パワーウインドーが落ち、そこから倭が顔を出した。運転席では、水戸先生が大きな胸の下で軽く腕を組んだまま微ほほ笑えんでいる。

　菓は、倭に視線を注いだ。

　初めて見る彼の顔に、一瞬、状況を忘れて見とれてしまった。それほどまでに美しかったから……。

　写真で見たのと違い、小鳩にはあまり似ていない。共通点は、線が繊ほそくて美しい、ということくらいだろうか。

　この人は、本当に生きているのだろうか、と不思議に思ってしまうほど、現実離れした美しさとやわらかさ、そして儚はかなさを持った男性だった。

　だが、ひと呼吸して肺の中の空気を入れ換えたときにはもう、菓は怒っていた。

　自分を勝手に操ったことに。自分たちの動きを縛っていることに。志し朗ろうが気絶した原因をつくったことに。そしてなによりも、小鳩を悲しませていることに！

　外見が完かん璧ぺきだからといって、なにをしても許されるわけではない！

「蜘く蛛もをとって！」

　菓このみは、腹の底から怒りを吐き出した。

　だが、力をそらされるような微ほほ笑えみで、軽くいなされてしまう。

「ごめんね……申し訳ないけど、少し時間をもらえないかな？」

　言ってすぐに、小こ鳩ばとへ顔をむける。

　小鳩と倭やまとの視線が絡み合う。

　菓は強く息を吐き、口を閉ざした。ふたりの会話を邪魔する気はない。

　水み戸と先生も、少しうつむいたまま目を閉ざしている。彼女も、水みず星ほし兄妹のやり取りに言葉を挟はさむ気はないようだ。

　小鳩が、先に口を開いた。

「倭兄様……感かん呪じゆと斬ざん呪じゆを、返して下さい」

　それで気づいた。呪い糸とで巻かれた感呪と斬呪が、どこにもいなくなっている。

「ボクの目的は、小鳩の呪じゆを全部盗とることなんだよ？」

「わたしには、必要な呪です」

「小鳩は小鳩のままで十分だよ」

「水星家が、それを許すはずがありません」

「彼らは、小鳩を防呪の道具としか思ってないからね」

「それが……わたしの役目ですから」

　静かな口調で言いきる小鳩を横目に、菓は悲しくなった。

　道具である前に、小鳩は人間なのに……。

　倭が、やさしい目で小鳩を見つめている。

「人は本来、自由であるべきなんだ。小鳩、キミも同じさ。約束する。ボクは、キミを水星家から、そして残り三つの呪から必ず救ってあげるよ」

「わたしは……」

　小鳩が、言葉を詰まらせた。

　彼女の本音は、どこにあるのだろう。菓には、それが気になった。

　右手に憑ついた呪で、水星家を護まもること。

　右手に憑いた呪から、自由になること。

　小鳩が本当に望んでいるのは、いったいどちらなのか。

「小鳩、キミはキミであるために、自由になるべきなんだよ」

　倭が、その言葉を最後に顔を引き、助手席に背を預けた。同時に、パワーウインドーが閉じていく。

「倭兄様っ、どうしてですか？　どうして家に戻ってこられないのです!?」

　小鳩の言葉を遮さえぎるように、ウインドーが閉じてしまう。

　目を開けた水戸先生が、少しだけ申し訳なさそうな顔でハンドルを握った。

「倭兄様！」

　小こ鳩ばとの声にこたえることなく、軽自動車が走り出す。そして菓このみたちの背に回り込み、見えなくなった。

　背後から聞こえる車のエンジン音が、ゆっくりと遠ざかっていく。

「倭やまと……兄様……」

　小鳩のもらした声が、菓の心を重くする。



　三分ほどで体を動かせるようになった菓は、すかさず倒れたままの志し朗ろうへ顔をむけた。

　兄と視線が合う。どうやら、気がついていたようだ。顔色が少し悪いようだが、すぐ元気になってくれるだろう。むぅちぃに鍛きたえられた、というのも変だが、彼の回復力はなみはずれている。

「気分は？」

「いろんな意味で、最悪、だな……」

　自分とむかい合うようにして志朗を見下ろしている小鳩へ、菓はチラリと目を投げる。

　いつものように表情を消してはいるものの、黒瞳の奥底には悲しみが渦巻いている。それがわかるから、菓も悲しくなってくる。

「そうだね、最悪だね」

　地下駐車場の入口から、弱々しい陽ひの光が入ってきている。時間は、もう五時を回っていた。

「もう少し、だったのにな……」

　志朗が上体を起こそうとしたため、菓はすかさず彼の体を支えた。小鳩も、手を貸してくれる。

　立ち上がった志朗の顔は、青ざめていた。頭痛や吐き気が、まだ体の中で暴れているのだ。それでも、彼は苦しそうな素振りを見せない。自分よりも、小鳩の方が精神的にまいっていることに気をつかっているのだろう。

　そんな兄だから、菓は大好きなのだ。

　志朗が、口の片端をちょっとだけ上げた。

「きょうは、もう帰ろうか」

「そうね」

　小鳩の瞳ひとみから、ほんの少しだけ悲しみの色が薄らいだ。

　菓は気づいていた。志朗と視線を合わせているときの小鳩は、どこか安らかな表情を見せる、ということに。

　緊張が消え、硬さが取れ、内面の殻が割れ、小鳩のやさしい気持ちが体の外へ滲にじみ出てくるような瞬間は、いつも彼女のすぐそばに志朗がいた。

　つまり、そういうこと。

　なんだか、嬉うれしくなってくる。

「小鳩ちゃん、またあしたから、がんばろ！」

　菓このみは、ガバッと小こ鳩ばとの左腕に抱きついた。そして、志し朗ろうの右腕も引き寄せる。両手に花！　である。

「そうだな、またあしたから……」

「そうね、またあしたから……」

　志朗と小鳩が、菓を真ん中にして見つめ合う。ふたりの口もとには、互いを信頼しきった微ほほ笑えみ。

　菓は、両腕のぬくもりをしっかりと自分に引き寄せた。

「みんなで、がんばろ！」



　神こう代じろ坂ざか駅に着いたのは、六時を少し回った時間だった。

　改札を出た途端、微かすかな音楽が聞こえてくる。それは、当然のごとく……演歌。

「あ、夕ゆう香かさんがきてる！」

「夕香さん、ほんと、好きだよなぁ」

「……そうね」

　まだピンクの夕香号が見えてもいないのに、菓たちは顔を見合わせながらも、足を速めた。

《雪国血祭りぃ、なまはげ刻《きざ》んでぇぇ、赤ぁぁいぃぃ雪がぁぁ舞ぁぁぁうぅぅぅぅぅ》

　予想通り、夕香号が駅前ロータリーにとまっていた。車内からガンガンに流れ出ている微妙に物騒な演歌は、周囲の注目をガンガンに集めまくっている。

「夕香さん！」

　菓が振った手に気づき、夕香が車を降りてきた。彼女のビシッと目立つ金、紫、赤の髪色と、ピシリと決まったメイド服に、またまたビシビシッと視線が集まってくる。

「この時間だって、どうしてわかったの？」

「勘！　気合いと根性と魂！」

「すごいねぇ」

「まあね！」

　夕香が、菓にむかって右手の親指を立てる。

　志朗が、苦笑いを浮かべている。

　小鳩は、無言のまま表情を動かさない。

　菓はすぐに、駅前広場を見回した。

　神代坂駅まできたのは、小鳩を見送ることともうひとつ、唐から穂ほに会いにきたのだ。

　たぶん、彼女は駅前広場の周辺にいる。ファーストフード店かゲームセンターのどちらかだろう。

　菓は、道むこうにある『センチュリー21』に目を留とめた。

「お兄ちゃん、ちょっとあたし、あのゲームセンターにいってくるね」

「なに？　タツをシメにいくの？」

　夕ゆう香かが、すぐに反応する。

「ううん、きっと唐から穂ほがいると思うの」

「よっしゃ、あたしらもいくよ！」

　夕香が、ピンと人差し指を立て、『センチュリー21』の看板を指差した。

　あたしら、ということは志し朗ろうと小こ鳩ばとも、ということだ。志朗はともかく、主人である小鳩に意見を求めもしないところが、夕香の持ち味である。

　そして、そんな彼女に志朗も小鳩も逆らえない。

　菓このみたちは、歩けばすぐの場所にあるゲームセンターへむかうため、わざわざ夕香号へ乗り込んだ。

「夕香号、発進！」



　路面に堂々と夕香号を駐車し、菓たちはゲームセンターに乗り込んだ。

　志朗と小鳩が、物珍しそうにゲーム画面を覗のぞき込んでいる。

　夕香が、早速パンチングマシーンにコインを入れている。

　そんな志朗たちを店の入口付近に置いたまま、菓はどんどん足を進めた。

　捜している少女の姿は、すぐに見つかった。奥の台でひとり、目立つ格好をした娘こが格闘ゲームをやっている。

　ヒョウ柄のハンチング帽子をななめに被かぶり、体の線を強調した真っ黒のロングニットを着ている娘は、まさしく唐穂だ。ニットの胸元には、海賊のようなドクロマークがプリントされている。

　相変わらず、黒！　な服装。

「お～い、唐穂」

　菓は、ゲームセンターの音に負けじと、声を張り上げた。

　唐穂が顔を上げ、パッと笑顔を浮かべてくれる。周囲の客も、なんだろう？　とこちらに目をむけてきたが、それも一瞬で、すぐにまたゲーム画面に目を戻す。

　唐穂がゲームを途中でやめ、席を立ち上がった。

「菓、きてくれたんだ」

「だって唐穂、学校休むんだもん」

「学校？　いっても意味ないし……」

「なんで？」

「だってよ、せっかく自由になれたんだぜ？　楽しまないと損だろ」

「ゲームやってて、楽しい？」

「ん、まあ、そうだな……うん、そんなに楽しいわけじゃねぇけどさ」

　学校にいっても意味がない。唐穂はそう言った。だが、ゲームセンターで遊んでても、そんなに意味はなさそうだ。

　菓は、唐穂の目をジッと見つめた。

「なんだよ？」

「中学までは、義務教育なんだよ」

「義務って書いて、押しつけって読むんだぜ」

「ま、そういう考え方もあるね。あたしも義務だから学校いってるわけじゃないもん。でも、唐から穂ほがこないと淋さびしいよ」

「こうやって会えるじゃん」

「学校で会えば、もっと楽しいよ、きっと」

「あたしゃ、初日からしくじったからさ、なんかどうでもよくなったんだよ。それにさ、いまマジで自由なんだぜ、翼が生えたみたいでさ……」

「しくじっても大丈夫だよ。あたしがいるから。それにね、一回しくじってれば、次は失敗しないでしょ？　失敗って書いて、経験って読めるんじゃない？」

「菓このみ、なんか学校の回し者みたいだな……」

「学校よりも、あたしの本音が言ってるの、『唐穂ともっといっしょにいたい』って。だから、唐穂にこうやって会いにきたの」

「でも、あたしは……」

　唐穂が、うつむき気味に視線をそらした。学校へ戻る気はなさそうだ。

　でもあきらめない。

　菓は、さらに押しまくろうと口を開いた。

「唐穂、あのね……」

　だが、

「やっぱりここにいた」

　横からの声に言葉を遮さえぎられた。

　目に飛び込んできたのは、クルクルピンっと気合いが注入された、たてロールヘア。

　美み沙さが、すぐそばに立っていた。

　胸元にリボンのついた白のチュニックにブラウンのギャザーパンツを合わせるという、ラフな格好である。美沙にパンツスタイルというのは、新鮮な驚きだ。手には、大きめの紙袋を提げている。

　すぐに、美沙と唐穂の視線がぶつかる。

　こんなときに……。

　菓は内心で舌打ちしながらも、場の雰囲気をどうやわらかくするかに、脳細胞をフル稼働させた。

　と、美沙が予想もしていなかった表情を浮かべた。

　唇を笑みのかたちにしたのだ。少しばかり硬いが、確かに唇の両端が上に押し上がっている。これはいったい……。

「帯たて刀わきさん、あなたのこと、唐穂って呼んでもいい？　あたしのことは美沙でお願いね」

「は？」

　予想外の言葉に、唐から穂ほが顔に？　マークを浮かべている。

　菓このみも、うまく話についていけない。

「呼んでいい？」

　美み沙さが、また繰り返した。

「そんなの……好きにしろよ」

　どこか吐き捨てるような唐穂の言葉に、美沙が大きくうなずいた。

　揺れるたてロールに釣られ、菓も思わずカクンとうなずいてしまう。

「それじゃ、次はこれをつけていっしょに写真を撮りましょ。唐穂が気に入りそうなのがわからなかったから、色々持ってきたの。デジカメもちゃんと用意してきたわ」

　美沙が、紙袋を唐穂に差し出した。

　怪け訝げんな顔をするだけで、唐穂は受け取ろうとしない。

「なに、これ？」

　菓は横から手を伸ばし、美沙から紙袋を受け取った。

　なにをつけて写真を撮るのだろう……。

　中身を見て、目を見開き、思わず五センチほど跳ねてしまった。そして、楽しくなる。

「これいいね！　お兄ちゃんたちといっしょに撮ろう」

　菓は美沙と唐穂を促し、店の入口へ足をむけた。

「あら、お兄さんといっしょだったの？」と美沙。

「なにが入ってたんだ？」と唐穂。

　菓は、ナイス美沙！　と右手親指をグッと立てただけで、唐穂の問いにはこたえなかった。お楽しみは、その瞬間までとっておくのだ。

　美沙が、菓の横に並んで歩く。

「もし、子こ猫ねこが雨に濡ぬれて鳴いてたら、わたしは……絶対に見捨てないわ」

　つぶやいた彼女の言葉が、心に染みた。

　大おお城しろ美沙という少女と友達になれて、本当によかった。心からそう思える。

　それから……。と美沙が言葉を続けた。

「もう、頭が固いなんて言わせないんだから」

　悪いた戯ずらっぽく笑う彼女は、とても可愛かわいらしい。

　菓に「頭が固い」なんて言われたから、紙袋の中身を持ってきたのだろう。

「子猫って、なんのことだ？」

　唐穂が訊たずねてくる。

「あのね、唐穂が子猫みたいに可愛いってことを話してんの」

「な、なに言ってんだよ、バカじゃねぇの」

　怒った口調の唐穂だが、頬ほおは正直だ。赤くなって、口の代わりに「ありがとう」と言っている。

　志し朗ろうたちは、入口近くにあるパンチングマシーンを独占していた。特に夕ゆう香かが張りきっているようで、楽々と新記録まで出している。

　夕ゆう香かの細い体のどこに、あれだけのパンチ力が秘められているのだろう、と不思議になってしまうが、いまはその疑問を横に置いておく。

「みんな、写真撮るからこれつけて！」

　菓このみは、ここでやっと紙袋を開いた。

　志し朗ろうが、小こ鳩ばとが、夕香が、唐から穂ほが、その中を覗のぞき込む。

「なんだ、こりゃ？」と志朗。

「これ……つけるの？」と小鳩。

「お、いいねぇ、これ」と夕香。

「おい、あたしは嫌だぞ、こんなもんつけるの」と唐穂。

　フフン、わたし、頭固くないでしょ、といった表情でみんなを見ている美み沙さ。

　紙袋の中身は、カチューシャの山だった。だが、普通のカチューシャではない。

　ネコ耳、ウサ耳、ネズミ耳、イヌの垂れ耳、サル耳、と種類は様々だ。カチューシャの他ほかにも、金髪のウィッグ、天使の輪、ヒゲつき鼻眼鏡めがね、大きな蝶ちようネクタイとバリエーションに富んでいる。

「小鳩ちゃんは、これね！」

　菓はまず、ネコ耳を取り出した。小鳩のイメージで、即決である。

「え、あの、菓ちゃん、わたしは……」



    

  
    
      



    

  
    
      「はい、きっと似合うよ」体を退こうとした彼女の頭に、素早くネコ耳装着！　「あ、可愛かわいい！」

　ネコ耳の小こ鳩ばとは、肌が粟あわ立だってくるほど愛らしかった。あまりにもハマっている。

　困ったような目の色ながら、小鳩はネコ耳を外そうとしない。もしかしたら、意外と嬉うれしいのかもしれない。

「おし！　小鳩お嬢様もやってんだから兄貴も続け、ほら、これいっちゃえ」

　夕ゆう香かが志し朗ろうに手渡したのは、ヒゲつき鼻眼鏡めがねだ。

「え、どうせならもっと別の方が……」

「それをつけこなせるヤツぁ、ま、兄貴くらいしかいないって、男だろ！」

　志朗の肩をバシッと叩たたき、夕香はさっさとウサ耳を自分の頭にはめている。

　年上の人たちが先につければ、唐から穂ほも嫌がってはいられない。渋々、紙袋に手を伸ばした。そして選んだのは、天使の輪。

　美み沙さはネズミ耳。菓このみはサル耳をつけた。

　全員つけ終わり、近くにいた男性にカメラマンを頼む。

　なんだ、この怪しい連中は!?　最初そんな目で見られたものの、小鳩や唐穂や美沙を見て、すぐに頬ほおをゆるめてＯＫしてくれた。

　ちょっとだけ恥ずかしかったが、我慢する。

　記念すべき一枚なのだ。

　前列に並んだ菓は、両りよう脇わきに立つ唐穂と美沙の肩を引き寄せた。

　みんなで身を寄せ合う。

「いち＋いちはぁ？」

「「「「「にっ！」」」」」

　ひとりだけ……………こっそり……………「にゃ」



    

  
    
      


エピローグ



　写真を撮ったあと、ゲームセンターで二時間ほど時間を潰つぶすことにした。

　ジャンクのメンバーがやってくるのは、八時頃ごろである。

　帰るのが遅くなるけど、まあいいか、と志し朗ろうも納得してくれた。

　家に電話すると、『志朗といっしょ？　お友達にヨロシクね』とお母さんは相変わらずあっさりしたものだった。

　小こ鳩ばとと夕ゆう香かもつき合ってくれた。

　それどころか、

「よっしゃ、パンチング勝負だ！」

　と、夕香がノリノリである。

　パンチングマシーンは、的を殴なぐりつけた衝撃が数値化されるゲームだ。挑戦できるのは、ワンコインで二回だけ。その合計が数字となって最後に表示される。

　というわけで、チームを組んだ。



　ジャンケンの結果、菓このみ＆小鳩、志朗＆美み沙さ、夕香＆唐から穂ほとなった。

「む、小鳩ちゃん、あたしたち、ちょっと不利かも……」

「遊びだから、楽しくやりましょ」

　小鳩は勝利への欲求が薄いようだ。が、菓は違う。やるからには本気でやる！

　またまたジャンケンをやり、先陣を切ることになったのは、夕香＆唐穂チーム。

　コインを投入後、夕香が気合いの雄叫おたけびをあげた。

「おんどりゃあぁっ！」

　バスゥンという痛そうな音を立て、的が弾はじけ飛ぶ。出た数値は、一五七。さすがだ。

　続いた唐穂は、七八。夕香の半分以下であるが、ふたりの合計は二三五。

　ふた組目は、志朗＆美沙チーム。

　志朗が、一三五となかなかの成績を残すものの、美沙が六二と数字を伸ばせず、合計一九七。

　そしていよいよ、菓＆小鳩チームの順番が回ってきた。

「よし、拳こぶしの骨が砕けても三さん桁けたにのせてみせるわ！」

　菓は備えつけのグローブをはめたあと、拳をギュッッッと握り締め、気合いを注入した。

「無理するなよ、ケガするぞ」

「集中の邪魔しないで！」

　志朗にむかって、左手を広げる。

　心配してくれるのは嬉うれしいが、いまは勝負をしているのだ。兄妹の情は忘れなければならない。

　勝っても負けても、悔いの残らない一撃を！　この拳こぶしに込めて！　いざ！　勝負！

「菓このみパァンチ！」

　パシィィィン……………六一。

　ジーザスッ！

　全身から、しゅるしゅるしゅるぅぅぅと力が抜けていく。

「力みすぎだな」

　志し朗ろうに笑われてしまった。

　唐から穂ほも美み沙さも笑っている。

「気合いは、まあ合格点かな」

　夕ゆう香かが、うんうんとうなずいている。

　ああ、最下位決定だ、と頭を抱えそうになっていた菓の横で、小こ鳩ばとが囁ささやいた。

「わたしも、思いきりやってみるわ」

「！」

　まだ最下位になったとは限らない。もしかしたら小鳩がやってくれるかも。

　彼女は、足がとても速い。それは、筋力が見た目以上にあるという証拠ではないか。

　小鳩が身構えた。

　素人の菓にも、なぜかその構えが達人のそれに見えてしまう。隙すきがない。

「お嬢様、ファイト！」

「いけ、小鳩ちゃん」

　夕香と志朗が、のんきに応援している。

　綺き麗れいな小鳩と無骨なパンチングマシーンというミスマッチな光景に、周りの客も注目している。

　小鳩の呼気が細くなった瞬間、彼女の拳が放たれた。

　ポスン・　・　・　・　・　六一。

　菓とドロー。

　合計一二二。

　最下位決定。

　なんてこと……。敗北の二文字が、菓の頭に浮かび上がってくる。それでもすぐ、

「菓ちゃんと同じね」

　どこか嬉うれしそうな小鳩の顔を見ただけで、やるだけやったからいいや、という気持ちになれた。

　その後も、夕香と唐穂の格闘ゲーム勝負や、プリクラ変な顔選手権で美沙が爆発たてロールを披露するなど、みんなでバカ騒ぎしながら遊び続けた。

　さすがに、小鳩だけには美沙の爆発たてロール写真は見せなかった。彼女からも拒否された。見れば、覇は呪じゆ発動が必至だからである。

　仲間といる時間の進行速度は、授業中の三倍を軽く超えている。

　気づいたら、あと五分で八時という時間になっていた。

　ゲームセンターを出る時間だ。



　神こう代じろ坂ざか駅前の広場には、ジャンクのメンバーがすでに集まっていた。ちょうど、歌う準備をしているところだ。

　ケイたちと志し朗ろうたちの顔合わせが終わったあと、菓このみは唐から穂ほとふたりでベンチに腰かけた。

　志朗と小こ鳩ばとも、寄り添うようにして隣のベンチに座った。

　車を移動させてきた夕ゆう香かはひとり、ベンチには腰を下ろさず、街灯の支柱に背をもたせかけ立っている。

　ケイと話していた美み沙さが、遅れて菓たちのベンチにやってきた。そしてわざわざ、空いている菓の隣には座らず、「ちょっと詰めて」と唐穂の隣に自分の席をつくる。

　菓と美沙で、唐穂を挟はさむかたちだ。

　嫌そうな顔をするものの、唐穂は美沙を押し退のけようとはしない。「めんどくせぇな」と文句もそのひと言だけ。

　しばらくすると、ジャンクの歌が始まった。

　駅の雑踏に、夜の空に、そして菓たち聴き手の心に、ケイの歌声が広がっていく。



　ボクは　いつも　不安定だった

　春も　夏も　秋も　冬も　不安定だった

　ボクは　いつも　からっぽだった

　自慢できるものなんて　なにも持っていなかった

　ボクは　いつも　自分が嫌いだった



　たしかにストレートで気恥ずかしい歌詞だ。

　でも……。菓は思った。

　いまは、そばに唐穂と美沙がいる。大切な友達がいてくれる。

　三人で肩を寄せ合って聴く歌は、なぜか心にやさしく響いた。

「ねえ、唐穂……」美沙が、とうとつに口を開いた。「あなた、どうして学校にこないの？　わたしのせい？　その、あなたが……だって、わたしが言ったせいなの？」

　菓は、美沙と唐穂の顔へ、交互に目をやった。『呪じゆ受じゆ者しや』や『呪のろわれ者』といった言葉は、やはり人の多い場所では口にしづらい。

「……あたしはもう、違うよ。消えたんだよ、あたしの呪じゆ」

「本当だよ」

　菓は、美沙の目を見てしっかりとうなずいた。

　美沙が、驚いたように目を大きくするが、すぐに唐穂の袖そでを握り締めた。

「だったらどうして？」

「学校って、あたしにとっちゃ、嫌な思い出しかない場所だから……せっかく自由になったってのに、自分から進んでそんなとこに戻りたいなんて、思わねぇだろ？　鳥みたいに空を飛びたいんだよ、自分の好きなようにさ」

　唐から穂ほの言葉に、菓このみは同意を示すため、強くうなずいた。

　だれだって、嫌な場所に自分の身を置きたくない。自由でいたいに決まっている。

　ケイの歌声が、ハルのギターが、ショウのベースが、ゆるやかに流れていく。



　ありがとう　ありがとう　ありがとう

　　みんな　ありがとう

　ぼくは　いま　扉を開けるよ

　　ほら　大丈夫　みんながいてくれるから

　　駆け出そう　扉のむこうへ

　　飛び出そう　新しい世界へ

　ボクと　キミと　みんなで　いますぐに

　扉のむこうへ　光のむこうへ　あしたに笑う自分を探しに



「唐穂、あなたは学校が嫌いなのね？」

「大嫌いだよ」

　美み沙さの質問に、唐穂が即答する。

　唐穂は、学校が大嫌いだという。

　逆に菓は、学校が大好きだ。勉強は、まあ、好きとはいえないが……。でも、友達がいる。朝も早いが、志し朗ろうといっしょに登校できる。昼休みには、小こ鳩ばとと弁当のおかず交換ができる。いいことずくめだ。

　美沙が唐穂の腕をガッシとつかんだ。そして、自分に引き寄せる。

「なにすんだ……」

「あたしのことも嫌い？」

「……って、お前なに言って……」

「どうなの？」

「………」

　美沙の勢いに、唐穂が完全に負けている。

　美沙はやっぱり頭が固い。もちろん、いい意味で。一度でも自分の仲間と決めた相手には、とことんぶつかっていく。妥協せず、真まっ直すぐに、裏表なく。

　さすがは、一休クラスをまとめる学級委員長だ。

　もちろん、菓だって一直線にかけては美沙に引けはとらない。負けじと、唐穂の腕をつかむ。

「鳥は自由に空飛んでるけど、それだけ力を持ってるからだって、あたしは思うの。あたしも、美み沙さも、それから唐から穂ほも、まだまだ弱い力しか持ってないでしょ？　自由に空を飛ぶためにもさ、いまは力を蓄えなきゃ」

　つかんだ腕に、力を込めた。

　ジャンクのゆるやかなリズムが、夜空を満たしていく。



　焦らないで

　　約束する

　腐らないで

　　扉に道　きっと続いている

　投げないで

　　いまは苦しいでしょうけど



　菓このみは唐穂と顔を見合わせ、強い想おもいを言葉に込めた。

「だからね、いっしょに筋肉つけよ！」

「そうよ、夕ゆう香かさんくらい筋肉つけなきゃ！」

　美沙が、すかさず言葉を添えてくれる。

「夕香さんは、ちょっと無理だろ」

　ツッコミを忘れない唐穂が、周囲すべてを幸せにするような微ほほ笑えみを浮かべた。

　この笑顔が、帯たて刀わき唐穂という女の子が持つ本来の色彩なのだろう。

「筋肉よ、唐穂！」

「そう、筋肉！」

　菓は、拳こぶしを夜空に突き上げた。

　美沙も真ま似ねをする。

　唐穂のこたえは、訊きくまでもない。

　彼女の笑顔は、もう雨に濡ぬれて鳴いている子こ猫ねこのものではなかったから……。



    

  
    
      


あとがき



『す』っかり春めいてきましたが、いかがお過ごしでしょうか？

『で』きることなら、雰囲気のいい喫茶店などでフニャ～ンとくつろぎたいものです。

『じ』ゆうな時間を心ゆくまで楽しみながら、濃いめのコーヒーをひと口……。

『ん』～、マンダム。

『け』っして叶かなわない夢ではないはずだけど……。貧乏暇ナシって、本当なんですね。

『島』国日本の九州は博はか多たから上京してきました――

『野の』島じまけんじです。



　初しよっ端ぱなから遊んでしまって……。

　アレルギー鼻炎という無慈悲な呪のろいのせいで少々脳細胞が茹ゆだっているものですから、ご勘弁下さい。

　スギ、ヒノキ、ハウスダスト、ｅｔｃ。

　すべて、ヤツらが悪いのです。

　この時期になると勢力が衰えてくると思われがちですが、騙だまされてはいけません。ヤツらの爪つめは、まだまだ鋭さを保ち続けています。

　その爪に捕らえられた被害者は、見るも無む惨ざんな姿に……。悲しいことです。ヤツらのせいで、もう何度ハンカチで涙を拭ぬぐったことか……。

　ヤツらはいつも無断で他人の家に入ってきては、ニヤリと薄ら笑いを浮かべてボクを奈な落らくの底へ突き落とすのです。

　抗議しようにも、ヤツらの姿は見えません。ドアをノックもしないという、文明人にはあるまじき暴挙などヤツらにとっては朝飯前なのですから、タチが悪すぎます。

　いつか仕返ししてやろうと思っていますが、ヤツらの住所や電話番号さえわからないのですから、手の打ちようがないのです。

　でも、あきらめないぞ！　絶対いつの日か復ふく讐しゆうしてやるっ！　ボクと同じ苦しみを味わわせてやるっ！　涙の代償を支払わせてやるからなっ！　横断歩道は青になってから渡れっ！　寝る前にはちゃんと歯ぁみがけっ！　歩道のド真ん中で爆睡するなっ！　と、こんな強い恨みが『呪じゆ』として生み出されるのかなぁ、なんて考えているきょうこの頃ごろです。

（一部、お見苦しい点があったことを心よりおわびいたします）



　ボクの近きん況きようはさておき、あとがきらしく内容の説明などをしますと――

　三巻でいちばん忙しく動き回っているのは、小お笹ざさ菓このみ（中学一年生）です。

　どのくらいのスピードで動き回っているのか？　だいたい当社比の一・五倍程度だとは思いますが……詳細は不明です。

　物語は、菓このみのクラスにひとりの少女が転入してきたときから始まります。そして、菓は視みてしまうのです！　その少女の体に！　☆★☆★☆っ！　ありえない！

　はたして、転校生の正体は!?

　もちろん、『あとがき先読み派』の方々もいらっしゃるわけですから、ここでバラすことはできません。

　ボクの代わりに、やさしい午後の陽光を浴びながら、オシャレなカフェテラスなんかでのんびりとこの本を開いてやって下さい。



　毎回のことですが、今回もたくさんの方々にお世話になりました。

　いい詩がないかなぁ～、というボクのつぶやきに快くこたえて下さった夢ゆめ見み月つきさん。いただいた素敵な詩の一部をジャンクの歌詞として使用することも快かい諾だくして下さいました。

　忙しいスケジュールを縫ってグッとくるイラストを描いて下さった沖おき史し慈じ宴えんさん。

　担当さんを始め、本作に携わって下さった編集部の皆々様。

　この場をお借りして、厚くお礼を申しあげます。

　そして、本を手にとって下さったあなたへ――

　――感謝です！

野島けんじ



    

  
    
      

　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　８月１日に生まれたという確かな記憶がないにもかかわらず、両親のあやふやな証言や戸籍謄本に記載されている曖昧な情報から、その日が自分の誕生日だと信じて疑わないスーパーが五つほど付くお人好しです。

　　趣味はコツコツと作文すること、かも。



　イラスト

　沖史慈宴（おきしじ・えん）

　　北海道出身、４月10日生まれ、東京都在住。

　　元アニメーター。

　　その後、ひょんなことからゲームのグラフィックに参加。

　　それをきっかけにゲーム会社に入社、現在に至る。

　　たまに、イラストのお仕事も。

　　参加作品は、『ラグナロクオンライン４コマＫＩＮＧＤＯＭ』（双葉社）など。

　ＨＰ【aNimaporta】

　http://members.jcom.home.ne.jp/oxijiyen/
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